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第一章　覚醒編










運命の出会い




～プロローグ～

　可か憐れんな少女が七色のオーラを纏まとい、神々しい光を放つ剣を片手に、巨大な魔人を相手に一歩も引かず、いや圧倒しながら戦っている。

　辺りは草木も生えない岩々で囲まれており、岩山とも言えるその頂いただきには白い雪が降り積もっている。少女が通ったあとには、様々な魔ま獣じゅうの屍しかばねが転がっており、その戦闘の凄すさまじさを物語っていた。

　そんな中、場にそぐわない中年のおっさんが一人、戦闘について行けずにへばっている。

　こんな戦火の中で、そんな状態で無事なのが不思議なくらいだが、それは彼のそばにいる大型の狼のような魔獣が護まもっているのが答えになるだろう。

「お父さん！　大丈夫!?」

「クレス、お父さんは、もうダメだ……」

「もう！　だからついて来ちゃダメって言ったのに！　リーヴァ、お父さんを頼んだわよ！」

　少女はそう言うと、颯さっ爽そうと戦場に戻っていく。

　リーヴァと呼ばれた美しく青い竜は、少女に言われた通りに父と呼ばれた男を守るため翼を広げて包み込んだ。

「フェーン！　一緒に来て！　あの魔人を倒すわよ！」

　少女は月の色をした毛を持つ大きな狼おおかみのような魔獣の背中に飛び乗る。

　フェーンと呼ばれたその魔獣は、ウォオオオオオオオン!!と空気が震えるほどの遠とお吠ぼえをあげて少女を乗せたまま魔人に飛びかかっていった。

　そして、数分後、この魔人は少女と魔獣達によって斃たおされる。

　この物語は、この可憐に戦場を駆け巡る少女の話――ではなく、この少女と一緒にいたおっさんを中心に語られる物語である。

　少女とこのおっさんが何者なのか、それは今から十数年前のある出来事から始まるのだった。




　――時は十四年前に遡さかのぼる。

「はぁ、今日も大した収穫ねぇなぁ。お前達の餌分くらいしかないよ」

　村の外れにある森の中で狩猟を行っていたウードは、今日の収穫の少なさに嘆いていた。

　いや、今日だけじゃない。

　ここ三日で収穫したのは、森の木の実以外はウサギ一匹だけだった。

「最近やたら獲物が減っているよな。まだ冬前だっていうのにこんなに見かけないなんて……いやいや、変なことは考えるもんじゃないな」

　ウードは嫌なことを思い浮かべるのを止めた。大抵嫌な予感というのは、根拠もなしに当たったりするからだ。

　ウードは、もうすぐ三十歳になる村人だ。

　若い時に幼おさな馴な染じみと結婚したのだが、彼女は病弱で若くして数年前に亡くなった。そのため、子供を儲もうけることもなく今は独身だ。

　村に彼の年齢に合う女性はいないので再婚の話はなく、もはや彼自身も諦めている。

　村の外に出ればいい出会いもあるかもしれないが、魔法も剣も使えない彼では町に出て冒険者になることも出来ないだろう。

　実際ウードは十八歳の時に村の外に憧れて、冒険者ギルドに登録しようとしたことがある。しかし、現実は残酷なもので、ギルドから冒険者として必要な、武器や魔法を扱う才能が全くないと判定されたのだ。それでも狩人として今まで自分を鍛えてきた唯一得意な弓も、本当の素質がある者から見れば剣よりはマシくらいの評価なので、その程度では誰も相手にしてくれなかった。

　商才があるわけでもなし。

　コネもなし。

　それでは外の世界に出ても、暮らすことが難しいだろうと早々に諦めた。

　ただ一つ、彼には特殊なスキルがあった。

　自慢出来るほどではないが、とても動物に懐かれやすい体質なのだ。

　ギルドの測定時にはそれを、『手懐けテイム』と判定された。これは意識しなくても近づくだけで動物の方から懐いてくるというスキルらしい。

　スキルというには些いささか弱い気もするが、世の中にはこの『手懐けテイム』を活用して魔獣すら仲間にしてしまう『従魔師テイマー』といわれる者がいるらしいので、本来ならこのスキルがあるだけでも冒険者になれる筈はずだった。

　しかしこのスキルの効果は魔力が関係するらしく、ウードが持っている魔力では強い動物や魔物を懐かせることが出来ないというのが分かっている。

　魔力を鍛えれば俺も……と考えたこともあったが、他のスキルがないばかりに、魔力を鍛えるために戦うことが出来なかったのだ。

　そんな才能がない彼では、仲間に入れてくれる冒険者も現れず、結局は今ある魔力だけではそんな大層なものを手懐けられなかったので、最終的に冒険者になることを諦めざるを得なかった。

　ただ野生の羊や馬や犬など、家畜として有能な動物を捕まえてくることが出来るので、それらを捕まえては売ることで、裕福な生活といかないまでも貧乏暮らしというほどでもなかったのは幸いだ。

　だから今日のように獲物が取れなくても、しばらく食うに困るということはないのだが……。

「村にはお店がないからなぁ、肉は自分で捕らないと食べれないのが不便だよな」

　そんなわけで、今日はいつもよりも少し森の奥に入っていた。

　俺一人ならそんなところまで入らないのだが、俺には相棒の狼がいる。

　流石さすがに熊とか出たら逃げないといけないだろうが、それ以外の動物であれば、連れている狼の方が強いのでかなり重宝している。

　他にも家には牛や豚などの家畜や、それを見守る犬や、荷物を運ぶための馬など様々な動物達がいる。

　もちろん、販売用も兼ねている。

　木の実や山菜なども半分は家畜用の餌となる。

「よし、キッド。獲物を見つけたら教えてくれよな」

　キッドと名付けた狼は、賢くも周りに警戒されない程度に小さくウォンッと返事をした。

　キッドと一緒に、藪やぶの中に入り一時間ほどが経った頃だった。

　キッドが何かを見つけたようだ。

　獲物を見つけたのかと思い、慎重に移動する。

　俺が注意を促している方に目を向けると、そこには見たこともない大きな鳥が横たわっていた。

「何だあれ……。もう虫の息ってやつか……。しかし、デカイなぁ」

　あのくらいの大きさなら、かなりの肉が取れそうだ。

　やっほう、久々にたらふく食えるぞ！

　……いや、そもそもあんな大きな鳥をどうやって運ぶんだ？

　とか一人考え込んでいると、鳥が守るようにして抱え込んでいる荷物が見えた。

「あれ、あの鳥は……。もしやガルーダか？」

　ガルーダとは、荷物や人を運ぶのに使う大型の鳥だ。

　比較的温厚な性格のため、町では多くの商人が飼っているのを見かけるらしいが、俺は町にはたまにしか行かないので（家畜の販売の時は殆ほとんど受け取る業者が村に来る）こんな間近で見るのは初めてだ。

　ちなみに肉は美味しいらしいので、都市部では家畜用のガルーダが繁殖されているらしい。うちの村は都市からは離れているので、俺は当然食べたことないけどね。

　そんな家畜として重宝されている大型の鳥が、こんなところを住処にしているのは考えにくい。

「そうだとしたら、荷物を運ぶ途中で落ちちゃったのか？　でも、可哀そうだけどあの怪我じゃ助からないだろうなぁ」

　俺は意を決して、ガルーダに近づいてみた。

　一応自分のスキルであれば、警戒されることは少ないだろうと踏んでいたからだ。

　もしダメだったらダッシュで逃げる！と情けない決意をしつつ、慎重にゆっくりと近づいた。

　だが期待は簡単に裏切られた。

　俺を見つけるなり、血だらけの折れた翼を広げて威い嚇かくしてきた。

　えー、マジかよ。

　しかもすごく殺気立っているぞ。

　こうなると、もう手懐けることは難しそうだな。

　躊ちゅう躇ちょしている俺に、ガルーダが今にも飛びかかってきそうな時だった。

　ウォン！

　キッドが前に出て、ガルーダに飛びかかった。

　相手が大型とはいえ、キッドから見れば獲物に見えるらしい。

　寸分たがわず、急所の頸くびに見事食いつき仕留めることに成功したようだ。

「おお、よくやったぞキッド！　今夜は鳥鍋だなぁ」

　主人である俺をしっかり守ったキッドを褒めつつ、これだけの鳥肉があれば色々作れるなとか、そんな呑のん気きなことを考えつつ仕留めたガルーダに近づいた。

　首から溢あふれ出す返り血を浴びて尻尾ブンブンのキッド。

　よしよし、エライぞ。でもあんまり今はすりすりしないでね血がつくからね。

　とりあえず持っていた手拭いで口元を拭ってやり、ある程度は綺麗にしてあげた。

　ついでにナデナデしておく。

　うん、今日もいい触り心地だ。

　さて、肝心のガルーダだが。変なことに、所有者を表すタグがついていなかった。

　野生ということはまずないだろうが……、何かに襲われて外れてしまったのだろうか？

　周りにもそれらしきものは落ちてないし。

　そういえばと、ガルーダが抱えていた袋を取り外す。

　中に何が入っているんだろうと覗のぞいて見ると……。

　中には結構な量の物品が入っていた。

　しかし、心なしか子供用のものが多い気がするな。

「何だろう。子供への贈り物とかだったのかな？」

　その他詳しく確認するも、送り主も送り先も示すものは見当たらなかった。

「ま、いっか。これは預かっておいて村に探しに来たら返してあげよう。それよりも……」

　ま、ガルーダは既に死んでいたことにしとこう。

　どっちにしろ、あのままでも死んでいただろうしな。

　そう考えて、血抜きと羽抜きを始めようとした時。

　ガサガサッ！

　後ろの藪から急に草をかき分ける音がする。

　やばい、血の匂いを嗅ぎつけて獣が集まってしまったか？

「あ～、う～……？　ぱーぱ？」

　しかし現れたのは、二歳くらいの幼児だった。

　これがウードと少女の出会いであった。




　それからは大変だった。

　辺りに幼児の親がいないかを一応探しはしたが、全く見当たらない。

　というか、そもそもこの子はこの地域の種族ではなさそうだった。

　ここらの人間は髪の色は黒から茶色くらいのダークトーン系で、瞳の色も似たような感じ。

　稀まれに明るい色の人もいるが、それでもライトブラウンくらい。

　それに肌は白色系が殆どだ。

　だがこの子は、髪の色はブルーグレーで肌の色は浅黒い。

　しかも目が金色をしている。

　そんな人間見たことがないのだが……。

「村に帰って、村長にでも聞いてみるか」

　分からないことは考えてもしょうがない。

　さっきのガルーダの荷物が子供用のものばかりなのは偶然なんだろうか？
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　とりあえず使えるものは使おう。

「キッドは、死んだガルーダを咥くわえてきてくれ。重いだろうけど頼んだぞ？」

　折角の肉をここで腐らせたり他の動物に食べられてしまったりするのは勿もっ体たいない。

　なのでここはキッドに頑張って貰もらう。

　俺はガルーダの荷物と幼児を抱え、さらに持ってきた自分の荷物も背負いながら何とか自分の家まで帰ってきたのだった。

「くはーっ、疲れたっ！　さて、まずはこの子を綺麗にしてやらんとだな……」

　自分の子供を育てたことはないが、狭い村なので人の子供を預かったり、親戚の子の面倒を見たりとか当たり前にやってきているので、そんなに困ることはないが、着替えやら食べ物やらを皆一緒に置いていってくれていたので、何もない状態からは流石に経験がない。

　着替えは……、うんさっきの荷物にありそうだな。

　あとは飯か……。

　見た感じ二歳くらいの子なので、蒸ふかした芋や潰した麦むぎ粥かゆなら普通に食べられるだろうし、乳牛はいないが羊ならいるので羊ミルクを温めて飲ませればいいか。

　そう考えながらも、大きな桶おけを用意して風呂の準備をする。

　といっても入るのはこの子だけだが。

　どのくらいあそこにいたのか分からないが、結構なお粗相をしているので今穿はいている下着はダメだろう。雑菌が湧いてもあれなので焼却炉に突っ込んでおく。

　ちなみにこの子は、アレがついていないので女の子のようだな。

　抱っこしながら連れてきたら、家に着いた時にはもう寝ていた。

　呑気というか図太いというか……。

　まぁ、わんわん泣かれるよりはマシか。

　大人しく寝ている間に湯あみを済ませて体を綺麗にしてから着替えさせたあと、ひとまず布タオルで簡易ベッドを作って寝かせておいた。

　キッドは自分で水浴びして血のりを落としてくれていたので、少女を見ているように指示を出した。

　ウォン！と返事をすると少女の隣で丸くなっていた。

　本当に賢い相棒で助かる。

　キッドが見張ってくれている間に、ガルーダの羽を毟むしり取ってから内臓を抜き木にぶら下げて血抜きをする。

　血も売れるので、下に金属のボウルを置いておく。

　抜いた内臓は処理が大変なので森の中に投げ捨てた。

　そのうち野犬どもが処理してくれるだろう。

　ガルーダの処理が一旦終わったので、部屋に戻ってきた。

　よほど疲れているのか少女は起きないようだ。

　この歳なら一日の半分以上は寝ていても普通なので、そっとしておこう。

　その間に食事の準備をしよう。

　お湯は沸かしてあるので、それで芋を蒸かすことにした。

　それとは別に鍋で麦を煮て麦粥を作ろうか。

　そこに羊のミルクとバターを入れて完成。

　卵は流石に高級品だから使えないけど、まあこれだけで十分かな。

　しばらく食べてなかったらお腹を下したりするし、食べやすいものがいいだろう。

「んうあ……。あ～、ぱーぱ？　あ～、わんわん？」

　おや、匂いにつられたのか起きたようだな。

　こらこらキッドの毛を引っ張るのは止めなさい……。

　子供相手だから怒らない、偉いぞキッド。

　俺は少女を抱っこして引き離し、今作ったご飯を食べさせるためにテーブルに連れて行く。

　木のスプーンで掬すくって、ふうふう冷ましながら食べさせてあげた。

　うんうん、我ながら手慣れたもんだ。

　まぁ、この村の人間なら大体出来るんだけどね。

　ご飯を食べ終わったら村長に話しに行こうか。

　流石に勝手に子供を拾ったとか言ったら、犯罪者扱いにされかねないからな。




　ご飯を食べ終わると少女はまたウトウトしだした。

　目鼻立ちは整っているし、将来美人になるかもな～。

　って、父親にでもなった気分だな。

　まぁ流石に俺が育てることにはならないだろうけどさ。




「ウードよ、お主一人だし丁度よいじゃろう？　うちの村の中では比較的余裕あるじゃろうし。町の役人には儂わしから伝えておくでな」

　はい、育てることになりました！

　って、まてまて。

　俺独身なんだけど？って言ったら、もうお前は結婚は無理じゃろとだってさ！

　いや、諦めていたけどね？　人には言われたくないんだよなー。

　しかし、しょうがないか。

　これも縁だし、案外すぐ親が引き取りに来るかもしれないしな！

「んん……ぱーぱ？」

「お、目を覚ましたか？　おう！　しばらくは俺がお前のパパだぞ～？」

　そう言いながら、高い高いをしてあやす俺。

　そういえば名前がないと不便だな。

　あの荷物とかにそういうのないかな？

　ガソゴソ。

　……これは違うな、服の店名だ。

　ガサゴソ。

　……これも違うな、オモチャ工房の名前だ。

　ガサゴソ。

　……お？　これは……魔導書のタイトルか。

　……は？

　魔導書!?

　なんて高価なもんが入ってるんだ!!

　まぁ、俺は魔法の才能ないから関係ないけど。

　……とりあえず見なかったことにしよう。

　あ、メッセージカードあるぞ。




『愛しのクレスへ

　誕生日おめでとう！


■▲より』



　ん……、誰からかは掠かすれて読めないな。

　クレスか。

　うん、可愛い名前だと思う。

　この子の名前かどうかは分からないけど、俺が面倒見ている間だ。

　使わせて貰おう。

　期間限定だけど、その間はしっかりと面倒を見ようと思うのだった。




　……すぐに迎えに来ると思っていた時がありましたよ。

　時間が経つのは早いもので、あれから十年の歳月が流れた。

　町の役場には村長がちゃんと迷子届けを出しておいてくれていたが、その後は保護者として自分を登録したり、クレスという名前で養子として迎えるとか色々と自分でやったよ。村でこういう手続きが出来ればいいのだけど、役場は町にしかないので行ったり来たりしないといけなくて、とっても大変だった。

　そんなこんなで、俺も本当のおっさんになりましたよ。

　クレスはすくすくと育ち、家の手伝いもよくやってくれるいい子に育った。

　村の皆は、迷い子だって知ってるし、クレスもそのことは知っている。

　隠していたわけではなかったが、最初にその事実を知った時は大泣きして家出するわ、魔獣に襲われるわと大変だった。だが、その時に体を張ってクレスを守ってみせたことで『本当の娘だと思っている』と伝えられたので、今ではいい思い出だ。

　血が繋つながっていないと分かってからも、俺のことは「お父さん」と言ってくれている。うん、本当にいい子だ。

　元々オープンな村だったから、人の子供を預かったり預けたりは日常茶飯事だし、クレス一人が特別視されることもなかったのは幸いだ。

　逆に容姿が整っているもんだから、村のじいさんばあさん達は自分の孫でもないのにやたらと可愛がってくれていた。

　今では俺も本当の娘だと思っているし、今更別れるなんて考えもしない。

　いや、考えたくない。

　ダメ、絶対。

「お父さ～ん！　ご飯出来たよ～」

「ああ、今行くよ」

　丁度、動物達の餌やりも終わり、一区切りしたところだ。

　そういえば、今日は久々に馬車用の馬を納品する日だ。

　馬の売買は俺の一番の収入源でもあるので、大事な仕事だ。

　これのおかげで、スキルが乏しい俺が少し余裕のある生活が出来るのだ。

　馬は数少ない移動手段の要だし、労働力にもなる。

　だが元来馬というのは気難しい性格であり、きちんと躾しつけをしないと飼い慣らせない動物だ。

　素人が捕まえようとして、後ろ蹴りを食らって死ぬなんてよくある話なのだ。

　なので馬一頭が小金貨四枚という普通の村人では稼げない値段で売れる。




　ちなみにだが、この国の通貨は四種類。

　価値の小さい方から銅貨、銀貨、小金貨、金貨となっている。

　銅貨百枚で銀貨一枚。

　銀貨百枚で小金貨一枚。

　小金貨十枚で金貨一枚となっている。

　まぁ、金一粒で銀貨一枚の価値があるらしいので、こういう比率なんだろうな。

　うちの村だと銅貨と銀貨くらいしか使わない。

　人口がわずか百人ほどのうちの村と違い、五千人もいる隣町『カンド』でも小金貨を買い物に使う者は少ない。

　大型の家具とか、高級品を買う時とか、あとは馬と馬車を買う時くらいだ。

　町人の家は借家が多いので、その支払いも銀貨が普通らしい。

　そこに金貨ともなれば、商人同士の取引か冒険者の報酬くらいなものだ。

　うちの村人なんかは、金貨を一枚も手にすることなく人生を終える者が殆どだ。

　そして俺はというと、商人や貴族用の馬を卸す仕事をしているおかげで村では上位に数えられるほど貯蓄を持っている。もちろん、一番持っているのは村長だ。

　ただ、金貨を沢山持っていても宝の持ち腐れなので、大抵は適度に崩して保有している。

　いざ使おうと思っても、相手がお釣りを持っていないと両替をしに行く羽目になるので、よく使う銀貨でお金を貯めているのが実情だったりする。

　そんな村人が手にすることが滅多にない小金貨を一頭あたり四枚、しかも二頭納品予定なので、これだけで数か月遊んで暮らせる金額になる。

　とはいえ、動物達の世話があるから遊んではいられないのだがね。

　そうそう、クレスももう十二歳だし、今では納品の手伝いもしてくれている。

　それなので、今日も一緒に納品しに行く予定だ。

　町にはたまに連れて行ったりしているが、いつもは買い物に連れて行くくらいだ。

　村には店とかないし、女性ものの購入には町に行かないと手に入らないからね。

「ご飯食べたら、馬の納品に行くぞ～」

「は～い、分かったよ～。そういえば、久々だよねぇ町に行くの」

「そうだな。折角だから帰りにお店でご飯食べてこようか」

「本当？　やったー、大好きお父さん！」

　愛娘となったクレスに満面の笑みで抱きつかれ、ついつい表情を崩してしまう。

　いや、いつも甘やかしてるわけじゃないよ？

　たまたまだよ？

　と誰に言ってるか分からない言い訳をしながら出かける準備にかかった。




　あれから十年も経ち、流石にキッドは引退してるのでお留守番だ。

　その代わりに、いつの間にか嫁さんを貰っていたキッドの子供が生まれているので、今ではその子が相棒になっている。

　名前はエースと付けた。

「エース、道中の護衛頼んだぞ？」

　ウォンッ！と元気に返事するエース。

　親に似てとても賢い子だ。

　納品用の馬を二頭連れて村を出る。

　俺とクレスは荷物運び用に飼っている荷馬に二人で乗り、後ろに二頭を繋げている。

　道からはみ出たりしないようにエースがちゃんと見ていてくれている。

　うんうん、優秀だ。

　馬達もちゃんと調教済なので、よほどのことがない限り暴れたり逃げたりしない。

　エースには魔物や危険な動物などが来ないかを見張って貰う。

　村から町までは徒歩で一日、馬車なら半日もかからないので比較的近い。

　街道も昔に作られていて、比較的安全に町に行くことが出来る。

　治安がいいのがこの地域のいいところだ。

　じゃないと、弓矢以外扱えない俺が一人で町に行くなど出来ないだろう。

　他の村とかだと（行ったことないけど）、護衛を一緒に乗せるのが当たり前らしい。

　野盗にでも出で会くわしたら大変だが、治安がいいからか出会ったことはない。

　町まで一本道だし、いざとなったら馬を放って逃げるだけなんだが。

　まぁ、野盗やるくらいなら、うちの村に流れてきて農家でもやった方がまともな生活が出来るかもしれない。

　ちなみに荷台には、村の連中から代わりに売ってきて欲しいと委託されたものがいくつか乗っている。

　お駄賃は売却値の一割だ。

　正直、運賃と手間賃を考えると格安なのだが、その分色々村の中では融通をきかせてくれているので文句はない。




　いつも通り、何も問題なく街道を通って予定の時間に町に着いた。

　あ、時間は商売を一応やっている関係で、時計を借りているので分かる。

　買うとかなり高価なのだが、懇こん意いにしてくれている商人が古くなったものを貸してくれているのだ。

　この時計がどういう仕組みなのかは俺なんかには理解出来ないけど、時間が分かるというのはとても便利なので重宝している。

「毎度～、馬の納品に来ましたよ」

　いつも馬を卸している商会にやって来た。

　中から丁稚でっちさんが出てきて、「すぐに主人を呼びます」と言って、応接間に通された。

　この商会はこの町カンドでも一番大きい商会で、昔無謀にも冒険者になろうとして挫折していた俺を、たまたま見かけたここの商人が声をかけてくれたのが出入りするきっかけだ。

　どう考えてもお金のなさそうな村人が立派な馬を従えているので、『安く買い叩たたこうと思っていたのさ』と正直に言われた時は唖あ然ぜんとしたが。

　俺が自分で捕まえて育てた馬だと教えたら、がっちり握手されて『専属契約しないか？』と持ちかけてきた。

　結局俺が頷うなずくまで手を放してくれなかったので、契約せざるを得なかったのだが、結果的にかなりの幸運だったようだ。

「おおウードさん、ようこそ我が商会へ。うんうん、今日の馬も見事な仕上がりでしたよ。あれなら問題ないでしょう」

　大喜びの様子で応接間に入ってきた商人、この人が今回の依頼主だ。

　入って来るなり俺に金貨二枚を手渡す。

　金貨なんて、俺でも滅多に見ることがないので正直驚いた。

「えっと、多くないですか？」

「いえいえ、ここまでの仕上がりなら少ないくらいですよ。……正直に言いますとね、今回の馬はとある貴族様の馬車用でしてね。数人のテイマーにお声がけしてたんですが、ウードさんの馬が一番いい仕上がりだったのです。だから、遠慮なく受け取ってください」

「なるほど、そういうことなら遠慮なく」

「それはそうと、そちらが例のお嬢さんですか？」

「ええ、そうです。そういえばマチスさんに会うのは初めてでしたか」

　いつもは、外で待っているのでこうやって対面するのは初めてだ。

「いつも父がお世話になっております。クレスと申します、よろしくお願いします」

　出来る限り丁寧に挨拶するクレス。

　特別教育を受けさせたわけでもないのに、よく出来た子だ。

「これはこれはご丁寧にありがとうございます。私はマチスといいます。ここのマチス商会長をやっているんだ。お父さんにはいつもお世話になっているからね、これからもよろしくね」

　温和な顔を保ったまま、マチスさんは子供相手にもその姿勢を崩さなかった。

　本当に出来る商人というのは、相手によって態度をコロコロ変えてはいけないと本人が言っていた。

　しかし、こうもニコニコ顔のマチスさんって何かを企んでる時が多いんだよなぁ。

「さて、ウードさん。今日はですね、もう一つお願いしたことがありまして……」

　ほら、やっぱりきた。










冒険者になる




「それで、お願いというのはですね、うちの娘の護衛を頼みたいのです」

　え、追加の馬とかペット用の動物を頼まれると思っていたんだが……。

「あの……、お言葉ですが、自分は護衛に向かないかと思いますが？」

「ああ、いえいえ。ウードさんではなくお嬢さんに頼みたいのです」

「いやいや、それなら尚更ダメでしょう!?　まだ、十二歳の子供なんですよ？」

「大丈夫、ギルドには登録出来る歳でしょう？　それにそんな危険なことはさせませんよ。実はですね……」

　そこでマチスさんから詳しく説明された。

　何でも、娘さんが外の街に出かける予定があるのだが、護衛が男ばかりでは嫌だとごねているらしい。

　それで冒険者ギルドに依頼したが、今空いている女性の冒険者はいないという。

　当然、腕の立つ冒険者自体は雇い済みらしく、飾りでもいいので冒険者として一緒に来て欲しいということだった。

　もちろん馬車の御ぎょ者しゃとして俺も雇うつもりだという。

「武器防具はこちらで全て用意します。それを装備して、道中娘と話をしてくれていればいいので……」

　今回はどうしても娘も連れて行かないといけないのだ、ということらしいが……。

「お父さん、受けてあげようよ。いつもお世話になっているんでしょ？」

「それはそうだけど……」

　動物の世話もあるし、準備もしないといけないだろうからなぁ。

　あ、いつ出しゅっ立たつかな？

「予定の日はいつですか？」

「出発は明後日の予定です。受けてくれるなら、ギルドの登録はツテを使って話を通しておきますし、登録料もこちらで負担しますから！」

　最後の一押しとばかりに、畳みかけてくるマチスさん。

　こうなると、断るのはほぼ不可能に近い。

　それなら……。

「では、条件を一つだけ追加させてください」

「おお、私に出来ることなら何でも言ってください」

「では、俺もギルドの冒険者に登録出来るようにしてくれませんか？」

　俺の出した条件に驚くマチスさん。

　それはそうだろう、俺に冒険者の才能がないと知っているのだから。

「一応聞いておきますが、理由は？」

「娘を一人で冒険者にするわけにはいかないじゃないですか。マチスさん、……うちの娘に目をつけた変な冒険者が、すぐ勧誘してくるかもしれないでしょう!?　そうならないようにするために、俺がパーティーを作って登録するんですよ！」

　それを聞いたマチスさんは一瞬唖然とするも、納得したように笑った。

「あっはっは！　あなたもすっかり親バカですなぁ。娘を持つ親としては気持ちが分からないでもないですが。ええ、いいでしょう。そういうことなら手配しておきましょう」

　とマチスさんは快く承諾してくれた。

『ただ、後悔しても知りませんからね？』とだけ付け加えられたが。

「しかし、クレスちゃんも大変だね。ウードさんの子離れはまだまだ先のようだぞ？」

「あははっ。でもお父さんと一緒に、色々なところに行けるのなら私は嬉うれしいです」

「これは、何とも親泣かせが上手な娘さんですな」

　クレスの言葉を聞いて、事実俺は泣きそうになった。

　なんていい子なんだっ！

「では、明日中に冒険者ギルドに行って登録を済ませてください。そのあとに簡単な講習があるでしょうから、冒険者のイロハはそこで聞いてください。それが終わったら、そのまま依頼の手続きになると思いますので、依頼を受け終わったら商会に顔を出してくださいね？」

　こうして、ひょんな経緯から俺とクレスは冒険者登録をすることになった。

　これが俺とクレスの運命を変えることになるとは、その時は思いもよらなかったが。




　――

　昨日は帰りがけに少し豪勢な食事をしてから村に帰り、村長に数日家を空けることを伝えた。

　家畜の世話とかは、代わりに村の人がやってくれる約束を何とか取りつけることにも成功する。

（もちろん、お駄賃は発生したが）

　そして今、俺達は冒険者ギルドに来ている。

　今まで依頼する用事もなかったので、実に二十年以上ぶりの冒険者ギルドだ。

　冒険者ギルドは、冒険者としての登録業務や様々な依頼を受けて冒険者にクエストとして発行する業務を担っている。何度もクエストを達成すると、評価が上がりランクというものが上がる。ランクが上がれば報酬の高いクエストも受けられるようになり、一般人では稼ぐことが出来ない金額を手に入れられるのだ。

　若い時は夢を抱いてここに来て、才能がないと言われて門前払いを受けたのもあり、柄にもなく緊張してしまう。

　まずは受付に行きマチスさんの紹介だと伝えると、すぐにベテランの職員が出てきた。

「ええ、話はマチスさんから聞いていますよ。お二人とも、こちらに記入をお願いします」

　そう言われて、名前や年齢などを記載する。

　今回は護衛依頼なので、クレスは護衛希望と書く。

　俺は狩人として登録をした。

　手続きが済むと、次は武器講習となった。

　主にどの武器が適しているかを見極めるために実施しているらしい。

　特に若い子は見た目で武器を選んだりしがちなので、ベテラン指導者が適した武器を選別してくれるのだ。

　俺は若い時に、ここでどの才能もないと言われて冒険者を諦めた経緯がある。

「ウードさんは、長年弓矢を扱っているだけあり、弓矢が最適な武器ですね」

　流石にギルドが懇意にしているマチスさんの紹介なので、却下というのはないらしい。

　まぁ、二十年もやっているので流石にそこらの若僧よりは腕が確かなのは間違いないが。

「ほう……クレスさんは、剣も斧おのも弓も才能がありますね。どれも上級者並みに扱いがうまいですよ。今まで経験が？」

「えーと、お父さんと一緒に森で狩りしたり薪まき割りしたりお肉捌さばいたりしてたくらいですけど……」

　そう、クレスなんだが、十歳くらいから狩りも手伝ってくれていて、下手すると俺より弓がうまい。

　薪割りを六歳からしているので斧の扱いも慣れていて、何度か手斧で熊を仕留めていたりする。

　狩りの時に剣を持たせた記憶はないが、本人曰く肉を捌く包丁を使っていたので、どう刃を当てれば切れやすいか、力が入りやすいかなど、体に染みついているというのだ。

　え、長年やってますが、そんなことは出来ませんけど??

　もしかして、親の贔屓ひいき目めを差し引いても、この子は天才なのかっ!?

「なるほど、クレスさん。あなたは中々の逸材になりそうだ。今は無理をしないで地道に鍛錬を続けてくださいね。とりあえず、体格的に細剣をメインにしておくといいでしょう。で、ウードさんちょっとお話が……」

　俺がクレスの保護者だと知っている指導官は、俺を手招きして呼び寄せる。

「あなた、クレスさんのお父さんでしたよね？」

「ええ、その通りですが」

「あなたが今回冒険者になった理由は聞き及んでいました。正直最初は鼻で笑ってしまいましたが……」

　こいつ、なんて失礼な奴だ！

　と思うものの、だよなーと思う自分もいたりする。

「あなたの判断は、結果的によかったと思います。今回マチスさんからの依頼が終わったら私宛に来てください。大事な話がありますんで！」

　娘のことを思うなら、絶対に来なさいと念押しまでされて送り出された俺達はさっそくマチスさんの商会に向かうのだった。

　ちなみに依頼の方は、指導が終わったら直すぐに発行された。

　こういうケースは稀にだがあるらしく、職員も手慣れているとのことだった。




「よくいらした、無事に済みましたか？」

「ええ、問題なく終わりましたよ」

「それはよかった。では明日の打ち合わせを始めましょう」

　こうして、いきなり冒険者になった俺達は最初の仕事である隣町までの警護についてマチスさんと打ち合わせするのだった。




「マチスさん、こんな上等なレイピアと革鎧よろいまで用意してくれるなんて、すごいねお父さん」

　打ち合わせのあと、マチスさんから装備一式を渡された。

　明日出発する時にはこれを装備してきて欲しいとのことだった。

「ああ、俺のも同じ素材で作られているようだ。あの人はこの町の豪商だからお金があるとはいえ、よっぽど今回の護衛に力を入れているんだろうな」

　いくら娘のお出かけのためとはいえ、ここまでする必要はないと思うが、『念には念を入れる。これは商売人の鉄則でもあります。我々はギャンブルはしない質ですからね』と言っていた。

　俺は御者として雇われるのだが、念のためということで上質な弓矢とダガーが与えられた。

　どちらも駆け出し冒険者が持つような品ではない。

「しかも、今回の仕事が無事に終わったらそのままくれるっていうんだから、まさに太っ腹だよな」

「だね！　でも、娘さんってどんな人なんだろうね？　会うの楽しみ！」

　マチスさんの話では、娘さんはクレスと同じくらいの歳らしいのでクレスも楽しみにしているようだ。

　クレスを拾う数年前までは、しばらく子供が生まれていなかったので、村にはあまり同い年の子はいなかった。

　もちろん下の子達はいるが、面倒見のいいクレスは友達というよりはお姉さん扱いになってしまう。

「ああ、明日に備えて色々準備をしておこう。うちの子達としばらく離れるし、村の人に世話の仕方とか話をしておかないとな」

「うん、そうだね！　……エースは連れて行くの？」

「ああ、連れて行くさ。一応俺も冒険者としてついて行くからな。狩人は相棒として狩猟犬や狼を連れて行くのが許されているから問題ないさ」

「そうなんだね、それなら安心」

　俺一人では心配だが、エースもいれば安心ということだろう。

　父親としては情けない話だが、いつも狩りをしている時にエースの活躍が大きいので仕方ないのである。

　決して、俺が頼りないからとかじゃないぞ!?

　話は逸れたが、帰ってからクレスに剣の試し切りをさせてみた。

　細めの丸太に藁わらを適当に巻いて作ったものを、敵に見立ててやらせてみる。

　ヒュウウウンと風切り音と共に、刃が舞い標的を斬り抜けた。

　ヒュンと空を斬ってからするりと鞘さやに納める。

　すると、ドサッと綺麗な切り口を残して標的が斜めにズレて落ちた。

「……え？　す、すごいぞっクレス！　いつからそんな才能が!?」

　あまりのすごさに俺も興奮しながらクレスを褒めちぎった。

　それに照れながらも、「え、これが初めてだけど？　でも、今日の訓練で使い方教わったからだよきっと」と何でもないように言うクレス。

　そんなので、ここまで剣の腕がよくなるなら誰でも一流になれるぞ!?

　なるほど、あのギルド職員が逸材と言うのも納得出来る。

「でも、実際はこんなじっとしていてくれるわけじゃないから、こんなにうまくはいかないと思うよ」

「まぁ、確かにそうだけど。こんなの父さんには出来ないぞ」

「それは……、得手不得手があるからしょうがないよ」

「それはそうなんだけどな……」

「さ、ご飯の用意しておくから、お父さんは皆のお世話お願いね」

「お、そうだったな、じゃあ皆に餌をあげてくるから頼んだな～」

　そんな会話をしつつ、家畜や相棒達の餌を準備してあげにいった。

　キッド（とその奥さん）と一緒にエースも寛くつろいでいた。

　俺が餌の肉を持っていくと、喜んで食べていた。

　キッドは現役こそ退いているが、今でも牧畜の見回りや、害獣の撃退などはやっている。

　ただ長時間移動する狩りだと体力が持たなくなってきたので、息子のエースに代わったのだった。

「キッド、しばらくエースを借りていくからな。留守の間は頼んだよ」

　ウォンッ！と返事をするキッドを撫でてやり、少しブラッシングなども済ませてから小屋を出てきた。

　他の家畜や販売用の馬などの世話にやってきた村人に任せて家に戻ると、とてもいい匂いが漂う。

　その匂いを嗅ぐと同時にお腹がぐうっと鳴った。

「ただいま～！」

「あ、お父さんお帰り。丁度出来たところだから手と顔を洗ったら食べよ～」

「ああ、ありがとう」

　そう言って、桶に水をくんで手と顔を洗ってからタオルで顔を拭き食卓に座った。

　ここ最近は、クレスがよく料理を作ってくれるようになった。

　男の俺が作るとどうしても焼いただけとか、煮ただけとかになりがちだが、流石に女の子だけあって彩りが豊かなものが並んでいる。

　サラダや自家製ドレッシングなど、様々なレシピを人から聞いては試しに作っているみたいで、本当に助かる。

「いただきまーす！」

　その日の夜も二人で仲良く食事を取り、明日の仕事のために早めに就寝するのだった。




　次の日の朝、護衛とはいえ人に付きっきりになるので、流石に身綺麗にした方がいいだろうということで沐もく浴よくをしてから出発した。

　移動のため自分用の馬に乗って、クレスを前に乗せる。

　エースはダッシュでついて来るが、体力があり余っているので若干こちらが追いかける形になってしまった。

　そんなエースのはしゃぎっぷりを笑顔で眺めるクレスを見ると、この子の親になれて本当によかったと思うのだった。

　うん、今日も可愛い。

「ウードさん、来てくれましたか。お待ちしておりましたよ」

　マチス商会に到着すると、既に馬車が用意されていた。

　専用の馬車馬がいるので、俺の馬はマチス商会で預かって貰うことになっている。

「はい、今日からよろしくお願いします」

「よろしくお願いします」

　俺とクレスは、待っていたマチスさんに挨拶をする。

「はっは。そんなに緊張しないでください。な～に、隣町までの移動です。二日もかからず着いてしまうから大丈夫ですよ」

　冒険者としては初めての仕事に、なぜか俺の方が緊張してしまっていたようで、それを見たマチスさんが笑いながらそう言う。

　それからこっちが……と一人の少女が出てくる。

「娘のマリアです。どうぞよろしくお願いいたします」

　可愛らしい顔の少女が、綺麗な姿勢で挨拶をした。

　流石商家の娘だ、作法が整っている。

「お父さんには、いつもお世話になっています。私はウード、そしてこっちが娘のクレスです」

「娘のクレスです。マリアさん、今日からしばらく護衛としてご一緒いたしますのでよろしくお願いします」

「わぁーっ！　貴女がお父様の言っていた子ね。綺麗な色の髪～、羨ましいなぁ」

「ふふ、ありがとう。そう言って貰えてうれしいわ。マリアさんの髪も綺麗なオレンジ色で素敵ね」

「うふふ。ありがとう！　皆よりも少し明るい色だけど、私も気に入ってるのよ」

　やはり同い年のせいか、女子同士だからなのか、身分は違えど話は合うようだ。

　その様子を見て親二人は安あん堵どする。

「思った以上に問題なさそうですな」

「ええ、私も安心しました。では、さっそく出発しますか？」

「ああ、待ってくださいね。まだ他の護衛が来ていない。もうすぐ来るはずなのだが……」

　そう言っていると、丁稚さんに連れられて三人の男達がやって来た。

　見るからにガタイがしっかりしていて、屈強そうだ。

「やあ、マチスさん。お待たせしてしまったようで申し訳ない」

「おお、来たか！　今日はよろしく頼むぞ」

「もちろんです、任せてください」

　三人の中でリーダーと思しき人物がマチスさんに挨拶と握手をしていた。

　男達は、リーダーがドリスで剣士らしい。

　他の二人が、体が大きめでガッシリした斧使いがタルトス、筋肉は引き締まっているが細身に見える槍やり使いがサントというらしい。

　俺は警護兼御者で、クレスは警護およびマリアさんの世話係だと説明された。

「なるほど、警護は俺達だけで十分ですが、お嬢様のお付きは女性の方がいいですからね。まぁ、俺達がいるから安心して任せてください」

　ドリスは、一瞬子供の剣士だと？と顔に書いてあったがマリアさんの護衛と聞いてすぐに察したようだ。

　ドリス自身もそれなりに有名な冒険者らしいので、下手なことはしないとマチスさんも言っていた。

「じゃあ、ウードさん。御者はうちのものにもやらせますが、よろしくお願いしますね」

「はい、マチスさんは馬車の中でマリアさんとゆっくり寛いでいてください」

　こうして、俺とクレスの冒険者としての初仕事が始まるのだった。




　今回行くのは隣町だ。

　何でも隣町の大商人の息子がマリアさんと同い年らしく、その息子とマリアさんがお見合いということらしい。

　今回は、最初の顔合わせということになっているが、そこで気に入られれば婚約になるのだという。

「本当は、私もまだマリアを手放すつもりはないんですがね。向こうの方が商人ギルド内で力を持っているので無下に出来ずに……。いっそ、マリアを見て気に入らないと言ってくれればいいのですが、難しいでしょうね」

　と、愚痴っていた。

『なんせうちの娘は可愛いですから！』と親バカっぷりもプラスされたが。

「ウードさん、次の野営所まで二十㎞ありますので、そこまでいったら休憩となります。そこで交代となりますのでよろしくお願いしますね」

「分かりました、馬の扱いには慣れていますので任せてください」

　今回一緒に御者をするマチス商会の従業員であるダネフさんがルートを考え、今回の旅路の計画をしている。

　そこで次の休憩ポイントを予あらかじめ教えてくれた。

「次の野営所までは、街道の延長でもあるので殆ど危険はありませんが、何か異変があったら教えてくださいね、護衛の方々にお知らせしますので」

「分かりました、では出発しましょう」

　そう言って馬車を走らせた。

　今回の馬車は、二頭立てで幌ほろ付きの大きな荷台の馬車で、前方に人が乗れるようになっており、後ろ側は主に荷物を載せるようになっている。

　前側にはマチスさん、マリアさん、クレス、と護衛一人、後ろに護衛二人（＋エース）という振り分けになっている。

　護衛の人は、休憩所ごとに前に乗る人を交代していくということだった。

　ちなみに、この馬車の馬は俺がマチスさんに卸した馬だ。

　かなり前のことになるが、それでも俺を覚えているらしく顔を近づけるとすぐに顔を擦りつけてきた。

　よしよしと首を撫でてやると気持ちよさそうにブルルゥッっと嘶いなないていた。




　ダネフさんの言う通り、野営所にたどり着くまで何事もなく来ることが出来た。

　魔物どころか、野ウサギ一匹も出てこないほどの長閑のどかさだった。

　その間にクレスとマリアさんはとても仲良くなったらしく、その様子を見ていたマチスさんも嬉しそうだった。

　護衛のドリス、タルトス、サントは流石に手慣れていてしっかりと仕事に集中していた。

　マチスさんが信頼するだけはある。

　重要な案件になると必ずこの三人を指名するそうだ。

　こういう冒険者には時たま事故を装って荷物を強奪したり、誘拐したりと悪事を働く者もいなくはないので、信用がある相手を選ぶのが普通なのだろう。

　うちの村は貧乏なので荷物を運ぶのは俺くらいしかいないから、護衛を頼んでいるのは見たことないのだけどね。

　ただそういう事件があるというのは、町に行くとよく聞くものだ。

「そろそろ休憩も終わりですね。ここからは私が御者をしますが引き続きサポートよろしくお願いしますね」

「ええ、分かりました。ここからは、野生動物や稀に魔物も出るとか」

「はい、そうなんです。そんなに強い魔物は出ませんが、それでも馬をやられでもしたら大変ですからね。警戒するに越したことはないのですよ」

　そう言うと、ダネフさんは馬車の周りに異常がないか、全員が乗っているかを確認し出発した。

　俺はこういうことが初めてなので、ダネフさんに色々教わりながらも覚えていく。

　この歳で色々覚えるのは大変だが、娘のためだと思って頭に叩き込んでいた。

　次の野営所までは、おおよそ三時間。

　今日はそこで野営する予定だ。

　多くの行商人とすれ違いながらも、順調に進んでいく。

「……それでね、お父様が……」

「マリア、その話は勘弁してくれ……」

「ふふふ、マリアさんはお父様と仲がよろしいんですね」

　中からは楽しそうな会話が聞こえてくる。

　どうやら、マチスさんの要望は果たせているようでよかった。

　確かに年頃の娘さんを連れて、いかつい男達とおっさん達だけでは中々に窮屈な旅になるだろう。

　まして商家の娘さんだ。

　育ちがいい分、より辛く感じるかもしれない。

　クレスも楽しそうにしているし、結果的によかったのかもなと思うのだった。




　そう、コイツらに会うまでは。

　野営所には問題なく着いた。

　そこまではよかったのだ。

　すっかり日も落ちていたので、予定通りそこで野営を始めたところに、近くから悲鳴が聞こえたのだ。

　しばらくすると、戦闘音が聞こえてくるじゃないか。

　慌てて、弓矢を荷台から取り出す。

　護衛なのに武器を手放すとはとか怒られそうだけど、俺なんか単なる御者として雇われているようなものだからな。

　ただし……。

「エース！」

　ウォンッ！と元気よく返事するエース。

　どうやら匂いで気づいていたみたいで、真っ先に声のする方を警戒している。

「何で野営所でこんな騒ぎに……」

　マチスさんがやりきれない感じでぼやいている。

　既に辺りが暗くて視界が悪いため、ダネフさんも主の盾になるかのように、マチスさんにぴったりついていた。

「旦那、俺達から離れないでくださいね。あなたが死んだら俺達に支払ってくれる人がいなくなるからな」

　と、ドリスが軽口を叩いて場を和ます。

　緊張しすぎるのもよくないからな、と俺の肩をポンっと叩いて激励してくれる。

　見た目以上にいい人なのかもしれない。

「怖い……、一体何がいるの？」

「大丈夫ですマリアさん、私達が必ず守りますから！　絶対離れないでくださいね」

　クレスも本当は怖いだろうに、懸命にマリアさんを励ましながら辺りを警戒していた。

　流石に夜の狩りには連れて行ったことがないので、クレスも慣れない暗闇でより緊張しているみたいだ。

「タルトス、サント。二人はマリアさんとマチスさんのそばを離れるなよ？　クレスは、自分の身を守ることだけを考えろ！　余計なことを考えるんじゃないぞ」

「で、でも……。は、はい！　分かりました」

　そう言いつつも、マリアさんのそばからは離れはしなかったが、この中でまだ経験がないに等しいクレスを思ってくれての言葉だ。

　素直に頷くしかない。

　それに対してマチスさんも静かに頷くだけだった。

「俺が少し様子を見てくる。いざとなったら、馬車で逃げれるように用意だけしておくんだ！」

「分かりました！」

　言われて、ダネフさんが馬の準備に取りかかろうとしたところだった。

　ギャギャギャギャッ!!

　出た！　これが魔物!?

「なっ、こんな近くに!?　ゴブリンスカウトだ！　皆注意しろ！」

　そう言って、現れた全身を黒塗りにしているゴブリンに向かっていくドリス。

　ただでさえ暗いのに、黒塗りしているゴブリンの姿は捉えられない。

　熟練冒険者のドリスですら、そうなのだ。

　他の二人もマチスさんとマリアさんを守るので精一杯だった。

「エース！」

　ウォンッ！と一吼ほえしてゴブリンに噛かみつく。

　エースは夜に小さなウサギの狩りをするくらい、夜目が利く。

　しかも、鼻がいいので姿が見えなくてもすぐに見つけれるのだ。

　エースが一匹のゴブリンの足に噛みついた。

　だが、ゴブリンの方も黙ってやられるわけがない。

　手に持つダガーで、エース目がけて振り下ろそうとした！

　ヒュンッ！　……ズシャアッ！

　その前に一本の矢が飛び、ゴブリンの頭を貫いた。

「いやー、この弓矢は流石上等なものですね。ブレが全くないな」

　そう、俺が放った矢だ。

　夜の狩りはたまにしているので、この歳でもまだ夜目が利くのだ。

　なので、俺にもゴブリンの姿が見えていた。

　と、油断していると。

「おい！　ウード後ろ！」

　自分の死角から飛び出てきたもう一匹のゴブリン。

　それが俺の顔に飛びついてきた。

　う……すごい臭い……。

　じゃなかった、やばいこのままだと殺される！

　渾こん身しんの力を込めて引き剥がそうとするが、ゴブリンの力の方が強くて無理だ。

　やばい……死ぬ……。

　ゴブリンが手に持つ凶器が、俺の頭に刺さりそうなその時だった。

「……お父さんから、はなれろおおおおおおっ!!」

　縦一いっ閃せん。
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　クレスが放った剣閃に真っ二つにされて、ゴブリンが左右に割れた。

　そして俺も……。

　何ともない!?

　この土壇場でクレスが、俺の顔には傷一つつけずにゴブリンを真っ二つにするという、神業を成し遂げるのだった。




「すげーな嬢ちゃん！　おし、このままゴブリン達を駆逐するぞ！　追い払えれば、他の商人からも褒賞が貰えるかもしれないぞ？」

　そう言いつつ、夜の暗さに慣れてきたのか、剣に迷いがなくなったドリスが次々にゴブリンを仕留めていく。

　他の二人もそれぞれの斧と槍で近づいてくるゴブリン達を屠ほふっていた。

「しかし、やけに数が多いぜドリス！」

「しかも、ゴブリンスカウトが数匹いたってことは、結構な集団じゃないのか!?」

　普通のゴブリンというのは、昼に行動することが多い。

　夜に襲撃するのは、夜目が利くゴブリンスカウトというゴブリン亜種の斥せっ候こう役やくがいないとしないのだが、そういう上位種がいるってことは、かなりの数が近くにいることになる。

　近くに野営している商人達も、当然護衛は雇っているはずだ。

　それが襲われているとなると、ここらには少なくとも五十匹くらいは出没しているだろうということだ。

「なんだって、こんな時に森から出てきたんだ!?　こんなところを襲うなんて、よほどじゃない限りしてこないはずなのによっ！」

　そう言いながらも、次々にゴブリンが倒されていく。

　先ほどのゴブリンスカウトほどは素早くもなく、また腕力もさほどでもないようだ。

　クレスも剣の扱いに慣れてきたのか、近づくゴブリンの首をサクサクと刎はねていった。

「ク、クレスちゃん。怖くないの？」

「大丈夫。襲って来た猿だと思えば、怖くもないよ！」

　マリアさんに聞かれ気丈に答えるクレス。

　たぶん、そう自分に言い聞かせてるのだろう。

　実際に興奮して襲ってくる猿も稀にいるので、自衛のために殺すところを見せたことがある。

　なので、猿だと思えば割り切れるのかもしれない。

　俺には禍まが々まがしい魔物の一匹という認識しか湧いてこないけどね。

　アレとは絶対に仲良くはなれないだろう。

　エースも数匹の喉を喰くいちぎって、仕留めていた。

　親に似て優秀な狩猟狼だな。

　そこに近くの商隊から人が逃げ込んでくる。

「た、たすえてぇ～」

　情けない声を出しながら、小太りのおっさんが転げながらもこちらに飛び込んできた。

　その後ろには恐ろしい形相のゴブリンが三匹、手に斧を持って追いかけてきている。

「ここは、任せろ！」

　ドリスは、剣ですぐに一匹のゴブリンの頭を落とした。

　続けざまに、後ろのゴブリンの胸を一突きし、絶命させた。

　一気に仲間が二匹死んで、怒り狂うゴブリンだったが……。

「隙だらけだな」

　と、タルトスが投げた手斧でゴブリンの頭が吹き飛んだ。

　手斧なのに、すごい威力だな。

　流石熟練の冒険者は放つ威力が全く違う。

　そうだ、転がってきたおっさん大丈夫かな？と自分のことは置いといて、商人らしき人物を起こしてあげた。

「ああっ、助かったありがとう！　ありがとう！　……あんたら、強いんだな。うちの方はかなりやられちまったんだ。ゴブリンの集団なんてここらじゃ見なかったのに、いきなりやって来たんだ！　頼む！　他の奴らも助けてやってくれないか!?」

　おっさんは助かった安心感と仲間の安否が心配なのとがごちゃ混ぜの感情のまま、早口で俺達に説明をした。

　どうやらまだ生き残っている仲間が取り残されているようだ。

　ただ逃げてきたわけじゃないみたいで、助けを呼びに来たのだと言う。

　護衛が奇襲で複数人やられてしまった、今は残った一人が奥さんと娘を守っているんだという。

「ドリス、助けに行こう」

「ウードさん、こっちは落ち着いたけど、向こうはまだ危険なままだぞ？　素人のあんたが行ってもさっきみたいに死にかけるぞ？　……サント俺と来い！」

「了解だ兄貴。タルトス、ここは頼んだぞ？　嬢ちゃんも、ここで待ってな」

　二人は小走りにおっさんの言う方へ向かった。

　通常なら持ち場を離れないのだが、今回は緊急事態なのでこの場を収めた方が安全だということだ。

　いきなり色々ありすぎて頭がパンクしそうだが、とりあえずここを切り抜けることを考えないといけない。

　しばらくすると、ゴブリンの悲鳴らしき声が響いてきた。

　どうやら二人はうまく討伐しているようだ。

　流石に奇襲をかけられなければ、開けた場所で戦闘する限りゴブリンなどはものの数に入らないらしい。

　もちろん一般人や新人であれば脅威になるのだから、手を抜かずちゃんと仕留めている。

　そのあとに、こちら側にゴブリンが来ることはなかった。

　他の商人の護衛も奮闘していたらしく、ここを襲撃したゴブリンは殆ど討伐に成功したのだった。

　対して、ここで野営していた者達の被害は、護衛や従業員などが数人亡くなったらしい。それでもこの規模の襲撃ならば少ない方だという。

　危うく自分がその仲間入りになるところだったのかと思ったら、今更震えが来る。

　この歳で情けないことこの上ないが、怖いものは怖いのだ。

　だが、よく見るとクレスの手も震えているのが分かった。

　いかんいかん、父親の俺が怖がっている場合ではないな。

「クレス、もう大丈夫だよ。ドリス達が全部やっつけてくれたからな」

「う……うん、はぁ、よかったぁ～」

　そう言うと、さっきまで気丈に振る舞っていたのかその場にへたり込んでしまった。

　そして、一緒にいたマリアさんも同じく座り込んで啜すすり泣き始めた。

　二人が抱き合いながら慰め合っている姿を見ると、まるで姉妹のようだな。

　そんな二人を見ながら、このあとどうするかとマチスさんに話しかけた。

「こんな状況ですが、ひとまずは退治するのに成功しています。こんな夜中に下手に動いて違う魔物に遭遇すればもっと厄介です。ここで予定通り野営するのがいいでしょう。ただし……」

　マチスさんの提案で、無事だった商人達の荷馬車や人を集めて話し合っていた。

　中には護衛に死傷者が出ており、警護が難しい者もいるようだ。

　こういう時には、纏まとまって動くことで必要な護衛の数を減らすだけでなく襲撃を防ぐ効果を期待出来るらしい。

　そのため、無事だった中で一番格が高いらしいマチスさんが取り仕切り、町まで纏まって移動することになったようだ。

　ドリス達も報酬が増えて助かるぜ的なことを言っていたので、寧ろよかったのかもしれない。

　警護対象は増えるが、危険度はかなり減るからだ。

「ウードさんは、御者だから報酬はそのままだけどな！」

　はっはっはと笑われたけど、今回は報酬が目当てでもないので特に異論はない。

　マチスさんに日頃お世話になっているので、少しでも恩が返せればいいかなぁくらいだ。

「ああ、でもクレスさんには特別手当を戻ったら出しますよ。護衛として雇いましたが、こんな魔物と戦わせるつもりなんてなかったので。それにちゃんと仕留めてますから、その分の報酬は渡します」

「そんな、いいです！　そこまで役に立ってないですし」

「いやいや、初めてで一匹でも倒せれば十分なのですよ？　複数匹倒すだなんて、新人冒険者にしては中々の戦果です。それにお父さんの分もあるから、それはクレスさんの分に加算して報告しておきますからね」

　お父さんの代わりに受け取ってくださいね？と念を押されれば、クレスも受け取るとしか言えない。

　ひとまず、夕食前だったので皆で持ち寄って炊き出しをした。

　流石皆商人だけあって、中々いいものを持ってきている。

　鶏肉に、野菜に、卵……卵!?

　ああ、さっきの騒動でヒビが入ったのか。

　じゃないと、卵は高いから野営の時になんか食べないんだぞと言われた。

　勿体ないから食べてしまおうということだった。

　というわけで、卵と鶏肉の雑炊を作って皆で食べるのだった。

　この日の夜は死者の弔いを行ってから食事をし、それぞれ交代で見張りを立てつつ野営をするのだった。




　翌朝、出発前にそれぞれの安否確認や荷物の確認をし、簡単な打ち合わせをした。

　護衛に被害が多く出ている商人の分を誰が代理するかなどだ。

　幸い、マチスさんは俺達だけしか連れて来ていないので、被害がなく護衛も全員健在だ。

　そのため、一人だけでも貸して欲しいということになり、サントがその商人の護衛に就くことになった。

　もちろんタダというわけではないが、全額請求というわけにもいかない。

　その代わりに、次の町までは皆一緒に行くことで、負担額を減らすということにした。

「今後の商売で有利に進めるうえでも、今のうちに恩を売っておくのはいいことなのです。ウードさんも商売をするのだから、そういう駆け引きを覚えておくといいですよ」とマチスさんに教えて貰った。

　ちなみに、ドリス達や俺達に支払う金額は変わらないそうだ。

　なので、純粋に利益が増えるドリス達は喜んでいた。

　準備が出来るとすぐに出発した。

　流石にもう襲ってこないだろうが、精神的によろしくないので皆早く離れたかったようだ。

　それは俺も同じ気持ちだったので、何の異論もないのだけどね。

　そこから隣町までは順調に進むことが出来た。

　町まで半日もあれば着くということだったし、皆で纏まって行動しているので一つの商隊のようになっていた。

「クレスはすごいのね！　あんな化け物を倒しちゃうだなんて。私なんて顔見た瞬間、体が石になったかのように動くことも出来なかったわ」

「私だってとっても怖かったよ。でも、お父さんが死んじゃうかもって思ったら勝手に体が動いていたの」

「そっか、大事なお父さんだもんね」

　そんな話が聞こえてきて、また涙が流れそうになる。

　こんな出来のいい娘を運んできた神様に感謝したい気分になった。

　そこから一度野営所で休憩し、進むこと八時間くらいで隣町に着いた。

　隣町は内陸なのだが、大きな河に面しているため水産物の品も豊富であり、うちの村や近くの町であるカンドよりもこの国のあらゆるものが集まる『中央都市』に近い分栄えていた。

「数年に一回起こる河の氾濫がネックだけどね」と町の人が言っていたが、それもお金をかけて治水しているために、そこまでの被害にはならないらしい。

　この町の名前は『サーラン』。

　大きな河川に隣接し、その河川に船を浮かべることで様々な資材を運んだり、海沿いの村との交易なども盛んであるためかなり発展している。

「ここサーランでは、商会ギルドの中でもかなり影響を持つ者がリーダーをしていまして、今回はそのリーダーである『トール商会』のトール商会長のご子息とお見合いなのですよ」

　ため息をつきながらも、面会の準備をするマチスさん。

　今回俺とクレスは道中の護衛なので、お見合いをしている間は自由に行動していいと言われた。

　カンドに戻るのは明後日の朝の予定だ。ひとまずマチスさんの宿屋に荷物を預けてからサーランの町を見学して回ることにした。

　ちなみにドリス達はマチスさんの身辺警護も引き受けているので、お見合いについて行かないといけないらしい。

「クレス！　また帰りにいっぱい話をしようね！」

「うん、楽しみにしてる！」

　すっかりクレスと仲良くなったマリアさんは、クレスと離れるのを名残惜しそうにしながらも、父親のためにトール商会へ向かっていった。




　サーランの町はとてもいい町だ。

　新鮮な食料や、珍しい雑貨など交易が盛んなだけありとにかく品数が多かった。

「お父さんと初めての旅行だね！」

「そうだなあ。父さん中々遠出は出来なかったからな。欲しいものがあったら遠慮なく言うんだぞ？　多少のお金は持ってきているからな」

　こう見えて、マチスさんのおかげもありお金に不自由するほど貧乏はしていない。

　娘の欲しいものの一つや二つどうってことない……筈だ。

「見て、お父さん。この髪飾り綺麗」

「へぇ、色がちゃんと塗ってあるだなんて珍しいなあ」

　そう言いながら、露店で販売しているものをあれこれ物色していると髪飾りを売っている店を見つけた。

「お客さん、こちら初めてかい？　これは、中央都市で流行っている髪飾りでね、鉱石と染料を練り混ぜて作った塗料を塗ってあるんだ。水に濡れても落ちないよ？」

　銀で出来ているらしい簪かんざしに、羽根にも葉っぱにも見える装飾部分は彩いろどり鮮やかに塗装されていて、とても華やかに見える。

　そんな綺麗な髪飾りを、目を輝かせて見つめるクレス。

　どれどれいくらかなと見てみると、銀貨十枚もする。

　中々に高価なものだ。

「結構高いなぁ。もう少し値段下げれないのか？」

「うーん、そうは言ってもねぇ。元々それなりに値段するし、あっちからの運搬費もあるからこれ以上は値引けないよ」

「お父さん、いいよこんな高いの。普通ので十分だから」

　クレスはこういう時にすぐに遠慮してしまう。

　俺としては助かるのだけど、折角ここまで来たんだし何かをプレゼントしてあげたい。

　それに、遠慮した時に一瞬表情が曇ったのを俺は見逃さなかった。

「よし、買おう！」

「お父さん!?」

「まいどー！　今後ともご贔屓に～」

　銀貨十枚を渡し、買った髪飾りをさっそく頭につけてあげる。「わぁ、……ありがとうお父さん！」

「はは、よく似合っているよ」

　お世辞ではなく本当に似合っていた。こういうのを見るとクレスも、すっかり女の子なんだなと嬉しく思った。

　そのあと、カンドには売っていない綺麗な色の服を一着買ってあげて（それは銀貨五枚だった）、外で食べ物を買ってから二人で食べた。

　エースには、串に刺さった焼き肉を買って食べさせた。

「しっかし、すごく人が多いなぁ」

「そうだね～、お父さん。ほら、あの人の髪の色とか金色だよ？　どこの地方の人なんだろうね」

　カンドには基本俺と一緒で黒かブラウン系が殆どだ。

　綺麗な銀色の髪を持つクレスはどこに行っても目立つので、俺よりも有名人だったりする。

　この町は色んな地方から商売人や移住者が来るみたいなので、同じ髪の色の人がいないか探しているようにも見えた。

　クレスは俺が本当の父親じゃないことは早くから知っている。

　今では、そんなことは関係ないと言ってくれている。

　だがそれでも、自分のルーツは知りたいと思うのが人間だろう。

「ちゃんとした冒険者になったら、色んなところに行けるのかな？」

「それは……。行けるだろうな」

「あ、お父さん大丈夫だよ？　一人で出て行くとか言わないからね！　一緒に色んなところ行けたらいいなって思っただけ」

「そ、そうか！　お父さんも頑張るから、お金を貯めて一緒に旅出来るようにしようか！」

「本当!?　ありがとう～！」と抱きついてきたクレス。

　本当、この子を一生守っていくんだと改めて心に誓った俺だった。

　しかし、俺は気づいていなかった。

　俺達二人を見ている怪しい人物がいたことを……。




「あの……、ちょっとよろしいですか？」

　親子団らんしていたところに、いきなり水を差してきた奴が現れた。

　ただ道を聞いてくるだけかもしれないし、それを顔に出さずに振り返る。

「そちらのお嬢さんはあなたの娘さんなのですか？」

　そこには、美形かつクレスと同じ銀色の髪と浅黒の肌を持つイケメンがいた。

　一瞬殺意が芽生えそうになったが、この歳で妬みはいけない。

　何とか平然を装い、答えることに成功した。

「もちろんそうですけど、おたくは？」

　うん嘘です、失敗してました。

　なんとなく敵意を向けてしまう。

「いや、怪しい者じゃないんです。私達は遥か遠い国から旅をしてきてまして、こんなところで同郷の者に会えたのかと思ってしまって」

　よく見ると男の隣に同じく灰色に近い銀色の髪をした、浅黒い肌の綺麗な女性がいた。

　美男美女のカップルとか、どんだけなんだ！

　こちとら奥さんに早くに旅立たれて以来何もないっていうのに！

　とさらに呪じゅ詛そめいた気持ちが湧いてくるが、今は世界一可愛い娘がいるので幸せじゃないかと自分に言い聞かせる。

　ちなみにクレスの髪は元々はもっと暗い色でブルーグレーだったが、成長するにつれ透明度が増した銀色になった。

「あの……大丈夫ですか？」

「ああ、すいません。娘以外にその髪色の人を初めて見たので」

　黙ってしまった俺を美女の方が心配して声をかけてくれる。

　いかんいかん、変な空気を作ってしまったな。

「え……初めて……？　奥様は違うんですか？」

「え？」

　あっと、しまった。

　娘がこの髪色なのに、俺と髪の色が違うのに妻も違うではおかしいか。

　変な勘繰りされたくないし、ここは誤魔化しておくのがいいか。

「ああ、大分前に亡くなったのでね。娘が生まれて以来、よその人で初めて見たなと」

「ああ……それは、余計なことを聞いてしまった。つい同じ故郷の者だと思ってしまい、大変に失礼しました」

「いえいえ大丈夫ですよ。ちなみになんですが……」

　クレスは、空気を読んでかずっと黙ってくれている。

　賢いこの子は余計なことを言わない方がいいのだろうと思っているようだ。

　俺は折角クレスと同じ国の出身であろう人物に会えたのだし、どこの国なのか聞いておくことにした。

「お二人の国はどこにあるんですか？」

「そうですか、あまり知らないんですね……。いえ、こちらの話です。私達はここから遥か北にある『フォーレン』という国から来ました。娘さんに流れる血のルーツになる国です。いつかは訪れるといいでしょう」

「随分と断言するんですね？」

「この銀の髪を持つのは、わが国の民しかいませんからね」

「なるほど、そうなのですね。どうりで他で見かけないわけだ。教えてくれてありがとう、いつか娘と一緒に行ってみようと思います」

「お父さん！　そんな遠くまで行けるの？」

「もちろん……と言いたいけど、遠くの国になるとお金貯めないとだなぁ……。頑張ってお金貯まったらな」

「うんうん、それは分かってる～。じゃあ、頑張って仕事しようね！」

「もちろんだ！　マチスさんにいっぱい仕事貰わないとだ……」

　親子二人で話が盛り上がると、お邪魔だと思ったのか挨拶して去っていった。

　去り際に男の方が、「もしフォーレンに来ることがあればこれをお持ちください。きっと役に立つでしょう」と俺にエムブレムが刻まれた銀板を渡してきた。

　何でもその男の家の家紋らしい。

　見た目通り、いい家の出身のようだ。

　羨ましくなんかないぞ！　たぶん、きっと。

　クレス、もっと父さん頑張るからな！

　そんな不思議な二人との遭遇もあったが、特にトラブルもなく一日が終わるのだった。




　翌日も二人でサーランの町を散策して、色々買い物したり食事をしたりして一日を過ごすことにした。

　来る時の襲撃の件もあったので、冒険者ギルドに寄ってゴブリンの襲撃について報告し、ついでにお勧めの武器防具の店を紹介して貰う。

　流石マチスさんだけあり、クレスの持っている武器の方が上等なものだったので（お金を出せる範囲という意味では）そこで買うことはなかったが。

　時間もあるので、お金を払ってクレスの剣をそこで少し研いで貰い、そのあと洋服屋に行ってクレスに似合うワンピースを買った。

　カンドにはない色がいいねと言って、黄緑色のワンピースを選ぶのだった。




　お昼になり、レストランに入ることにした。

　レストランなんてたまにしか来ないのだ、ここは奮発していいものを食べようと、少し小洒落た店を選ぶ。

　ただし、ドレスコードがあるような場所は入れないから、ラフな格好でも入れるところにしたのだが割といい店だった。

　サーランの特産品でもある川魚やエビ、また海の町から仕入れてきた海産物などをメインにしているところで、今まで食べたことがないものが沢山あった。

　とりあえず『おススメコース』というのがあったので、それを二人分選んでおく。

　少量ずつ色んなものが食べれるようになっているので、観光客などに人気の商品なのだそうだ。

　味は結構濃いめだったが、どれも美味しかった。

　川魚なら食べることもあったが、海の魚は初めて食べるので肉厚でジューシーな魚を食べた時は少し感動した。

　最後のデザートには、ゼリーという半透明な甘いものが出てきて、中に果実が入っていた。

　宝石みたいに綺麗だねってはしゃいでいたクレスがとても可愛いかった。

　うん、可愛いかった。

　大事なことなので二回言いました。
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　そのゼリーというのは、何でも原料となるものが海で採れるらしい。

　とある海藻が原料だとか言ってたが俺にはさっぱり分からなかった。

　クレスが興味津々だったから、あとで市場に買いに行ってもいいかもしれないな。

　そんな至福なひと時を味わっていると、俺の視界に例の美青年達が入って来た。

　いや、嫌いっていうわけじゃないんだけども、どうもいけ好かないんだよね。

「おや、昨日の方ですね。こんなところで奇遇ですね。あー、ここ有名なお店らしいですからね」

「そうみたいですね。お二人も食べに来たので？」

「はい、丁度食べ終わったので出て行くところでしたけど。あ、申し遅れました、私はヴァレスと申します。こちらがマーレです」

「マーレと言います。お見知りおきを」

「どうもご丁寧に。俺はウードです。この子は娘のクレスです」

「！　クレス……。まさか？　……あ、失礼しました。娘さんの名前、綺麗でいい名前ですね、お父さんがつけたんですか？」

「ええ、そうでしょう？　この子にぴったりだと思って付けたんです」

　まぁ、本当は一緒に入ってた手紙の宛名がそうだったのを拝借したんだがね。

　でも、今ではこの名がしっくりくる。

　なのでこの名前でよかったと思っている。

「そうですか……。あ、すいませんまだお食事中だったのに。では、またどこかでお会いしましょう」

　ヴァレスは爽やかに挨拶すると去っていった。

　マーレという女性も軽く会釈するとそのあとをついて行くのだった。

「お父さん、何だか不思議な人達だったね」

「ああ、そうだな……」

　心の中に、なぜか一抹の不安が広がる。

　きっとそんなことはないはずだ。

　今更、この子を探している人がいるなんてないはず。

　もしそうだとしても、今頃になって返せと言われても絶対渡すもんかと、心に強く決めるのだった。

　なぜなら、クレスにとっての父親は俺なのだから。




　昨日はあれから不思議な二人組に会うこともなく、残りの観光を親子二人で楽しんだ。

　今日はいよいよカンドへ戻る日だ。

　マチスさんも、マリアさんもお見合いが大変だったらしく、心なしかゲッソリしているように見える。

　お金持ち同士のお付き合いというのも大変なんだなと思ったが、口には出さずに心にしまっておく。

　依頼主の心証を損なう言動は慎まないといけない。

　護衛の三人とも合流し、マチスさんが贈答品だという荷物も積み込んでいざ出発となった。

　帰りは他の商人とは別行動となるので、例の場所には野営しなくても済むようになるべく早く移動しようということになった。

　ゴブリンが出た例の野営所を通りかかった時に、冒険者ギルドから派遣された調査員や冒険者が複数名いたので話を聞いたところ、野営所の近くにゴブリンの集落が出来上がっていたようで、これから討伐依頼を出して駆除にあたるらしい。

　それまでは野営が禁止になるということだったので、「早めに出て正解だったよ」とマチスさんも言っていた。




　それからマリアさんのお見合い相手の愚痴大会が始まり、苦笑いしながらもクレスがそれに付き合い、道中は和やかな雰囲気のまま、目的の野営所に到着。

　近場の野営所でゴブリンの襲撃なんてあったので、同じく野営している他の商人達と話をして警戒を強めてからキャンプを張ったおかげもあり、野性動物が食べ物を狙ってやってきたくらいで特に何事もなかった。

　翌朝も早くから出発。

　朝食をクレスが全員分用意したが、思いのほか好評で最初から頼めばよかったとマチスさんも言っていたくらいだ。

　俺が作った時よりもウケがよかったので、嬉しいような複雑な気分ではあったけど。

　いや、拗すねてないよ？

　そこから次の休憩ポイントに設定してあった野営所に向かう道中、オークが一匹出てきた。

　どうやらこの辺をうろついている、はぐれ個体のようだ。

「被害が出る前にやってしまおう。オークはいい肉にもなるし」

　そう言って、ドリスは降りるとなぜかクレスを呼び寄せる。

「嬢ちゃん、今のうちに実戦積んどけ。この程度の相手なら俺がカバーすれば問題ない」

「はい、分かりました！」

「いや、ドリス！　クレスは……」

「おいおい、過保護は子供を殺すぞウード？　安全に戦えるうちに実戦を積ませておけ。それに……」

　クレスはすぐにオークと対たい峙じする。

　その表情は普段の温和なものと違って、凛り々りしいものになっていた。

「見ろ、あの子は才能がある。よし、クレスそのまま相手の動きに合わせてけん制しろ、無理に突っ込むなよ？　冷静に距離を取るんだ！」

　ドリスの正確な指示の元、クレスは危なげなくオークを相手取る。

　オークが手に持つこん棒が振り下ろされれば余裕を持って回避をし、がら空きになった上半身に数回剣で切り刻む。

「そうだ！　無理をせず、相手にダメージを蓄積させろ！　見ろ、オークの動きが鈍ってきたぞ？　次のチャンスで仕留めろ！」

　ドリスにそう言われると、イラついて大振りでこん棒を振り下ろしたオークの攻撃を躱かわしたあとに、その頸くびに向かって水平に剣を薙ないだ。

　数すう舜しゅんしてから、オークの胴から首がズレ落ちてそのままズズーーンと倒れ絶命した。

「よし、文句なしの合格だな」

「ありがとうございます！」

　額から玉粒の汗を流しながらクレスは笑顔でそう答えるのだった。

　その笑顔はまさに女神の微笑みに近いなと、思っていたら。

「ウードさん、顔がふやけてますよ」

　とマチスさんからツッコミを受ける結果となった。

　そのあとは、俺も手伝いオークの解体をする。

　オークは内臓以外殆どが可食部位なので、余すところがないことで有名だ。

　高級レストランでは、高級食材として普通の豚よりもよく使われるほどだ。

「クレスはすごいね！　あんなおっきな魔物を一人で倒しちゃうんだから。あ、すごい汗だね。『洗浄』してあげるよ」

　マリアさんはそう言うと、クレスに『洗浄』の魔法をかけて綺麗にしてくれる。

「マリア、ありがとう！」

　二人は呼び捨てで名前を呼び合うほど仲良くなっていた。

　今回を機にずっと仲のいい友人となれればいいのにな。

　それよりも……。

「すごいな、その歳で『洗浄』の魔法を使えるのか」

「ええ、マリアは九歳で魔法の才能を発揮しまして、簡単な生活魔法なら使えるんです」

「そりゃまたすごい才能ですね」

「ええ、自慢の娘ですよ。ですが、そのおかげで今回の縁談が持ち込まれてしまって、娘自慢をしすぎたのを少し後悔していますよ。ウードさんも気をつけた方がいいですよ？」

　どうやら、商業ギルドの会合で娘自慢をしたせいで今回の縁談が持ち上がったようだ。

　魔法が使える者は少なくないが、才能がある者はかなり優遇される。

　そのため優秀な魔法使いを見つけると囲い込む傾向にある。

　今回は縁談という形を取っているが、そういう意味合いもあるんだとマチスさんは教えてくれた。

「ま、変なことを言い出したらどんなことをしても破棄しますけどね」

　どうやら、今回の顔合わせで婚約したことになったらしく、適齢期となる十八歳になったら正式に結婚ということだそうだ。

　そんな話をしつつ、オーク肉を荷台に積み込み終わり再び帰路に就くのだった。




　そのあと野営所で一回休憩をとり、特にトラブルもなくカンドの町に戻って来た。

「ウードさん、今日はありがとうございました。おかげでマリアも退屈することなく無事に帰ってこれました。クレスちゃんもありがとう。今後はマリアの友達としてうちに遊びに来るといい」

　報酬は全てギルドから支払われるということだった。今回のゴブリンの討伐分とオーク肉の分け前もそちらから支払われる。

　なお、今回支給された武器防具は、最初の約束通りそのまま差し上げると言われた。

　最初は遠慮したが、また何かで依頼するかもしれないと言われ遠慮なく貰う。

　ドリス達はこのあともマチスさんから別の仕事を受けているそうだ。

「嬢ちゃん、何かあれば俺を頼ってくれていい。筋がいいからな、正式依頼を受けれるようになったらまた一緒に仕事しよう」

　ドリスからその才能を認められ、クレスは照れながらも「ありがとうございます」と握手をしてから別れるのだった。

　そのあと、俺達はギルドに向かう。

　既にマチスさんの使いの人が報告をあげていたらしく、言っていた通り護衛と討伐の報酬が支払われた。

　その金額、金貨三枚とかなりの破格であったが、それほど娘さんのことを感謝しているのだろう。

　そこで一人のギルド職員から声をかけられる。

「ウードさん、娘さんのことでお話があるのですが……」

　それは、登録の際に指導をしてくれたギルド職員だった。










クレス学校へ行く




「ウードさん、娘さんを養成学校に入れませんか？」

　ギルド職員はいきなりそう切り出してきた。

　何でも、ギルドは死亡率が一番高い未成年の時に有望な冒険者志望を育てることで人材不足を解消しようとしているらしい。

　もちろん有料なので才能がありそうでも入学金が払えないと入れないらしいが、幸いうちなら払えるでしょうとのこと。

　馬を卸しているのは町の人には知られているので経済的にも可能な俺に声をかけたみたいだ。

　しかも、クレスはここ最近冒険者登録した中でもダントツでセンスがいいらしい。

　今日もドリスに褒められたし、お世辞というわけではなさそうだ。

　なんなら、纏まったお金がないならギルドが立て替えてもいいと言う。

　えええっ！　そんなに期待されているの!?

「ちなみに、いつまで通うことになるんですか？」

「成人の儀を受けるまでですので、三年ですね。ちなみに、村からは通えないと思うので寮生活になりますけど」

「俺も一緒に入ることは!?」

「それは無理です。未成人のみ対象ですので」

　ということは、クレスと離れ離れに暮らすということか。

　うーん、どうしたもんだろうか。

　授業は週に五日で残り二日は休講らしいので、外出したり実家に帰ることは出来ますよということだった。

「クレスはどうしたい？」

「お父さんと離れるのは嫌だけど……。ちゃんとした技術を身につけておけば、成人後にお父さんと旅に出る時に役に立てると思うの！」

　この顔は……、滅多にない俺にどうしてものお願いをする時の顔だ。

　両手にグーをつくり、真剣な顔でお願いする姿は可愛いのだが、内容が内容だけに素直に喜べない。

　だが、俺のためでもあると言っているクレスの意見を無下には出来ないな。

「分かった、通わせよう」

「いいの!?　お父さんありがとう！」

　そう言ってクレスが感動のあまり抱きついてきた。

　大きくなってからそんなことしなくなったから、ちょっと嬉しかったのは内緒だ。

「ちなみに入学金と授業料はいくらですか？」

「そう言ってくれると信じていました。入学金が小金貨四枚、授業料が寮費と合わせて年額小金貨六枚です」

「うわ、随分高いんだなぁ。……分かりました、支払いはどこですれば？」

「では、養成学校を案内します。授業料もそこで払ってください」

　今回の依頼でかなりのお金が入った。

　それに馬を売ったお金もあるので、今ならそれなりに余裕がある。

　俺はたまたま稼いでいたからいいが、村人はおろか、普通の町民でも簡単に小金貨六枚を払える人は少ない。

　そんな中、それだけの金額を要求してくる時点で貧乏人お断りになっているこの冒険者養成学校は、かなり人を選んでいることになる。

　ギルド職員に連れられて、冒険者ギルドの外に出た。

　冒険者ギルドは街の住宅街とは反対側である西側の外れにあり、建物の後ろには山や森が見える。その森には強くはないが魔獣も住んでおり、それらから町を守るように建てられているのだとか。

　その冒険者ギルドの建物の横を抜けると長い道が見える。案内されるままその道を歩いて行く。

　しばらくすると、大きな格子状の門が現れた。門番にそこを通して貰い中に入ると、目の前には立派な建物が見える。

　その建物は三階建てでこの町の役場よりも遥かに大きく、頑丈なレンガや石で造られている。入口と思われる扉も派手ではないが装飾を凝らし、かなりお金をかけているのが分かった。

「街の外れにこんなところがあったのか……。しっかし、立派な建物だなぁ」

「本当だね、お父さん。こんなところに私住むの？　……お金大丈夫？」

「大丈夫さ。マチスさんからたんまり報酬貰ったからまだ余裕はあるよ」

　先の貴族様の馬二頭と今回の護衛報酬、そして討伐分の報酬。

　これだけでクレスの三年分の授業料を払ってもお釣りがくる計算だ。

　それに俺もまだまだ働けるから、今まで通り馬を育てれば生活には困らないからな。

　流石に馬一頭で金貨一枚は中々ないけども。

　クレスと雑談をしながら歩いていると、事務室に案内された。

　ギルド職員と一緒に中に入り、ギルド職員が中にいた事務所内のお偉いさんに話をしていた。

「ほう、この子が噂うわさの少女とその父親ですか。分かりました、あとはこちらで手続きをしますので、あなたは仕事に戻ってください」

　そう言われるとギルド職員は会釈をして去っていった。

「さて、初めましてウードさん。そしてクレスさん。私はこの学校の事務局長をしているマスカーというものです。覚えておいてください」

　マスカーさんに合わせて俺達も自己紹介をしながらお辞儀する。

　彼の説明によると、彼はこの学校の事務手続きを統括する責任者で、入学させるさせないの判断も彼に一任されているらしい。

　なので、お金さえ払えば入れるというわけでもないということだった。

「まぁ、ウードさんはその道では有名ですから身元は問題ないとして、入学するクレスさんですが……。ギルドから報告を受けています。指導の時も優秀だったそうですし、今回あのマチスさんの依頼で冒険者登録したとか」

「はい、そうです。受けたのは護衛ですが、殆ど一緒について行っただけでしたけど」

「それだけではないですよね？　往路でゴブリンを数匹、復路でオーク一匹を討伐していると報告があがっています。その歳でこれだけ臆せずに倒せる者は中々いないですよ？」

「ドリスさんの指導があってのことです。それにお父さんもいましたし」

「ウードさんは、冒険者としての才能に恵まれなかった人というのは周知の事実なのです。馬の卸売りで有名な分、そういう情報も皆知っているのですよ。なので無理にあなたの実力を隠さないで大丈夫なんですよ？」

　かなり失礼な言われ方をしているけど、反論出来ないのが悲しいところだ。

　実際、ゴブリンに殺されかけているからな……。

「それに……。私は魔法も使えるので分かるのですが、貴女は魔法を使えますよね？」

　へ？

　いやいや、クレスが魔法を使っているところなんて見たことないぞ？

　しかも、うちには魔法を覚える道具とかないし……。

　まさか、アレか？　アレを見たのか？

「……。はい、一つだけですが使える魔法があります」

「やはりそうでしたか。貴女から魔法使い特有の波長を感じるのです。この感覚は、魔法使い同士にしか分かりませんが、貴女も覚えていくといいでしょう」

「分かりました、マスカーさん」

「ちなみに何の魔法を？」

「家にあった古書のいくつかが魔導書だったらしく……。そこに記載されていたのは、風魔法の『加速』『飛翔』『電撃』で、そのうち『加速』だけは習得出来たんですが全然熟練度が上がらなくて……」

　やっぱり、あの魔導書を読んでいたんだな！

　そういえば、昔から絵本が好きで色んなのを読ませていたなぁ。うん、懐かしい。

　魔導書も絵本だと思って読んでいた可能性があるな。

　それはそうと、魔法は覚えるだけでは使いものにならないらしく、熟練度が上がることにより効果と効率が上がるのだそうだ。

　俺は覚える機会がなかったのと魔力が少ないと言われていたので魔法なんて使えないが、使える者も修練してその実力を上げていくのだという。

　覚えてからどこまでのレベルに達するかは、これまたその人物の才能次第というシビアなものだ。

　だから魔法使いというのは、かなり貴重な存在となっている。

「ウードさん、この子を特待生として迎え入れます。私どもが責任をもって育てますので、いいですよね？」

　マスカーさんに文官系とは思えない凄みを利かせた目線を送られて、断れない状況の俺は頷くことしか出来なかった。

　元々入学させるつもりで来たんだ。

　優遇してくれるというのなら、願ったり叶かなったりだ。

「ちなみに特待生の入学金は国の規定で免除です。授業料は年額小金貨六枚ですが、今払っていきますか？」

「もちろん、用意しています。うちの娘をよろしく頼みます」




　こうして、クレスの養成学校への入学が決まった。

　入寮は次の一の日（週の一日目）に決まった。

　それまでに支度をして、必要なものは持ってくるようにと言われて準備をした。




「お父さん、ありがとうね。これから頑張ってくるね！」

　次の一の日に荷物を馬車に積んで寮までクレスを送った。

　ここからクレスの新しい日々が始まる――。

　筈だったのだが……。

「次の五の日に迎えに来るからな！」

「もう、お父さんは過保護なんだから……。でも、ありがとうお父さん。午前中には終わるから、お昼くらいによろしくね！」

　講義がない週末は実家で過ごす約束をしたので、離れて生活するというほどでもなかったのだった……。




　クレスが冒険者養成学校に入校し、しばらく暇になった（もちろん、普段通り仕事はしている）ので頻繁に町に出るようになった。

　まぁ、殆どは村の住民のお使いなのだけど、馬があるので日帰り出来るしクレスに何かあってもすぐに駆けつけられるようにと思っている。

　ただクレスはとても賢い子なので、よほどのことがない限り自分で解決してしまいそうだがな……。

　だとしても親として、いつでも力になれるようにだけはしていこうと思うのだった。




――

　お父さんにお金を出して貰って、冒険者養成学校に通うことになったよ。

　最初は反対されるかと思ったけど、一緒に旅をするのに役立つと言ったら許してくれた。

　お父さんは私に結構甘いのだけど、本当にダメな時はダメと言う人で、見た目と違って優柔不断というほどじゃない。

　私は二歳くらいの時に森で彷徨さまよっているところをお父さんに拾って貰ったらしく、今まで大事に育ててくれた。

　血は繋がってないけど、私にとっては本当のお父さんはお父さんしかいないと思っている。

　とても優しくて、働き者で、見た目はぼんやりしているように見えるらしいけど、実はしっかりしている人。

　この人に育てて貰えて本当に幸せだと思った。

　きっと、これからもこの思いは変わらないと思うんだ。

　養成学校に通ったのは、自分で生活するのに冒険者としての才能を鍛えたいというのと、他の地域の町や国に行った時に困らないようにしっかりとした知識をつけたいと思ったから。

　何でも図書室という色んな本がある部屋があったり、指導官から各種武器の使い方を教えて貰ったり、地図の見方を教えて貰ったり、魔法についての知識、野営の仕方、はたまた野草を使った料理まで。実に様々なことを教えてくれるみたい。

　独学だけでは分からないことも多いから、こういう専門知識が学べるのはとっても楽しみ。

　授業開始初日に他の生徒を紹介してくれたのだけど、びっくりしたことがあったの！

　マチスさんの娘さんである、マリアもここに通っていたんだ。

「わぁ、本当にクレスだ～！」

「マリア！　またすぐに会えて嬉しいよ。ここに通っていたのね」

「うん、成人扱いになるまではここで勉強することになっているの。これからは学友としてもよろしくね」

「うん、こちらこそ。マリアがいてとっても心強いわ」

　マリアとは護衛のお仕事で一緒に旅をしたこともあり、すぐに仲良くなった。

　お仕事の時は一応はお客さんだったのだけど、今は単なる同じ学校の同い年の生徒同士。

　より仲良くなれてとっても嬉しかった。




　通い始めて数日もするとマリアを通じて、マリア以外にも数人のお友達が出来た。

　中には将来一緒に冒険者パーティーを組む約束をしている子達もいるみたい。

「クレスはどうする予定なの？」

「私？　ん～、たぶんしばらくはお父さんと一緒に旅をするかな？」

「へ～。って、お父さんって最近冒険者になったあのウードさんだよね？」

「うん、そうだけど？」

「それって、大丈夫？」

　この子はマリアとも仲がいいレイラ。

　マリアと同じ商人の娘さんらしく、歯に衣着せない言い方をする子だ。

　彼女は竹を割ったような性格で、苦手な子もいるみたいだけど私は付き合いやすいと思う。

「大丈夫よ。皆が思ってるほどお父さんは頼りない人ではないよ」

「でも、冒険者としては才能がないって」

「皆よく知っているのね。確かに、剣も魔法も使えないけど弓はそこらの人よりは上手だし、結構力だってあるし、体力もあるんだから！」

「はいはいはい。お父さん大好きなのは分かるんだけど、実際の戦闘になったら今言ったのは関係なくなるでしょーが。だからさ、他にもメンバーは探した方がいいよ」

「むー、否定出来ないのは悔しいなぁ……。私が卒業するまでにもっとテイマースキルを磨いてくれるといいのだけど……」

　マリアはそんな二人の話をいつもニコニコしながら見ているのが日課になっていた。

　本当は、卒業したら冒険者になれたらいいのにと思っていた。

『今は生活魔法くらいしか使えないけど、もっと攻撃的な魔法とか覚えて冒険者に……。でも婚約があるし、そもそもお父様は許さないでしょうね』と心の中で独り言を言うくらいしか出来なかった。

『もし冒険者になったなら、クレスとレイラと私、きっとそれにウードさんが心配でついて来るんだわ。あのふわふわの毛の狼さんもきっと一緒ね』とそんなことを夢想するだけで……。

「ねぇ、マリアもそう思うでしょう？」

「え？　ああ、うん、そうね」

　マリアは二人の話をちゃんと聞いていなかったが、思わず頷いてしまう。

　しかし、それが自分にとって願ってもいない方向に向かっていくのだった。

「ほら、マリアもそう言っているし、今だけだから、ね？」

「もう、しょうがないなぁ。分かったよ、今度の討伐訓練は三人でやろうか」

　マリアはうんうんと頷いていたが、心の中では急にやってきたイベントにやったーと大はしゃぎだった。

「ふふふ、楽しみですわ～」

「なーに、にやけてんの？」

　つい顔に出てしまいレイラに突っ込まれるが、レイラ自身も楽しみにしているようで満面の笑みであった。




　――数日後、三人は養成学校の広大な敷地内にある森に来ていた。

　座学も実技も優秀なクレスは多くの生徒に声をかけられたが、マリアとレイラと約束していると言うと皆残念そうにしていた。

　かくいう、マリアとレイラも成績優秀で、マリアは座学成績がトップでレイラは実技がトップなのである。

　そこにどちらも上位に入っているクレスというメンバーであれば誰も口出し出来なかった。

　これから始まる討伐訓練にウキウキしていると、教官が説明を始めた。

「本日は実際に武器を持って、魔物の討伐をして貰う。敷地内にいるのは野生動物が魔物化しただけのヤツだ。魔物の脅威度では一番下になる。だからと言って舐なめてかかると大怪我するからな？　全員気を引き締めて取り組むように！」

　敷地内には、上級冒険者達がわざと追い込んで野放しにしている魔物が生息している。

　知性があるゴブリンやオークなどの亜人型のモンスターは増えると危険なので放っていない。

　主に巨大化して凶暴さが増した動物がメインだ。

　それでも、油断すれば大怪我どころか命も落としかねない。

　なので必ず近くには教官達が配備されている。

　時間制限を設けて、制限内で何匹討伐出来るかで成績を競うのが今回の訓練らしい。

　ちなみに実際に捕ったものは冒険者ギルドで換金されるので、お小遣いが欲しい生徒達もやる気十分だ。

「前の組は大猪いのししの魔物を討伐成功したみたい。やるなぁ」

「私達は安全にかつ確実に行きますよ？　無理して怪我とかしたくないし」

「そうだね、二人がいれば大丈夫だと思うけど、焦りと油断は厳禁だからね」

　レイラは前の組に対抗心を燃やしているが、お金に困っていないマリアはそこまで対抗心を燃やす必要はない。

　どちらかというと、二人と実戦を兼ねた訓練自体が楽しいだけのようだ。

　クレスはそんな二人を見て、無理はしないけど二人となら問題ないよと暗に言っているのだった。

　余裕を持って行動すれば、きっと楽勝だろうと。

　こうして、三人の初の討伐が始まるのだった。

「次、クレス組。出発しなさい」

「はい！」




　教官に言われて、私達は出発をした。

　レイラが先頭で、私は真ん中。

　その後ろにマリア、という陣形を取り、いつ魔物が出ても大丈夫なようにする。

　この森には普通の野生動物も出てくる。

　その中でも、熊や猪といった襲われると結構危ない種類もいるので、野生動物だからといって油断すると思わぬ怪我をする。

　そのため、そういうのも狩りをしていいことになっている。

　もちろん討伐したらしっかりギルドが買い取ってくれる。

　だから基本は出てきた動物を全て狩れば、この訓練の評価にはつながると思っていいんじゃないかな。

　レイラとマリアもその話には同意見だった。

　ただレイラの場合は、持ち運ぶのが大変だろうけど、ゼロよりはマシだろうというくらいだった。

　制限時間はおよそ四時間。

　リーダーにだけ、カウント式の時計を渡されている。

　この時計がゼロになる前には帰ってこないといけない。

　それを過ぎると減点対象になるのだから。
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　今回は、リーダーである私がその時計を持っている。

　時間配分や、狩りをするかしないか、どちら側に捜索しに行くかなどは、基本私が指示することになっていた。

「ここはもう人が入った痕跡があるね。しかも、まだ新しいみたい。次はあっち側に進んでみよう」

「クレスはよくそんなことが分かるね。私には分からないよ」

　剣が得意なレイラでも、経験が皆無なこういう森の捜索や探索は苦手みたい。

　対魔物との一対一に重きを置いているという話だった。

「私はお父さんと一緒に狩りに行くからね。森はすぐに見た目が変わるから、違う風に見えても同じ場所に入ってしまうことがあるの。そういう場合は、こうやって痕跡があるかないか、古いか新しいかで判断して獲物が近くにいそうかを判断するのよ。もちろん、これはお父さんの受け売りだけどね」

「ウードさんって、本当に見た目と違ってしっかりした人なんですねぇ」

「マリア、それはもう言ってやるなよ」

　今度はマリアが失礼なことを言っているけど、フォローしているようで同意しているレイラも大概にひどい。

　お父さんは、どうしても人前だと威厳を出せない人なのでしょうがないんだけど。

　そんなことを考えながらも、暫くすると動物がいた痕跡が見つかった。

　見たところ、大型動物のフンのようだ。

　まだ固まってないところを見ると、近くにいる可能性が高い。

「レイラ、マリア。近くにいると思う。油断しないでね」

「分かった」

　二人はすぐに戦闘出来るように構えながら、ゆっくりと進む。

　私は辺りの気配に気を配らせる。

　するとすぐに魔力を感知する。

「この感覚は……、そこにいるの？」

「どうしたのクレス。見つかった？」

「うん、マリア、レイラ、アタリだよ。あっちにいるはず。戦闘準備！　いくよ！」

　私の号令に従って、三人とも藪の向こうにいるであろう魔物に近づいていく。

　流石に相手の姿を見ないで飛びかかる真似はしない。

　先制を取るために、なるべく気取られないように近づくことにした。

　そこにいたのは、大きな牡鹿だった。

　しかも、通常の倍の大きさである。

　草食の筈のその鹿の口には凶悪な牙が生えていて、目が真っ赤になってギラギラしている。

「グレーターハートだわ。魔物の中では最下層だけど、それでも魔物よ。二人とも油断せずにいくよ！」

「分かった！　わたしから突っ込むからクレス、援護してくれ！」

「うん、分かった。マリアはそのまま待機していて」

「分かりましたわ」

　私とレイラは左右に分かれて攻撃を仕掛けた。

　遭遇戦ではなく、先制を取れるのであればこうやって一気に押し込むのが一番いい。

　グレーターハートも、いきなり襲って来た私達に対応出来ず、逃げるも反撃するも出来ない。

　私の細剣とレイラの剣が煌きらめき、一瞬でその首を落とすことに成功した。

　バターンと倒れた鹿の魔物が間違いなく絶命したことを確認し、最初の討伐を問題なく終えた。

「わぁ。すごいわね二人とも。一瞬で倒すだなんて！」

「浮かれるのにはまだ早いぞマリア。今回は狩猟でもあるんだ。ということは……」

「これを持っていかないといけないのよね」

「そっ。これをちゃんと教官のところに持って行って完了ってところだ」

「じゃあ、血抜きしちゃうね？」

「えっ？」

　二人が驚いている間に、鮮度を保つために血抜きをしておく。

　躊躇なく魔物の死体に解体用のナイフでブスブス刺しているのを見て、若干二人が引いていた。

「クレスは、そんなことも出来るの？」

「え？　だって、お父さんと一緒にやっていたし。最近は私も一人で出来るようになったの」

　鮮度のいい肉を確保するには、いかに早く血抜きをするかにかかっている。

　それに、一応全部を冒険者ギルドに売らないといけないとは言われていないので、少しは自分達用に肉をとっておきたかったのもある。

　オーク肉は高級品だと聞いたし、この魔物鹿肉も美味しいのかもしれないからね。

「じゃ、下処理はしたから殆ど血は抜けたはず。抜いた血と内臓は地中に埋めたから、他の魔物も寄ってくることは暫しばらくないだろうし、今のうちに移動しよう？」

「ああ、そうだな。そうしようか」

　中から血が滴らないように、動物油を染み込ませた布が中側に張ってある麻袋に獲物をしまい込み二人で抱えながら移動する。

　マリアは非力なので、帰りは主に道案内をして貰う。

　来た道を戻るだけなのだけど、森は迷いやすい。

　方向感覚が優れているマリアに、最短でかつ安全であろうルートを指示して貰い教官のところに戻った。

「お、クレス達か。流石だな、もう討伐してきたか！」

　開始から一時間と少し。

　今回の訓練の中で最速らしい。

　獲物に当たるかどうかも運次第なのだけど、この冒険者というのは運も実力の内というのが実際にあり、それを非難することは出来ない。

　そう、努力家が必ず成功する世界ではないのだから。

「よし、間違いなくグレーターハートだな。ちゃんと魔石もあるし……ん、血抜きしたのか？」

「はい、鮮度を落としたくなかったので」

「訓練だし、そこまでしなくても評価には響かなかったのだが、流石ウードさんの娘だな。手際がいいよ」

「お父さんを知っているんですか？」

「ああ、知っているさ。まぁ、君のお父さんを知らない人の方が少ないんだがね。あの人は、ハンターとしてなら一流なんだよ。でも、冒険者としての才能がなかった。それだけなんだけどね。その後、馬や家畜を捕獲したり、肉を持ってきたりして生計を立てて結構儲けているんだろう？　だから、いい例として、冒険者や商売する奴らには知れ渡っているのさ」

　冒険者は成功すればかなりのお金を稼ぐことが出来る職業であるが、失敗すれば、それイコール死という職業だ。

　まして、成功者なんてほんの一部で、実際には食べるのがギリギリな人達が大勢いる。

　それなのに冒険者になれば、大金持ちになるという風潮が未だに払拭されないのだそうだ。

　そんな時に、ある冒険者志望だった若者の話をするのだという。

『ある若者は冒険者を夢見て様々な努力をしました。しかし、冒険者に必要な武器を扱う技術が一向に上がらずに、ついに冒険者になることが出来ませんでした。しかし彼はそれまでに努力して培ってきた技術を他の仕事に活かして、今では生活に困ることのない裕福な生活が出来るようになりました』

　という話だ。

「そして、最後に必ず言うのさ。それがサイハテ村に住んでいるウードさんのことなんだよと。冒険者志望者で適正がない者には、冒険者にならなくてもああやって努力して真面目に生きれば、特に不自由なく生活は出来るんだから、諦めて違う努力をした方がいい、とね」

「そうだったんですか……」

「まぁ、知らないのは本人だけじゃないかな。最近だと、隣にクレスがいるから。より幸せそうに見えるウードさんの話は、皆の心に響くのでこちらとしてもありがたいんだ」

『でも、これからウードさんが冒険者になっちまったら、ウードさんだということは伏せないとだなぁ……』と教官が勝手にぼやいていたけど、娘の前で言うのは遠慮して欲しいなと思った。

　でも……、お父さんは有名なんだよって皆言ってたけど、理由が嫌な内容じゃなくてよかった。

　努力は無駄にはならないって、お父さんが皆の手本になっていたんだと知ると自然と笑みが零こぼれるのだった。

「もう、本当にクレスはお父さん大好きなんだから……」

「まぁ、わたしから見てもいい父親だもんなぁ。正直羨ましいよ」

　二人に苦笑いされながらも、私はその気持ちを隠すことはしなかった。

「うん！　私のお父さんは、世界一のお父さんだからね！」




　その後、グレーターハートの肉を一部持ち帰り用に確保して貰い、もう一度討伐に出発した。

　そこでもう一匹討伐に成功した私達は、その日の討伐訓練の成績一位となるのだった。










新しい家族




　眼前には鉈なたを研いで作られたような片刃の剣を右手に持ち、こちらに向けている男がいる。

　その目がぎらつき、今にも襲いかかろうとしている獣の目だ。

「さあ、命が惜しかったらお前が持っている金目のもの全て俺に寄こしな！」




　――

　それは昼下がりのことだった。

　いつものように、訓練も兼ねて森に狩りに出かけた。

　相棒のエースと一緒に森に入り、数羽の鳥と若い猪を仕留めることが出来たので今日の収穫としてはかなりいいだろう。

　相棒達の肉も確保したし、今日は猪鍋かなと考えながら帰ろうとすると、茂みから数人の男が現れた。

　獣の毛皮を上着にし、薄汚れた姿で現れたその男達を最初は同業者だと思った。

　何だ、ハンターか？

　見ない顔だなぁ……、若くもないし町から流れてきたのか？

　カンドの町はそれなりに広いので、知らない顔の一つや二つあっても変じゃない。

　ただ、こう見えてもものを覚えるのは得意な方なので、会ったことがあるのに覚えていないということはないだろう。

　しかも、こんな野性味溢れる顔は忘れるわけがない。

「よお、こんなところで会うとは運がない奴め」

「俺達にとっちゃあぁ幸運だがな！」

　全員が武器をすちゃっと構えている。

　いやあ、このご時世に野盗とか、本当にいるんだなぁ。

　しかし、リーダー格の男以外は大したことがなさそうだ。

　しかも、一人子供がいる。

　あんな小さな子供を連れて、一体何を考えているんだか……。

「ん～、止めといた方がいいぞ？　今時、野盗なんか儲からないだろう。真面目に働いたらどうだ」

「うるせーぞ、おっさん！　俺が何をしようと俺の勝手だろう」

　隣にいる腰巾着達も『そうだそうだ！』とか言って騒いでいる。

　うわ～、明らかに頭の悪そうな連中だな。

　しかも俺の隣にいるエースを全く警戒していない。

　ハンターが連れているなら間違いなく訓練している狩猟犬か、狼なのだ。

　それくらいは常識なのに、全く気にしていないのは自分がそれくらい強いと思っているか、単なる馬鹿なのかどちらかだ。

　だがしかし、行動だけは早いようだ。

　一気に俺を取り囲んで逃げられないようにする。

　別に身動き出来ないわけじゃないから突破するのは簡単だけど、もう少しこいつらから話を聞いておこうかな。

　クレスに害をなす存在であれば、こちらも手を出すことに躊躇はないがな。

「それで、念のために聞くけど何の用だ？」

　それを聞いてガハハハッと大笑いする男達。

　いちいちイライラさせる奴らだな。

　折角それなりに収穫があって気分がよかったのに台なしだよ。

　全く、どうしてくれようか……。

「そんな質問するまでもねーだよぉ！」

　下っ端らしい男が喚わめいている。

　そして、リーダー格の男がこう言ったのだ。

「さあ、命が惜しかったらお前が持っている金目のもの全て俺に寄こしな！」

　それを聞いた俺は、相手に分かるようにあからさまにため息をつく。

　いや、確かに冒険者は諦めろと若い時に言われたよ。

　才能がないとか、冒険者は合ってないとか色々とさ。

　でもそれから二十年、ほぼ毎日この森でハンターやってるんだぞ？

　薪割り、畑仕事、芝刈りに、足場の悪い森でウサギを追いかけたりして足腰はかなり鍛えられている。

　それでそこらのヒヨッコに負けるようなら、とっくに大型獣にやられて喰われてると思うぞ？

「まだ、見逃してやる。帰れ」

「は？　……俺が言った言葉が聞こえなかったのかぁ？　金を寄こせって言ってるんだよっ、おっさん!!」

　言うが早いか、鉈のような剣をブウゥンっと音を立てながら俺を斬りつけてきた。

　もちろん難なく回避したが、その場に立ったままなら大怪我をしていただろう。

　ということは命を狙ったと判断していいな。

　この場で殺したらどこに俺の家があるのか分からなくなるだろうに、何とも頭の悪い奴ら。

　しかも、俺を殺したらどこに逃げるんだろうか？




　俺の住む村は、『サイハテ』という。

　その名前の由来は、この世の最果てだかららしい。

　ここより南には断崖絶壁の岩山が並び、海に出ることも出来ない。

　土地も痩せていて畑を作ることも出来ないし、狩りで獲れるような獣も少ないのだ。

　つまり、この村より先に人が住める場所はない。

　なのでこの村で犯罪を犯すと逃げ場がなくなるのだ。

　昔は誤って罪を犯した者が流れ着くこともあったらしいが、そういう人は逆に真面目に問題を起こさないで生活していたらしい。

　なぜなら、ここが最後の村だからだ。

　追い出されたら、もう人がいる場所に住むことは出来ない。

　まして、近くの町には警備兵もいるので通報すればすぐに捕まえに来るのだ。

「俺を殺したら、お前はどこに逃げるんだ？」

「何で逃げるんだよ。あそこの村は俺達が占拠するに決まっているだろう！　好き放題やってやるぜ」

「そうか……、じゃあダメだな。エース、やれっ！」

　奴は言ったのだ、俺の育った村に、クレスを優しく迎えて育んでくれた村に、危害を加えると。

　俺は素早く弓に矢を番つがえた。

　すーっと、自然に目いっぱいに引く。

　以前、クレスが教えてくれたことがある。

　俺よりも弓の経験が浅いはずなのに、なぜそんなに命中率がいいのかと。

　そうしたら、最初に返ってきた答えは『俺を見ていたから』だった。

　いやいや、見てただけでうまくなるなら誰も苦労しないぞ!?と思ったが、話には続きがあった。

『お父さんが、弓を射る時の弓と矢の角度、引いている弦がどこまで伸びているか、それによって、どこを通ってどこに当たるのかを何回も何回も見てたから、それを真似してるんだよ？　風が吹いた時も、お父さんは角度とか調整しているでしょう？　だから、そういうのも含めて、全部覚えたの！』

　クレスは優秀だとは思ってたよ、よく出来た子だと。

　教えたことはすぐに覚えたし、教えてなくてもよく真似して覚えているのだ。

　文字の読み書きなんかは、誰に教わったのか普通の子より一年も早く出来るようになっていたくらいだからな。

　でも、あの時分かったんだ。

　この子は『本当の天才』なんだと。

　見ただけで長年積み上げて身につけた技術を覚えられる。

　そしてそれを再現出来る。

　これがどれだけすごいことなのか！

　本人は分かっていなかったみたいだけど、間違いなく誰もが認める天才となる。

　そう確信したよ、俺は。

　で、それが今の俺の状況に関係あるのかというと、関係ある。

　そう言われて、今まで経験だけで無意識で調整していたことを意識して出来るように訓練しているのだ。

　クレスは今、学校で様々なことを吸収しているだろうからな。

　俺も、一つでも、少しでも成長しないと本当に俺を置いて旅に出てしまうかもしれない。

　そうならないように、おっさんなりに頑張っているわけで。

　だから、今の俺なら……。

　狙う場所は剣を持つ手の甲のど真ん中。

　幸い、風はそよ風。

　左手で持つ弓と、右手で引いている弦と矢の角度を合わせる。

　集中が高まると、まるで空に線が引かれているかのようなものを幻視する。

　それに合わせて、両手で調整しなぞるように矢を放った。

　シューッと風を切る音を放ちつつ、矢は男の手のひらの真ん中に突き刺さり、そして勢いを止めずに貫いた。

　男が剣を落とし、それをエースが拾う。

　さらに続けて両足の腿ももに矢を放った。

　両足に羽を植えつけられたような状態になり、激痛のあまり男は白目を剥きながらそのまま後ろにバタンと倒れた。

　弓を構えてから、男が倒れるまでたったの数舜。

　周りの仲間達は、何が起こったかも理解出来ていないようだ。

　だが、混乱している今がチャンスである。

　既に飛び出していたエースが仲間の男達の足元に潜り込み、そこから咥えた剣で足の腱けんを切り裂いた。

　悲鳴をあげて、血を流しつつ悶もだえながら一人、また一人と倒れていく。

　俺もじっとしているわけじゃない。

　逃げようとした男を後ろから、持っていた手斧の刃がない方を振り下ろす。

　見事に後頭部から打ちつけられて前のめりに倒れて、白目を剥いて倒れた。

　どうやら一発で失神したようだ。

　こいつら、言う割に弱いな……。

　残りの奴らものたうち回っている間に手斧で頭を叩き、失神させておいた。

　さて、残るは……。

「く、来るな！」

　一人残された少年が震えながらナイフを構えてこちらに向けている。

　エースは距離を取ってウ～ッと威嚇していた。

「もうお前だけだぞ？　大人しく投降した方がいい」

「オヤジの仇かたきは俺が取るんだ！」

　リーダー格の男を見てそう叫ぶ少年。

　いや、まだ死んでないぞ？　お前の親父は。

　目の端に涙を浮かべているのは、恐怖か？

「そいつは、お前の親だったのか？」

「俺はオヤジに拾われて、育てられてきたんだ。もう他に行くとこなんかない、俺が、俺が……うわああああっ!!」

　ヤケクソ気味にナイフをハチャメチャに振り回したが、それをエースが飛びかかり地面に組み伏した。

　少年の持っていたナイフは宙を舞い遠くに転がり落ちた。

「うあああっ、やめろっやべろっ、いたいっ、うが、うべっ」

　そして……　エースは前足で少年の顔を何度もパンチした。

　ポコンポコンと小気味良い音を立てて殴られる少年。

　爪が当たらないように殴っているようだけど、結構痛そうだ。

　鼻血を出しつつ少年も藻も掻がくが、エースを振り払うことが出来ないようだ。

「ううっ、痛い、ごめんなさい。うべっ、ごべんなざい……」

　流石に可哀そうになって来たな。

　しかし、エースも少年に牙も爪も立てないのは、仕留める気がないからだ。

　親に似てとても賢い子だ、ちゃんと手加減を分かっているようだ。

　もう抵抗する力を失ったのか、既にぐったりしている少年。

　エースはくるりと俺の方を向いて『どうする？』とでも言うかのように首を傾げている。

「うう……、うぶっ、うふぁっ」

　少年の上に座って、動けないようにしているが、エースの尻尾が少年の顔をぺしぺししていた。

　その度たびに苦しそうにしていた。

　うん、ちょっと面白いねそれ。

「さて……、どうしよかなぁ。なぁお前、俺のところに来る気ないか？」

「うう……、え、それってどういう意味？」

「そのままの意味さ。そこにいるのは、本当の親じゃないんだろう？　見たところ大して食わして貰ってないようだし、雑用係くらいの認識だったんだろうな……。悪いことをしないで、ちゃんと言うことを聞くって約束するなら、お前を村に連れていってやる」

「本当に……？」

　少年は真剣な顔で俺を見つめる。

　どこまで本心なのかうかがっているかのような視線だ。

「ああ、俺は嘘をつかない。約束だ」

　やがて、少年は俺の目を見ながらコクリと頷くのだった。










帰ったら弟がいた




「じゃあ、クレスまた休み明けにね！」

「うん、マリア、レイラもまたね」

「ああ、秋にまた一緒に頑張ろうね」

　マリアとレイラに見送られて私は学校をあとにした。

　そう、今日から夏休みで実家に帰ることになったの。

　訓練所や図書室は使えるみたいだけど、講師となる先生方もお休みされるので再会までは講義や訓練がないの。

　最初のうちは毎週末実家に帰ってたのだけど、やはり毎週帰るとなると中々勉強の方が進まないので、ひと月に一度だけにしていた。

　今日から長い休みになる予定だったので、今月はまだ実家に帰っていなかったのよね。

　お父さんも、ずっと一人で寂しい思いをしていただろうと思っていたんだけど……。

「お父さん、この子誰？」

　実家に帰ると私より二～三歳年下の男の子がいた。

　え、こんな子、村にいなかったと思うんだけど？　それに何で私とお父さんの家にいるんだろう？

「クレス紹介するよ。この子はキール。わけあって、俺が面倒見ることになった」

「キールといいます。よろしくお願いします、クレス……おねえちゃん」

　照れながらそう言うキールを見た瞬間、思わず抱きしめていた。

　なんて可愛い子なんだろう！

　こんな弟が欲しかったんだよねぇ。

　いいこいいこ。

「う、く、クレスおねえちゃん？」

「よろしくねキール！」

　満面の笑みでぎゅっとしながら、そう言うと顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

　あ、ついついやりすぎちゃった。

「あはは、ごめんごめん。キールが可愛くてついね」

「まー、仲良くやれそうなら、いいんだが。キールは俺が保護者になっているが、一応ここの下働きとして雇った丁稚でもあるから、家の仕事については甘やかさないようにな？」

「えーと、住み込みで働くってこと？　うん、分かったよお父さん。でも、何で急にこの子キールを雇ったの？」

「ああ、実はな……」
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　そこで衝撃の事実を知った。

　およそ一か月前にお父さんが野盗に襲われていたのも衝撃だったけど、そこで野盗の一員でもあったキールを保護したらしい。

　最初は少し反抗的だったみたいだけど、キールはエースにボコボコにされたので反抗する気力は削がれたとのこと。エースってとっても力が強いから、私でも捕まると逃げられないからなぁ。ちょっと同情するよ。

　でもそのあと、町の警備兵に突き出されて処刑されると思っていたら、お父さんに村に連れて行かれて『野盗に襲われていた迷子を保護した』とお父さんが村人に説明したのを聞いてびっくりしたみたい。

　村人が『また迷子を拾ったのか！　……じゃあ、最後まで面倒頑張れよ』と何も疑うことなく話が進んでしまい唖然としたらしい。

　それよりも、本当に自分を守ろうとしてくれたお父さんに感謝しているみたい。

「旦那様は、真面目に働けばいっぱいご飯を食べさせてくれると約束してくれて、本当にいっぱい食べさせてくれたんです。あの日まで、お腹いっぱいに食べたことなんてなかったから……。思い出すだけでも涙が止まらないです」

　そう言うと本当に大粒の涙を流しながら、お父さんに何度もありがとうと言う姿を見て私も泣けてきちゃった。

　考えたら、私もお父さんに拾って貰ってなかったら、きっとあの森で飢え死にしていたんだろうな。

　キールの境遇を自分と重ねてしまい、他人事に感じられなかった。

「それでな、一応丁稚として雇っているから衣食住は用意している。まぁ、なんだ同じ家に住んでいるんだから家族みたいなもんだけど……」

　そこで、ずいっとお父さんはキールに顔を寄せて。

「クレスに変なことをしたら、追い出すくらいじゃ済まないからな？」

　と鬼のような顔をしながらキールを脅してた。

　気圧されたキールは、さっきとは違う涙を浮かべてコクコクと何度も頷いていた。

「うう、普段は厳しくも優しい旦那様があんな顔をするなんて、思ってもなかったよぅ」

「もう、お父さん。心配してくれるのは嬉しいけど、キールが可哀そうだよー。大丈夫、基本は優しい人だから怖がらないでいいからね？」

「うん、ありがとうクレス姉ちゃん！」

　こうして、予期しない形で新しい家族が増えたのだった。




　キールはとっても真面目で、最初にお父さんにナイフで向かっていったとは思えないほどだ。

　朝は誰よりも早く起きて動物の世話を始めて、それが終わるとすぐに薪割りをする。

　薪割りが終わると、今度は森の浅いところで薬草や山菜などを採っていた。

　あんまりにも頑張っているから、無理しないでねと言ったら。

「この一か月で、旦那様に色んなことを教わったんだ。自分でやれることがいっぱいあるなんて誰も教えてくれなかったから、すっごい楽しいんだよ？　無理なんてしてないよ！」

　と笑顔で返ってきた。

　こんないい子を攫さらって酷い扱いをしていた野盗は、本当の悪人だったんだろうな。

　お父さんが町の警備隊に引き渡し、そのあと処刑されてしまったみたい。

　結末がそうなってしまったのは仕方ないことだと思う。

　それでも、この子がお父さんに出会えてよかった。

　もし、別の人に助けられていたら、きっと孤児院に預けられていただろう。

　孤児院が悪いわけじゃないけど、それでもここよりもよほど過酷な生活をしないといけない。

　そう考えると、お父さんに見つけて貰えて幸運だと心から思う。

　ちなみに、迷子の届け出はしてあるが、彼を迎えに来る親はいないらしい。

　もしかしたら、もう亡くなっているか、遥か遠くの国の人なのか、もしくは彼を売ったか……。

　貧乏な家では、末の子を身売りするのは珍しいことじゃないらしいし。

　もし、そうだとしたら、この村で幸せに暮らして欲しいと思う。

「そうだ、キールは文字の読み書きは出来るの？」

「ううん、全然出来ないんだ。誰も教えてくれなかったから……」

「そっか、じゃあ私が教えてあげようか？」

「本当!?　うん、お願い！」

「よーし、じゃあこれが……」

　こんな感じで、夏休みの間はキールとまるで本当の姉弟のように過ごすことが出来たわ。

　ちなみにキールは丁稚という扱いだから、お父さんのことを暫くは『旦那様』と呼んでいたのだけど、村の人から『なーにが旦那様だよ、偉そうに！　ウード、もうお前が父親みたいなもんだろうが。キールも〝父さん〟って呼んでやれよ』と冷やかされたので、そのあと暫くしてからキールも、〝父さん〟って呼ぶようになったのよ。

　ちょっとお互いに照れくさそうにしてたのは、今でも微笑ましい思い出だよ。

　こうして、キールは私の弟になったのでした。










山の神に出会う




　クレスの夏休みも終わり、養成学校に戻った頃には季節は秋になっていた。

　俺はキールを連れて山菜やきのこを採りに山に入っていた。

　この山は、家の近くの森からさらに奥に入ったところにあり、普段は強い猛獣がいるので来ないのだが、秋になると猛獣達は狩場を移動するので比較的安全になる。

　もちろん、例外はあるので護衛には必ずエースを連れて行くし、弓矢や猛獣を追い払う匂い袋などを用意はしている。

　山に辿り着くまでに二時間。

　これでもゆっくり来たつもりだが、まだまだ体力が備わっていないキールは既に息が上がっていた。

「若いのにだらしないな。もっと体力つけないとだな」

「父さんみたいに鍛えてきたわけじゃないから、しょうがないでしょう？」

　キールはすっかり家に馴染んで、周りとクレスに言われて俺を父さんと呼ぶようになった。

『俺が父親でいいのか？』って聞いたら、『ウードさんが父さんになってくれるなら嬉しいです』って涙が出そうな返事だったので、それ以来は息子として育てている。

　意外と物覚えがよく、また自分から色々と覚えようとするので吸収力が半端ない。

　子供は天才だと誰かが言っていたな。

　そんなわけで、たった数か月一緒に暮らしただけで動物の世話、炊事洗濯などの家事、そして狩りの手伝いなど様々なことをこなしてくれている。

　こんなに優秀な子なのに、何でちゃんと育てなかったんだあの野盗は？

　そう思ってたら『前までまともに食べれなかったから、あまり動けなかったけど、父さんは食べさせてくれるからいくらでも働けるよ！』って笑顔で言われて納得した。

　そりゃ、常に腹ペコなら何も出来んわな。

　そんなわけで、育ち盛りなのもあり沢山食わせている。

　そのおかげで前よりも体つきもよくなってきたな。

　本人曰く身長も伸びたそうだが、ん～、流石にそこは分からないかな。

　ま、そんな成長しているキールだが、まだまだ体力では俺に劣るみたいだ。

　無理しても仕方ないので、山に入る前に一旦休憩を取っていた。

「これから山を登りながら山菜とか取るからな。無理したりするなよ？　ちょっとの油断で滑落とかで命落とすからな？」

「分かったよ父さん。でも、ここまでして採りに来るようなものなの？」

「んー？　まぁ、もちろん山菜自体はそこそこの値段で売れるし、キノコもこの時期が一番味がいいからな。売るならこの時期が一番いいだろうな。それに一番厄介な魔獣も少ないからな。でも……」

「でも？」

「俺からしたらそんなに儲からないかな。正直言うと、新鮮で美味しいから採りに来ているだけだ」

「えええっ!?　じゃ、これから採るのは自分達で食べる用ってこと？」

「おう、そうさ。まぁ、採れ過ぎて余ってきたら村の人にも分けてあげるけどな」

「そうなんだね。でも、美味しいのなら頑張ろうかな……」

「そうそう、自分の食料は自分で確保出来るようになっておけよ？　それが出来れば生きるのには困らないだろ？」

「確かに、そうだよね。食べることが出来ない人が僕の周りにはいっぱいいたし。それがどれだけ大事かは身に染みて分かってるよ！」

「そうそう。でも生きるために食べるのに、そのために怪我とかしてたら意味ないからな？　確実に慎重に進むぞ？」

「分かったよ父さん」

　さて、雑談しているうちに体も休めたようだ。

　涼しくなったとはいえ、動けば汗もかく。

　しっかり水分をとり、塩分とエネルギー補給に持ってきた燻くん製せい肉を食べる。

　胡こ椒しょうは高くて中々買えないけど、塩とハーブやトウガラシなどを使って味を濃いめにしてあるので、こういう時の補給に丁度いいのだ。

　一緒について来ている相棒のエースにも肉をあげる。こちらは塩のみで味付けした燻製肉だ。狼だからか、匂いがついているのは好まないので別に用意してあるのだ。

　美味しそうに尻尾をブンブンしているのが微笑ましい。

　キールもすっかりエースには慣れて、食べ終わったあとにその毛並みを楽しむように撫でていた。




　休憩が終わり、山登りを開始した。

　山登りといっても、山道がしっかりとあるわけじゃないから常に獣けもの道みちを進む。

　藪を鉈なたで斬り払いながら進んでいくと、じめっとした空間に出る。

　日陰になっており、湿気が少し多い。

　うん、ここならありそうだな。

「キール。ここらで山菜とキノコを探すぞ。こういう日陰になっている場所は生えやすいし、味と食感がいいのが採れる。よく覚えておけよ？　……ほら、あった」

　そう言って、採ったキノコを見せる。

　大き目のそのキノコは、町ではアカタケといわれる一般的なキノコで、味がよく調理しやすい。

　キノコと言えばこれってくらいだ。

　その他にも、クロイワタケや少し高級なセンニンダケというのも採れた。

　一部毒キノコがあったので、それの見分け方も教えておく。

　さらに、色々な山菜が群生していたのである程度だけ残して摘んでいく。

　根を残せば来年も生えてくるが、少し残すとさらに数が増えたりする。

　こういうのは、昔からそうすると来年多くなると親達から受け継いだ知識なので、なぜなのかは分からない。

　ただそういうもんだと、キールにも教えておいた。

「なるほど。山菜も花みたいに種とか出来て増えるのかな？」

「あー、そうなのかもな。花が咲くような時期に来たことがないから見たことないけどな」

　そんな雑談をしつつ、背負って来た籠いっぱいになるまで採取を続けた。

　俺達が山菜採りに夢中になっている間に、エースはいつの間にか狩りに出かけたらしく、アナウサギを二羽ほど捕まえてきていた。

「よし、こんなもんかな……」

「もう？　まだ昼過ぎたばかりだよ？」

「日が暮れるまでやったら、帰れなくなる。それにいくら猛獣が少ないとはいえいないわけじゃないんだ。危なくなる前に下山するぞ」

「そっかー、残念だな。僕の方ももう少しでいっぱいになるんだけど」

「欲張るといいことないからな。それじゃ、行こうか」

「はーい」

　お昼ご飯は持ってきているが、出来るなら下山してからゆっくり食べたいのであとにしていた。

　だが初めての山菜採りで興奮していたのか、キールは空腹で少しふらついていることに自分で気づいていなかったようだ。

　下山しようとした矢先に足を滑らせてしまう。

「うあああああああああっ!!」

　湿気が多いせいで滑りやすく、また低い木が多いために障害となるものが少ない。

　そのせいで一気に下の方まで滑り落ちてしまった。

「おおおいっ!?　大丈夫かあああああああっ！」

　俺は慌てるも、しかし同じ轍てつを踏むわけにいかないので慎重に下りて行った。

　しかし、滑り落ちた跡を辿っていくと、途中でキールが消えた。

「え？」

　どこ行ったんだ!?

　山の中は暗いとはいえ、まだ昼間だ。

　見失うほど暗くなってない筈なのに……。

　どこだと探そうとした時、エースがウォンッ！と吼えた。

　よく見ると、藪の中に大きな空洞が見える。

　もしやこの穴に落ちたのか？

「おおおい、キールいるか!?」

「いっててて……、父さん!?　……あ、僕はここだよっ！」

　穴の上から覗く俺の顔が見えたらしく、下から声が聞こえた。

　しかし結構深い穴だな。

「おおい、そこから登ってこれそうか？」

「父さん、ごめん。……足を挫くじいてすぐには歩けそうにないんだ」

　なんてこった。

　しかし、この深さだ、足を折っていたとしてもおかしくはない。

　俺は籠の蓋代わりに乗せてあるリュックの中身からロープを取り出す。

　それを近くの丈夫そうな木にしっかりと巻きつけた。

　反対側を自分の腰のベルトに通してから、胴に巻きつける。

　これで途中で落ちるってことはないだろう。

　そうして、俺はゆっくりとロープを使って穴の中を下りて行った。

　下まで辿り着くと、そこには足を擦っているキールがいた。

　下に着いてから、籠を下ろして背負い直したリュックからランタンを取り出す。

　そこに着火用の火打石で火をつけて、辺りを照らした。

「キール大丈夫か？」

「うん、大丈夫って言いたいけど、結構痛い」

　キールに近づいて体のあちこちを触る。

　うん、とりあえず打ち身と捻挫で済んだみたいだ。

　ただ、これだと暫く歩けないから背負って行くしかないか。

　まぁ、キールを背負うくらい平気なだけの力はあると自負している。

　それよりも、ここの穴結構深いな。

　普通の動物が使う塒ねぐらかと思ったけど、縦穴には足をかける場所がないので、普通の動物だとここから出ることは出来ないだろうな。

　そう考えると、熊のような動物の巣ではないだろう。

　ランタンでぐる～っと、周りを照らして見る。

「うわあっ!?」

　年とし甲が斐いもなく、思わず声をあげてしまった。

　その瞬間、ここが何なのか分かってしまったのだ。

　そこにあったのは顔だった。

　それも巨大な顔。

　しかも人間の顔なんかではなく、……それは大蛇の顔だった。

　……そう、俺達は大蛇の巣穴に落ちてしまったのだった。

　最初は全く身じろぎもしないので、作り物か？とか考えたけど、ちろっと舌が動くのが見えてしまいすぐにそうじゃないと理解する。

　この顔……というか、頭だよな。

　その大きさから考えると、全身の大きさ（長さ？）は人間が十人ほどはあるだろう。

　下手をするとそれ以上あるのかもしれない。

　それがこんなところで何をしているんだ？

　もしや、俺達のように落ちてきた生き物を食べて生きているんだろうか？

「ククククッ。騒がしいと思ったら人間か。我を封印の眠りから呼び起こしたのはお主達か？」

　蛇が喋しゃべった!?

　え？　え？　えええ!?

「ふむ、混乱しているのか。まぁ、数百年ぶりに目覚めたのだ。腹は減っているがお前達ではどちらにしろ足りぬ。なぁに、今すぐに喰いはしない。落ち着いて質問に答えるのだ」

　とっても上から目線で偉そうに言ってくる蛇。

　いや、実際偉いのかもしれない。

　こんな巨大な大蛇は見たことがない。

　頭一つで人間の体の半分ほどあるのだから。

「ええと、封印とは何ですかね？　俺達はこの穴に落ちてしまっただけで……」

「ほう、そこから差す光は本物か。なるほどな。お前達は、運よくここに辿り着き、我を封印していたものを破壊してくれたようだな」

　そう言う大蛇の目線を辿ると、キールが何かを下敷きにしているのが分かった。

　それは、何かの像を象かたどったものだったようだ。

　その像は上下真っ二つになっていた。

「こんなもので、そんな巨体を封印出来ていたのか？」

　壊れた像を手に取り眺めてみる。

　魔力を感じたり出来ない俺では、どれだけすごいものなのか分からないけど、こんなことで壊れるだなんて随分と適当な封印だと思う。

「フハハハ、そうよな。しかしだ、この穴自体が封印されていたのだから、その像で十分だったのよ。口惜しいことにな。しかし封印するために、この上に社やしろがあったはずだが、長い年月で朽ち果てたか？　社の管理者の気配も感じられぬが……、お主ではなさそうだしな」
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「社？　ここ数年ここら辺を見てきたけどそんなものは見た記憶がないな……」

「そうか。……ほう、お主は面白い魔力を持っているのう」

　唐突に俺を見て、面白そうに眼を細めて眺める大蛇。

　え、まさか美味しそうとか言わないよな!?

「な、何だ唐突に。魔力なんて俺には殆どないぞ？」

「ほう、自分のことが分かっていないのか？　お主、動物にやたら好かれたりしないか？」

「!?　何でそれを……」

「やはりな。なるほど、どうりでお主を食べたいと思わないわけだ。お主、我と契約する気はないか？」

「契約？」

「そうだ。我と契約すれば、お主は我を使役出来るようになる。もちろん、お主に害を与えられぬようにもな」

「それをしてお前にどんなメリットがあるんだ？」

「我は、いい加減ここから出たい。だが、今のままでは出来ぬ。そこで、お前の魔力だ。それが我に供給されれば我はここから出るのが可能になる。どうせ、人間の寿命などもって百年だろう。それ以降は、我も自由になるということだ」

「なるほど……。それで断ったら？」

　自然とごくりと唾を飲み込む。

　本能で、その答えを聞きたくないと思ってしまう。

　そう思わせる雰囲気を大蛇が醸し出す。

「答えるまでもなかろう。出ることは叶わぬが、お主達を喰って腹の足しにするまでよ」

　うああーっ！　やっぱりか。

　逃げようにも、キールはすぐには動けない。

　いくら体力が自慢だとか言っても、キールを背負ってここから脱出するのはかなり時間がかかる。

　きっと、その間に食べられてしまうのだろう。

「だ、だが。お前は動けないんだろう？　だったら……」

　シュッっと何かが飛び出てきて、俺に巻きついた。

　それはぬめっとして、それでいて体中を締めつけてくる。

「クックック、これでも逃げられると思うか？　我が舌は、この穴の中くらいなら届くほど伸びるのだぞ？」

　最悪だ。

　この巻きついているのは、大蛇の舌らしい。

　つまり、このまま引き摺ずられて食べられるか、契約するかの二択しかなくなったわけだ。

　最後の抵抗とばかりにナイフに手を伸ばそうとすると……。

　キイイイッンと甲高い音を立てて、ナイフが弾き飛ばされた。

　大蛇は舌の先を器用に使って、俺のナイフを弾いたのだった。

「往生際の悪い男よな。それに、お前を飲み込もうと思えばいつでも出来るのだぞ？　さあ、最後のチャンスだ。契約するか？　それとも、我が胃に収まるか？」

　その時、ふとキールに目が行った。

　キールは恐怖のあまり、既に意識が朦もう朧ろうとしているみたいだ。

　俺が断れば、俺ばかりかキールの命もここで終わり。

　それを知った時、クレスはどう思うだろうか？

　ダメだ、こんなところで死んでいる場合ではない。

　あとのことは、あとでなんとかするしかない。

「分かった、契約しよう」

「おお、その言葉を待っていた！　我は、かつては神獣と呼ばれし翼を持つ蛇、ヘルメスだ。お主の名前を教えるのだ」

「俺は、ウード。しがないハンターさ」

「ふふふ、お前はこれからはハンターとは言われなくなるだろうよ。では、儀式をする。――我が名は、翼を持つ蛇、知を司る神しん使し。我を使いし神の名を受けたその名はヘルメス。我とウードは盟約を結び、ウードを主と認める！」

　すると俺とヘルメスの周りに魔法陣が浮かび上がった。

　同時に光に包まれ、光が収まると大蛇が消えていた。

「え？」

　そして、俺の手にはいつの間に持っていたのか不思議な杖つえが現れていた。

「ここだ、ウードよ」

　声のする方に目をやると、小ぶりな白蛇が飛んでいる。

　よく見ると、背中には翼があるようだった。

「お前、ヘルメスか？」

「そうだ、主と契約したことにより、その魔力と本体をその杖に封印した。今見えているのは化身なのだ」

「ええと、何で小さくなったの？」

「あんな大きな体では、外に出た時に不便だろう？　それにな、あの状態では魔力を大量に消費してしまうのだ。そこの少年が壊した像で我は魔力を維持していたのだが、壊されてしまったのでな。あのままでは、危うく魔力を失い過ぎて命尽きるところだったわ」

　詳しく話を聞くと、どうやら壊した像は封印であり魔力を供給する魔導具でもあるようだ。

　自然に存在する魔力を集めてヘルメスに供給するのと同時に、ヘルメスの力を封印することで魔力の放出を防ぐ効果もあったらしい。

　つまり、像が壊れてしまったのであのままでは魔力が足りなくなり、体を維持出来なくなり消滅するところだったようだ。

「そんな時に、丁度よく変わった魔力を持つウード、お前が目の前にいたからな。契約してお前から魔力を供給して貰えば、我は消えずに済むというわけだ」

「つまり、本当はそれが目的で契約したのか？」

「お、流石に気づいたか？　だが、最終手段としてお主を食べるという選択肢もあったのは事実だ。ただ、お主は動物や魔物などの生き物を活性化出来る魔力を持っているからな、契約してお主から魔力を供給して貰うのが一番効率がいいのだよ」

「魔力って、殆どないって認定だったはずだけど……」

「ふむ、人間の測定がどのようにして行われるかは分からぬが、確かにお主は魔力を持っておるよ。まぁ、魔力を持っていない生物などこの世界にはおらぬがな。ただ、お主は魔法として発現する能力を持っていないのだろうよ。なので、魔力を供給するには近くに寄らないと無理なのだ」

　ヘルメスが自己が消滅するのを防ぐために、契約させられた結果になったが、そのおかげで自分の体質を知ることになる。

「お主は、魔力がないのではなく魔力を使って具現化する力がないのだ。そのせいで、折角魔力があっても魔法を使うことが出来ない。しかし、その代わりに魔力自体が特殊でな、お主の魔力を浴びると肉体が活性化し幸福感を得ることが出来るのだよ」

「そんな話、聞いたことないぞ？　もし、そうなら誰かそういうことを知ってそうな人が教えてくれそうじゃないか？」

「特殊だと言っただろう？　そんな魔力を持つ者は滅多にいないのだ。だから、その存在を知るのは数百年生きる種族や知恵のある魔獣……即ち我のような存在だけなのだよ。ましてや、そんな情報はこの辺境には伝わるわけもないのだ」

「うーん、そう言われればそうなのかもしれないな」

「我ら神獣と言われる者達の間では、お前のような存在を〝神の贄サクリファス〟と呼んでいる」

「さ、サクリファス？　大層な名称だな。それでそれって俺にとっては何かメリットがあるのか？」

「メリットなら受けているだろう？　この穴の上で待っている狼なぞは、そのおかげで懐いているのだぞ？」

　軽くない衝撃を受けた。

　そうか、その体質のせいで俺は狼にも懐かれていたのか。

　いや、それだけじゃないんだろうな。

　本来は気性の難しい馬や、その他の家畜達も苦労して捕まえた覚えはない。

　皆、大体ゆっくり近づくと警戒せずに捕縛用の縄をかけることが出来る。

　それもこれも、俺の特殊な魔力のおかげだというのか……。

「だが、逆に気をつけなければいけないぞ？　知性が極端に低いものには、お前は単なる〝ご馳ち走そう〟にしか見えないからな？　そういうのも引き寄せるから、色んな意味で好かれるのだ」

「それ、嬉しくないなぁ。下手したら、俺が魔物を引きつける可能性があるのか？」

「それはあるだろうな。お主から放たれる魔力の残ざん滓しは、分かりやすく説明すると甘い香りがするのだ。それを辿ってくるものもおるだろうさ」

　こんなおっさんから甘い香りとか、何の冗談かと言いたいがヘルメスが言うのだからそうなんだろうな。

　そうだ、この杖について聞かないとだな。

　一体何なのだろう、すごいものだろうとしか分からない。

「先ほど言った通り、お主は魔力を魔法に換えることが出来ない。だが、我が本体が封じてあるその『智ち慧えの杖』があれば、それを通して効率よく魔力を我に供給出来るというわけだ」

「じゃあ、この杖を捨てるとお前は死ぬのか？」

「恐ろしいことを考える奴だな。だが、それはムリだぞ？　契約した本体はそちらにおるのだ。お主が死ぬか契約が破棄されない限りは、一生手放すことは出来ないと思え。お主はよき伴侶を得てよかったな」

　そう言うと、まるで意思を持っているかのように杖が浮遊し、俺の周りをクルクルと周り出す。

　手に持たなくても大丈夫というのはいいが、こんなものを町で見せたら色々と問題が起こりそうだ。

「誰がよき伴侶だよ！　再婚相手は蛇神様なんだってクレスに言ったら卒倒するわっ！　てか、もうキールは気を失ってるし！　どうしてくれるんだ！」

「わぁーわぁー喚くな。人間の姿がいいのか？　気が向けばなってやってもよいぞ？　魔力を大きく消費するから今は出来んが、お主の気に入る姿になってやらんこともないぞ？　さて、この少年……　キールか？　怪我をしているのだろう？　我が杖を翳かざすとよい」

　何をするかは分からないが悪意は感じられない。

　言われた通りに智慧の杖を翳してみる。

「〝治癒の光〟」

　そうヘルメス（の分身）が発すると、杖から光が発せられキールを包んでいく。

　しばらくすると、キールが目を覚ました。

「う……う、父さん？　はっ、さっきの大蛇は!?」

「うん、もう大丈夫だ。あの大蛇は消えたよ。キール、体の調子はどうだ？」

「え？　うん、何ともない……あれ、足も痛くないよ!?」

　おお、本当に治療出来たようだ。

　しかも、足の捻挫も治ったみたいだな。

「すごいもんだな」

「我はこう見えて医学の神の使いでもあるのだ。この程度なら、わけもないのだ」

「うわっ！　……小さい蛇……の神様？」

　どうやらキールの中ではそういう結論になったようだ。

　そこでさっきの大蛇がこの蛇になったと説明をする。

　ついでに、もう食べられる心配もなくなったとも。

「そっか……、そうなんだね、よかったぁぁぁっ」

　と言って、涙をポロポロと零し始めた。

　どうやら、張り詰めていた緊張の糸が切れたようだ。

　まぁ、目の前に大きな蛇の顔があれば死しか想像出来ないよな。

　俺も諦めかけていたからしょうがない。

「とりあえず、帰ろう。今日はもう山菜どころじゃないわ」

「うん、そうだね。このヘルメス様はそのままついて来るの？」

「当たり前であろう？　我はウードが死ぬまで一生ついて行くのだからな」

「そ、そうなんですね」

「ヘルメスはそのまま飛べば大丈夫だよな？　キールしっかり掴まってろよ？」

「うん、父さん大丈夫だよ！」

「よし、エース!!　引っ張れ～!!」

　ウォオン!!と大きく啼なくと、グイっと一気に体がロープに引っ張られて浮かぶ。

　自分からもロープをたぐり、徐々に上っていく。

　かなり時間がかかったが、何とか穴の外に出ることに成功する。

「エース、よくやったぞ。いい子だ！」

　頑張って俺達を引き上げてくれたエースを思いっきり撫でて労ってやる。

　しばらく嬉しそうにすると、ヘルメスを見つけてウヴーッ！と威嚇し始めた。

　見た目は小さい翼がある蛇にしか見えないが、それでも只ただならぬ力を感じたようだった。

　そんなエースに、「大丈夫だ、新しい仲間だよ？」と諭しつつ再度撫でてやる。

「ほう、勘の鋭い狼だな。エースというのか？　我はヘルメスだ、よろしくな」

　その言葉を理解したのか、エースもやっと警戒を解いてくれた。

　思わぬことで時間を食ってしまったので、俺達は急いで家に帰ることにした。

　キールの怪我は治ったが、歩くのがやっとだったのでエースの背中に乗せて運んで貰うことにした。

　俺は荷物を何とか一人で全て背負い、足早に森に入った。

　俺のあとにはキールを背負ったエース、そして俺の横にはふよふよ浮かぶヘルメスといった感じだ。

　何気にヘルメスが魔物を感知して知らせてくれるので、帰りは思ったよりもスムーズに戻れたのだった。

　これが俺の相棒の一匹、神獣ヘルメスとの出会いであった。

　そして、この出会いのおかげで俺はクレスについて行くことが出来るのだが、その話はまたあとの話だ。










養成学校卒業




　入学してから三年の歳月が流れた。

　キールが私達の家に来てからは、色々と家のことをやってくれるので、長期休み以外は実家に帰らないようになっていた。

　頼りになる弟には感謝しかないわ。

　それに、家に帰ってのんびりしている場合じゃないくらい、学校ではやることが色々あったの。

　勉強しておきたいことが山のようにあったし、魔法の訓練も毎日欠かさずにやっていた。

　二年目からは、訓練用の森に自由に入っていいことになったので、週に一回は皆と狩りに行ったし、休みにはお父さん達が町に行商しに来ていたので会いに行ったり、マリアとお買い物に行ったり、レイラとご飯を食べに行ったりと毎日充実していた。

　私はもうすぐで十五歳になる。

　この養成学校に在学出来るのは、十五歳まで。

　十五歳になると卒業試験を出題されて、卒業までに達成しないといけない。

　出題内容はその生徒の実力に合わせて作られるらしく、それはそのままクエスト扱いになるらしいの。

　だから、卒業生の冒険者としての最初のクエストが卒業試験ということになるってこと。

　ちなみに、卒業までに試験が達成出来なかった場合は仮卒業扱いらしく、それでもそこから一か月以内に達成しないと卒業取消になるみたい。

　それまでに冒険者としての実力を身につけなければいけないの。

　だから、私もこれまで出来ることは全部やってきた。

　途中、マリアから『座学も、実技も、訓練もトップって完璧すぎて怖いよ!?』とか言われてショックを受けたけど、所詮は訓練生の中でのトップ成績ってだけだし、もっと頑張らないとね。

　きっと、冒険者の人達はもっとすごいと思うの。

　そうじゃないと、なぜお父さんが冒険者になれなかったのか分からない。

　もしかして若い時は今と違って何も出来なかった可能性は否定出来ないけど、今のお父さんを見る限り魔物の一匹や二匹くらいは簡単に倒せそうなのに。

　そうそう、いつの間にか翼が生えた小さな白蛇のケツアカトルという希少種の魔物をテイムしてたし。

　いつもの山で不思議な杖を見つけてきて、さらに希少種の魔獣を見つけた上にテイム出来たとか言っていたけれどね、どれだけ確率の低い偉業を達成しちゃったのか、お父さんは分かっているのかな!?

　キールに聞いたら、顔を背けて『クレス姉ちゃん、あの時のことは思い出したくないんだ……』とか言うし、一体何があったの!?

　いけない、いけない。

　回想なのに興奮しちゃった。

　あの時からお父さんは色んな魔物も狩りが出来るようになっていた。

　キールも、お父さんに連れて行かれて狩りをしているみたいで、会う度に凛々しくなっていてちょっと嬉しかった。

　だって、最初はガリガリであんなに貧相な体つきだったのに、今ではがっしりとした男の子らしい体つきになったし、もう身長も越されてしまって、若干悔しいけど……。

　お父さんも『クレスの冒険について行くなら、俺はもっと鍛えないとダメなんだ』って、あの歳なのに中年太りどころか、どこの肉体労働者!?ってくらい体が引き締まってて、嬉しいけど、娘として複雑な気分です。

　そんなわけで、このままじゃ私が連れて行くどころか、私を置いてキールと二人で旅に出てしまうんじゃないかって危機感を感じているんです!!

　だから、この卒業前試験では誰もが納得いく結果を出さないと……。

「やあっ！　クレスはまた難しい顔して、どうしたの？」

「レイラ！　おはよう。うん、卒業試験のことを考えてて」

「あー、クレスもあと一か月か～」

　レイラとマリアは既に去年の冬に卒業試験に合格していた。

　もちろん、二人とも無事合格。

　レイラは『高速剣』のスキルが発現してすごい話題になったし、マリアは生活魔法以外にも治癒魔法と氷魔法の才能を発揮して教会とギルドで奪い合いが発生して、あのマチスさんが激怒したって町中の話題になった。

　そんな才能がある二人だから、卒業試験で受けるクエストなのにかなり早く終わらせたみたい。

　そんな中で私はというと、何のスキルも発現しなかった。

　魔法も相変わらず風魔法の『加速』だけ。

　学校に各属性の基礎魔法の書があるんだけど、他の属性は全く覚えられなかった。

　武具の扱いは何でもある程度は上手になったし、勉強もいっぱいしたから座学で他の子には負けなかった。

　でも、それだけだった。

　知識があるから、急所がどこにあるか分かるし、すっごい練習したから剣でも弓でも狙ったところに確実に当てられる自信はあるから、討伐の時も効率よくは出来ると思う。

　でも、自分が知らない相手に出会ったらと思うとゾッとする。

　私は本当はどのくらい強くなったんだろう？

　きっと、それがこの試験でハッキリするんだと思う。

　だから、全力を持ってこれを達成する。

　それしかないんだと思うの。

「うん、もうすぐ試験の内容が発表される。レイラはソロでオーク討伐だったよね？」

「ああ、そうだよ。難易度Ｅらしいけど、正直拍子抜けだったよ。でも、はぐれのオークだったみたいで一匹だけだったし、運がよかったのかもね」

「そうね。三体とか出てきたら、かなり厄介だって聞くし、一人で達成するには厳しい相手だわ」

　それでも、難易度Ｅランクの魔物をソロで倒したということは、Ｅランク以上確定になる。

　駆け出しでＥランクというのは、結構凄いことらしい。

「まぁ、パーティーを組んでやるのが本当らしいしな！　『高速剣』がなかったら、怪我くらいはしてたかもしれない。……早く、クレスとパーティー組んで冒険したいよ」

「あら、私は必要ないのかしら？　レイラ」

　そこで、マリアも話に入ってきた。

　マリアも既に試験クリアしていたのだけど、確か護衛を一緒にしたドリスさん達と試験のクエストに臨んだはず。

「もちろん必要さ。というか、一緒にやらないの？」

「え、やるに決まってるわ！　あんなドラ息子の嫁になるくらいなら、冒険者として家を飛び出していくわ！」

　マチスさんが聞いたら卒倒しそうな内容だけど、もしかしたらそうして結婚しないでくれた方がマチスさん的にはいいのかもしれない。

　どっちにしろ、ひと悶もん着ちゃくあるだろうけど……。

「マリアはドリスさんのパーティーと一緒に討伐したのよね、相手は何だったの？」

「私は、パーティー討伐用のクエストを選択したのだけど、相手はゴブリン五体以上のパーティー殲せん滅めつだったわ」

　このクエストも難易度Ｅのクエスト。

　ゴブリンは単体では、魔物の中ではとても弱い部類だけど三体以上になると連携した動きをするので厄介だ。

　それが五体ともなれば、油断したパーティーの一人が脱落するなんてザラにあるらしい。

　マリアは治癒魔法と氷魔法があるので、後こう衛えいに回り治療に専念しつつ、最後の一匹だけ氷魔法で倒したということだった。

「クレスはどうするの？　ソロで受けるの？　それともパーティー？」

「そうだねぇ……。やっぱ、ソロかな。私自身でどこまで出来るのか、試したいのよ」

「クレスなら、オークくらいなら余裕だろ？　万が一、何かあっても必ず試験官がいるから、そこまで気負わないで大丈夫さ」

「うん、ありがとう！　私も二人に負けないように頑張るね」

「応援してるよ！」

　二人から激励を貰い、それからも欠かさず毎日訓練をする。

　時には二人と訓練場の森で討伐したり、ソロで魔獣の狩りをしたりしていた。




　――そして試験開始当日。

「これより、クレスの試験内容を発表する。クレスはソロでの試験を希望したのでクエスト対象はこれになる」

　そう言うと、封ふう緘かんされた羊皮紙を渡される。

　これは改ざん防止と、内容を他者に知らせないためだ。

　すぐにクレスはその封緘を切り、中身を確認した。




『クエスト内容：ソロで活動し、ワーエイプ（難易度Ｄ）を一体討伐すること』

「……え!?」

「どうしたクレス。クエストの内容は局長が直々に選んだものだが……、ん??　ワーエイプだと？　局長は正気か？　訓練生に受けさせる内容じゃない！」

　ワーエイプは山岳地に出没する魔物で、縄張り意識が高い魔物である。

　集団で行動することを好まず、繁殖期以外は自分の縄張りで他者を排除する性質を持っている。

　知らずにその縄張りに入り込んでしまい、犠牲になった者がどれだけ多いことか……。

「クレス、事務局長に確認する。一緒について来い！」




「――ですから、それで正しいですよ？」

「ですが！　同期のレイラはオークだったはず。彼女と同じくらいが妥当なのでは？」

「君は、何を見ていたのかね？　レイラと一緒？　確かに彼女も優秀だ。……剣技だけならね」

「え？」

　教官が唖然としているのをため息をつきながら、マスカーが説明を始めた。

「オークなんて、この子が初めて護衛した時に既に討伐済みなんですよ？　それを今更課題にして、何の意味があるんです？　レイラはこの学校に入って能力を開花させた子ですが、クレスは特待生です。どういう意味か分かりますか？」

「それだけの才能があると？」

「そうです。そして、私の見立てではもう少しで開花する。それには、この試験が妥当なのです」

「しかしっ、万が一があってはこの養成学校の意義が！」

「そのために監視官をつけるんでしょう？　そんなに心配なら、私が行きましょうか？」

「局長が!?」

「あの、教官。マスカー事務局長って戦えるんですか？」

　見た目は、どう見ても文官にしか見えない。

　若干、目つきがキツイ以外は。

「強いも何も、マスカー局長は元Ｂ級冒険者なんだよ。俺よりもランクが上なんだぞ」

　ちなみに教官はＣランクらしい。

　それでも十分すごいのだけど……。

「試験は、明日実施しましょう。いいですねクレス？」

「は、はいっ！　分かりました」

　ギラっと睨にらまれて、思わず返事をしてしまう。

　嫌いじゃないけど、この人は苦手かもしれない。

　でも、それだけ期待されているのであれば成し遂げないとダメだよね！

　それなら、頑張るしかない。

　それに、本当は心のどこかでどこまでやれるかチャレンジしたいって気持ちもあったのだから……。

　こうして私は、最初の討伐クエストが難易度Ｄというかなり無茶ぶりを受ける羽目になるのでした。




　ひょんなことから、マスカー局長と卒業試験に来たクレスです。

　お父さん、元気してるかな？

　今日は、来たことがない場所に来ています。

　ここは町を出てから馬車で数時間移動して辿り着くタガタ山岳地です。

　ここにはワーエイプを始め、様々な魔物が生息していることで有名です。

　通常ここに来る人達は、冒険者だけなら四人のパーティーが基本で、パーティーランクもＤ以上推奨と高めになっています。

　そんなところに、まだ冒険者見習いの私は一人で立っています。

　もちろん、遠くにマスカーさんがいるんですけど、戦うのは私一人です。

　えーと、私何かやらかしたかな？

　ここまで必死に努力してきたのに、最後にこの仕打ちはないと思うんです。

　ほら今も、Ｅランク魔獣がわらわらとやって来ては襲いかかってきます。

　最初は泣きたくなるくらい、辛かったけど人間って慣れるんだね？

　今ではスムーズに捌けるようになってきたよ。

　それは流れるように、作業のように。

　おかげでＥランク魔獣のグレードリザードやら、ジャイアントサーペントやら、オオコウモリやらの死骸がそこらに転がっています。

　その血の匂いを辿って、今度は山オークがやってきました。

　森オークと違い、肌が焼けてこげ茶色をしています。

　手にはこん棒の代わりに、大きな骨を持っているのだけど、木のこん棒より硬そう。

　あんなので殴られたら死んじゃうよぉ。

　とりあえず、弱音は先に吐いておいてから気持ちを切り替える。

　こうした方が、集中出来るんだよね。

　目の前にいるのは強敵。

　油断すれば、自分の命はここまで。

　既にマスカーさんのことは、頭から綺麗さっぱり抜けていた。

　自分一人で何とかしなければ、死ぬ。

　そう言い聞かせて、剣を構えた。

　一匹目のオークがどすんどすんと足音を鳴らしながらこちらに迫ってきた。

　あとの二匹は、ゲヒゲヒと笑って眺めている。

　よかった、私は格下だと思っている。

　これなら隙がありそうだね。

　ブオオオオオオオオオ!!

　雄叫びと共に、骨こん棒を振り下ろしてくる山オーク。

　まともに受ければ力の差で吹っ飛ぶのはコッチ。

　だから……。

　ドオオン!!と轟ごう音おんを立てて、山オークの骨こん棒が地面に突き刺さった。

　人の頭一個分は埋まっていることからも、人間では敵わない怪力だと分かる。

　だけど。

　ヒュウウウンンッ!!　ズアシャアッ!!

　ごろんと、転がる山オークの首。

　残った胴体は、血しぶきを上げつつ仰向けに倒れていった。

　私は間一髪のところで回避に成功し、骨こん棒を振り下ろして無防備になったオークの首を一刀の元、切断に成功したのだ。

　一撃で綺麗に落とすのは結構大変なんだけど、今回は綺麗に決まったね。

　おかげで剣も刃こぼれしていないみたい。

　仲間のオークがやられて、さっきまで笑っていた二匹のオークがその顔を怒りの形相に変える。

　何度か地団太を踏んだあとに、猛スピードで二匹いっぺんに襲いかかってきた。

　勢いに乗った一匹が攻撃を私の頭目がけて振り下ろしてくる。

　ゴオオッっと風を切る音を鳴らして、骨こん棒が迫ってくる。

　しかし、勢いは違えどさっきと同じ動き。

　そこに対して差があるように感じない。

　ただ、それが二匹同時となると話は違う。

　片方を防いでも片方の攻撃が当たり、片方を躱しても片方のが当たるかもしれない。

　それなら、一体倒してから躱せばいい。

　そんな冷静に考えたら無茶なことを考えて、そして実行に移した。

　そう、自分が唯一使える魔法『加速』を使い回避しつつ、そこから攻撃をしようと。

　この時、私は不思議な感覚を覚えた。

　今まで何度修練しても掴つかめなかった魔力の操作の感覚を。

　それが今、自分のおへそ辺りのところから何かが流れてきて、全身を巡ってから足に流れていくのを感じられた。

　極限状態で集中したことにより、自分の魔力を意識出来たのかな？

　でも出来たなら、あとは調整するだけだね！

　私は一度覚えたことは忘れない特技を持っている。

　しかも、それをすぐに応用出来る天性のセンスを持っていると教官が褒めてくれたっけ。

　魔力を操作して、出力を調整する。

　そうすることで、横並びに攻撃してきたオークを『加速』で半歩分だけ躱す。

　これで一匹からは、直接攻撃出来ない位置に移動出来た。

　近い方のオークが骨こん棒を振り下ろしがら空きにした胴を、私はそのまま剣で薙いだ。

　その勢いに乗りつつ、さらに『加速』を使い、先に倒されたオークの陰になってしまったオークの首をそのまま刎ねた。

　あ、両方一気に倒せちゃった。

　パチパチパチと後ろから急に拍手が聞こえた。

　はっとして、後ろを振り向くとそこにはマスカーさんがいた。

　あ、そういえば一緒にいたんだったね。

「お見事です。まさか三匹のオークをこんな短時間でソロ撃破とは……想像以上ですね。これで合格にしてあげたいくらいですが、お題はアッチ。あの猿の方ですからね」

　言われて指し示す方を見ると、そこには人間の大人くらい大きい猿がいた。

　間違いない、あれがワーエイプだ。

　脅威度Ｄランク。

　単体でもかなり強く、肉弾戦でオークを仕留めるほどの筋力を持つ。

　さらに、仕留め損ねたり縄張りに深く踏み込むと、それが群れで襲ってくる魔物である。

　幸いにも出てきたのは一匹。

　それも若いオスのようだ。

　十分に脅威であるが、一対一なら何とかなる。

　……そう思っていたのに！

「うううっ！　ぐうっ！」

　ドガン！　バキン！と拳を打ちつけてくるだけで、剣が折れそうになる。

　ワーエイプの拳は岩のように固く、剣を殴っているのに傷ついているのは、クレスの剣の方だった。

　しかも、拳だけでなく蹴りや噛みつきなど多彩な攻撃を仕掛けてくる。

　なんとも獰どう猛もうで、それでいて計算しているかのような動き。

　こんなの、教官を相手にしているのと変わらないくらい厳しい。

「こーのうっ!!」

　気合で何とか、噛みついてくるのを弾くが未だにダメージらしきものを与えられていない。

　攻撃スピードも、腕力も向こうが上。

　このままでは私の負けは確定だ。

　しかし、まだ諦めるわけにもいかない。

　マスカーさんは、まだ助けに来る気配はない。

　ということは、まだ試験は続行中ということだ。

　ここで自ら放棄するなんて出来ないし、したくない！

　そういえば、魔法指導官が言っていたっけ。

『あなたは、魔法を習得出来ていないのではない。必要分の魔力を操れていないだけ』だと。

　それが本当なら、魔力を操作出来るようになった今なら『飛翔』と『電撃』が使える？

『飛翔』は、今この場で使っても意味がない。

　逃げる時なら有用だけど、まだその時じゃない。

　となると、残るは……。

　あの魔法指導官は魔法はイメージとも言ってた。

　だから、イメージイメージ……。

　そうすると、またへその辺りから体中に魔力が流れていくのが分かる。

　これを手の先、剣から放出して『電撃』を放つイメージを強く！

「はぁあっ！　撃ち貫け『電撃』！」

　ピシャアアアアアアアン!!と甲高い轟音を発しつつ、一瞬稲光を放つ。

　次の瞬間、そこには黒焦げになったワーエイプが倒れていた。

「やったあああああああああ！」

　そこで視界がグラリと揺れる。

　うそ、これは魔力切れ!?

　だけど、倒れそうになる私を優しく受け止める人がいた。

「おっと、おめでとうクレス。ついに最後の関門を突破しましたね。貴女なら出来ると信じていましたよ。おめでとう、文句なく合格です――」

　その言葉を最後に、私の意識は途絶えるのだった。




　――翌日。

「ここは……」

「あ、起きたのねクレス！　おはよう～」

「……マリア？」

「昨日、マスカーさんに運ばれてきた時はびっくりしたのよ！　まさかクエスト失敗して大怪我したんじゃないかと……。魔力切れだけだから心配ないって聞いていたけど、目を開けてくれて安心したわ」

「そっか、あのあと気を失って……。マスカーさんがここまで運んでくれたんだ」

　急激な魔力消費により気絶した私は、マスカーさんによって寮まで運ばれたらしい。

　目立った外傷は少ないということで、そのまま自分の部屋で寝かされたみたいだ。

「うん、そうよ。あ！　そうだ。マスカーさんが目を覚ましたら、事務室に来てくれと仰ってたわ」

「うん、分かったわ、ありがとう」

　一晩付き添ってくれたらしく、マリアにはもう一度ありがとうと言って抱きしめてから部屋を出た。

　話したいことはいっぱいあるけど、まずはマスカーさんに結果を教えて貰わないとね。




「調子はどうだね？」

「はい、おかげ様でどこも問題ありません」

　事務室にやってくると、マスカーさんはいつも通りだった。

　でも体調を気にしてくれて、見た目と違って優しいんだなと思った。

　失礼になるから口に出さないけど。

「それはよかったよ。昨日はご苦労だった。さて、さっそくだがいいかな」

「はい」

「話は、昨日の試験結果だ」

「はい」

　一応、倒れる前に合格と言ってくれたのは覚えている。

　覚えているけど、すごいドキドキする。

「結果は、満点合格だ。最後の魔力切れを差し引いてもあり余る結果であった。よって、クレスを正式に卒業試験合格とみなす」

「ありがとうございます!!」

　やったー！　夢じゃなかった、合格だった。

　これでお父さんと一緒に気兼ねなく冒険の旅に出れるね。

　あとでお父さんに報告しに行かないと。

「それとだ」

「え、まだ何か？」

「うむ。むしろこっちが本題だ。君は今回倒したのは脅威度Ｄランクのワーエイプだ。それを見事ソロで討伐に成功した。また脅威度Ｅランクの山オークを同時に三体をソロで討伐した」

「は、はい。そうですね」

「よって、クレス。君を卒業と共にＤランク冒険者と認定することが決定した」

「えええええっ!?　Ｄランクですか？」

「そうだ、それだけの実力を認められたわけだ。今後とも訓練に励めよ？　あと、これは養成学校始まって以来の快挙だ。自分を誇りに思うがいい」

「は、はい！　今後とも精進していきます！」

　えーと、私、卒業したらＤランク冒険者になるみたいです……。

　お父さん、びっくりするだろうなぁ……。




　無事卒業試験を終えて、ついに卒業式の日がやってきました。

　殆どの人が、ちゃんと試験をクリアしてこの日に卒業することが決まっている。

　先に試験を合格していた、レイラやマリアも一緒だよ。

　二人とも、もう会えなくなるわけじゃないのに『これで卒業だなんて寂しいよー』と泣きじゃくっている。

　普段姐あね御ご肌なレイラが涙ぐんでいるのを見ると、ちょっと胸にこみ上げるものがあるかも。

　しかし、これで私もやっと冒険者として活動することが出来るようになる。

　結構勉強も頑張ったし、試験はとっても大変だったけど何とか無事にクリアも出来たし、お父さんは大泣きしながらよかったとか、そんな無茶な試験をやらせるなんて訴えてやるとか言ってたけど、概ね問題はない……筈。

　最後の大仕事としては、頑張ったおかげで首席成績者になれたせいか、卒業生代表として挨拶することになったくらいかな？

　ちょっと大勢の人の前で挨拶をするのは恥ずかしいけど、この先何が役立つか分からないし頑張らないとね。

「では、卒業生代表クレス。前に出て挨拶を」

「はい！　……皆さん、卒業生代表のクレスです。まずは、皆さんと一緒に卒業出来たことを心より誇りに思います。そして――」

　その後、ここでの培った経験や勉強をして蓄えた知識を活かして共に精進していきましょうというような内容の話をして、盛大な拍手を貰えた。

　何とか出来たよお父さん！

「最後に、首席卒業者でもあるクレスに、冒険者ギルドマスターより冒険者ライセンスの授与を行う」

　ざわざわざわ……と辺りでどよめきが起こった。

　過去の卒業式に冒険者ギルドマスターがわざわざ卒業生にライセンスを授与するなどなかったからだ。

　その理由は、もう知っている。

　そう、私が特例でＤランクライセンスを与えられるからだ。

「えー、私が冒険者ギルドマスターである。今回、クレスの卒業試験が偉業達成にあたると認可され、特別にＤランクを授与するのが決定した。これは、見習い冒険者では初となる快挙だ。皆盛大な拍手を！」

　おおおおおー！とどよめきと歓声の元、私はギルドマスターからＤランクと書かれたライセンスプレートを貰った。

　そこにはしっかり、クレスと記載されていた。

　こうして、この日私は正式にＤランク冒険者となったのでした。

　ちなみに、お父さんはというと、色々頑張ったのかＥランクまで昇格していた。

　何でも私が学校に行っている間に、頑張って依頼をこなしていたらしい。

　今まで冒険者として才能がないと言われ続けた人が、あの歳になってからランクアップするのもかなり異例らしい。

　私と一緒に冒険に出るために、かなり無茶したんだろうな……。

　ありがとうね、お父さん。




　卒業した日、お父さんがレストランの一画を借り切って卒業パーティーを開いてくれた。

　もちろんそこには、マリアやレイラも一緒だ。

　マリアのお父さんマチスさんも来ていたので、より豪華な食事になったみたいで皆喜んでいた。

　あのマチスさんが涙を流して、『うちの娘は最高だ！』と卒業を喜んでいたのはびっくりしたけどね。

　でも、そこで『うちの娘こそが最高なんですよ！』と張り合わないでよお父さん。

　かなり恥ずかしいから……。

　そんな大人達は置いといて、私とマリアとレイラは食事と会話を楽しんでいた。

　普段は食べない高級な料理や、デザートが並び自然と私達の目も輝く。

「ねぇ、これ見て。まるで宝石のようだわ」

「それは赤葡ぶ萄どうのゼリーだそうよ。海藻から採れるもので葡萄ジュースを固めたものなんだって」

「ん～、美味しい！　甘くて、舌触りがつるつるしてて心地いい弾力があるのが不思議ね」

「卵で固めたしっとりとした舌触りのプリンとは違った食感だね！　あっ、こっちも美味しいよ」

　初めて食べるものに興奮しているせいか、食べた感想も饒じょう舌ぜつだ。

　今後のことについて話が移っていく。

「私は、お父様が私達だけで冒険者になるのは危険だから、三人だけではダメだって……」

「そうよね。正式に冒険者になったとはいえ、まだ駆け出し同士だと危険は尽きないわ」

「でもさ、クレスはもうＤランクだし、うちらもすぐに上がるだろうしさ！　それに……、ウードさんも一緒なんだろ？」

　馬売りのウードとして有名なお父さんが、冒険者になったことはこの町の人なら誰でも知っている。

　年甲斐もなく無謀なことをしてと、最初は蔑さげすむ人が多かったが、徐々にランクを上げていくお父さんを見て勇気を貰ったと頑張る人が増えたらしい。

　そして、Ｅランクに昇格した時はちょっとした町のニュースになったみたい。

　見かける度に、頑張れよ、応援してるぞと声をかけてくれる人が増えていた。

　そして、Ｅランクともなれば立派な一人前の冒険者と認められる。

　そんな父がついて来てくれるのは、とってもありがたい話なのだと。

「大人も一緒なら、マチスさんも許してくれそうじゃない？　あ、それに最近ウードさんの面白い話を聞いたんだけど？」

「え、どんな話？」

「何でも魔法を使う蛇を連れているとか……」

　ギクッ！

　と思わず反応してしまいそうになるが、グッと堪えた。

「しかも、その蛇が治癒の魔法を使えるとか……」

　ギクギクッ!!

　もう、きっと誤魔化しきれていないと思うけど平静を装った。

　私も詳しく教えて貰っていないけど、何でもあの山に住む神様みたいな蛇だったらしい。

　いわゆる神獣ということです。

　それを教えてもらった時に、そんなすごい存在を勝手に祠ほこらから出してしまったと分かったら、大事になるかもしれないから黙っていようとお父さんと話しました。

　なので、なるべく目立たないようにしていたつもりみたいだけど……、そもそも治癒が出来る魔物って何!?って話です。

　そんなのいないよ!?

　しかも羽が生えているだけでも珍しいのに、常にふよふよ浮いているし。

　一瞬だけ跳ぶフライスネークっていう、コウモリのような羽が生えた蛇も確かにいるみたいだけど、この子の羽は鶏のようにふさふさの羽根だし、羽ばたいてすらいないし！

　フライスネークの亜種って、いつまでも通じないと思うのよね……。

　お父さんは、どこか抜けたところがあるから『平気平気』とか言っているけど、それをフォローしないといけない娘の気持ちも考えて欲しいのよね！

　と珍しく、お父さんに憤りを感じていたら当の本人が酔った勢いで口を滑らした。

「ん？　この蛇はな、神の使いなんだ！　山の神様みたいなもんなんだぞ！　すごいだろ～！」

　辺りがシーンとなる。

　そして、暫くしてから……。

「あっはっはっは！　ウードさんも冗談を言うんだな。あ、そうか。神様の使いと思っているくらい大事にしているんだね。にしても珍しい種類だよね、魔物図鑑でも見たことないよ？　でも、そんな珍しい蛇様もいるし、あの賢そうな狼さんもいるし、説得すれば何とかなるよ！」

　レイラは爆笑しつつ、ヘルメスの噂については本気にしていないようだった。

　どうやら、さっきのも大おお袈げ裟さな噂が立っているみたいだねくらいの話だったみたい。

　でも、役立つ魔獣を連れているのはテイマーとしては一種のステータスなので、信頼度が上がるのだという。

　なので、皆でマチスさんを説得してマリアを連れだそうという話をしたかったみたい。

　私もマリアがいれば楽しいし、それに実際のところマリアの治癒魔法もかなり上達したので実戦でも活躍するだろうし。

「……マチスさん！　お願い、マリアと一緒に冒険させて！」

「私からもお願いします、レイラとマリアと、それにお父さんが一緒なら安全に冒険出来ると思うんです。ダメでしょうか!?」

　すると、さっきまで娘自慢でお父さんと議論を白熱させていたマチスさんが、急に真顔になってこう言った。

「クレスちゃんの気持ちはよく分かるよ。娘もそうしたいと思っているみたいなのも分かっているんです。ウードさんは、私と同じで親バカでいい人ですし、なのにきっと私の娘がピンチになったら身を挺ていして庇かばおうとするくらいお人好しなのは分かっています。しかし、本当にこの先四人でやっていけるかは、実戦でないと証明出来ないでしょう？　なので、明日クエストをこの四人で受けて、無事に帰ってこれたら認めましょう。……正直、あの商人のドラ息子に渡すくらいなら、冒険者になって出ていったことにした方が万倍マシですからね！　でも、誰かが一人でも大怪我をしたら認めません。それだけは譲れませんからね？」

　マチスさんがそう言って、差し出したクエストの内容は何とも厳しい内容だったのです。










マチスの難題




　私達四人でパーティーを組むために（というよりマリアをパーティーメンバーに入れるために）マチスさんが私達に出した課題は、全員が無事な状態でクエストを達成することでした。

　どうやらギルドから発行されているクエスト書を、わざわざ持ってきていたみたいです。

　えーとこれは、討伐クエストね。

　で、その討伐内容はというと……、討伐対象がジャイアントウーズ。

　討伐場所は、地下水道の奥。

　そして、討伐数は一体となっている。

　ちなみにジャイアントウーズは、俗にいうスライムの一種なの。

　スライムより、少し厚い膜に覆われていて半球状の体を持っているのが特徴的で、打撃攻撃は殆ど効かないし、弓矢は刺さってもダメージはほぼないのよね。

　剣や槍で核となる部分を貫くか、炎で燃やして体を溶かさないといけない。

　そして、一番厄介なのがその巨大な体です。

　普通のウーズが大体子供の頭くらいの大きさしかないのに、ジャイアントウーズになるとその何十倍も大きくなり、大人の背丈を超す大きさになるものがいるらしいのです。

　今回の討伐依頼の場所は、カンドの町の地下水道になっている。

　地下水道にいるジャイアントウーズを討伐……ね。

　ということは、どういう状態かと言うと……想像出来てしまう。




　――

　クレスの卒業パーティーが終わり、マリアを冒険者の仲間に加えるための条件としてマチスさんからクエストを渡された。

　その内容を見た瞬間、少女三人が顔を引き攣つらせたので何事かと見せて貰うと、なるほどこりゃ嫌がるよなぁ。

　ウーズは体液が酸で出来ていて、触れると腐食して溶けてしまう。

　地下で死んだ動物などの死骸を溶かして吸収するので、そのあと掃除が楽になる。

　そのため、ある程度の数をわざと放つらしいのだが、餌となる死骸が増えすぎると一気に増殖してしまう。

　そんなウーズは、ある一定数以上に増えると仲間同士融合して大きな個体に進化する。

　それがジャイアントウーズというわけだ。

　倒したら倒したで破裂して酸を飛び散らせるので、装備が傷むだけでなく服や髪の毛を溶かしてしまう。

　しかもとてもベトベトするので、好ましく思う女子はこの世にいるわけがないだろうな。

　でも、俺と同じく娘を大事にしているマチスさんがこんな依頼を持ってくるだなんてなぁ……。

　もしや、冒険者にさせないためか？

　いやいや、ドラ息子（見知らぬ青年よ、すまない）にあげるくらいなら、冒険者の方がマシって言っていたから何か意図があるんだろうな。

　そう思っているとマチスさんが、一言付け加えた。

「内容は全員見ましたね？　今、その魔物が現れたせいで多くの人が困っているんだ。冒険者とは、人を救う職業であるべきだと私は思うんだよ」

　なるほど、そういうことか。

　お金稼ぎのためだけに冒険者になるのではなく、そういう冒険者になって欲しいという意味もあるんだな。

　三人を見ると、先ほどまでの嫌そうな顔つきから真剣な表情に変わった。

　クエスト書に書かれている内容をもう一度真剣に読んでいるようだ。

「マチスさん、私達やります！」

「そうね、そんな話聞いたら断る理由がないわね。やってやろうじゃない！」

「お父様、私も行きます。多くの困っている人を助けられるのであれば、貢献したいですわ」

「そうですか、皆立派に成長したんですね。よかった、ではこのクエストを無事に達成することを祈ってますよ」

　こうして、俺達はマチスさんから差し出されたクエストをそのまま受けるのだった。

　一応正式にクエストを受諾するために、冒険者ギルドに受けることを報告しに行った。

　本来ならば、駆け出しの俺達が受けるような内容ではないらしい。

　ただ、クレス達三人は既にギルド職員で知らない者がいないほど有名らしく、『でも、貴女達なら大丈夫ね。受ける人がいなくて困っていたのよ、とても助かるわ。頑張ってね！』と逆に応援される結果となった。

　初依頼から期待されるって、どんだけすごい成績だったんだ？

　そんなことを考えながら、次の日の朝に皆でマチス商会前で待ち合わせをした。

　皆装備をしっかり整えてきていて、かなり様になっている。

　俺は前にマチスさんから貰った皮装備と上等な弓矢を装備しているので変わり映えはない。

　クレスは成長して背が伸びてより可愛くなった……じゃなくて、装備の大きさが合わなくなっていたのでマチスさんから貰ったものを再調整してある。

　ちなみに養成学校の時は、装備で優劣がつかないように訓練や演習の際は、皆学校から支給されたものを使っている。

　その間は使っていなかったので、かなり時間をかけて直して貰っていた。

　十五歳にもなるとより女性らしく成長していくため、体に合わせて色んなところが調整が必要になっていく。

　なので、体形に合わせて半分オーダーメイドしているようなものだ。

　大切な娘を守るための防具であるため、お金をケチらずに作り直して貰った。

「わぁ、クレスの革鎧カッコいいね。それ、結構したんじゃない？」

「ありがとう。元はマチスさんから頂いた防具なんだけど、今の体形に合わせて作り直して貰ったみたい。ただ、どのくらいかかったかをお父さんに聞いても教えてくれないの」

「流石ウードさんね。クレスへの惜しみない愛情が、そこに表れている気がするわ……」

　レイラが若干引いた目でこちらを見ているが、気にはしない。

　自分としては当然のことだと思っているからだ。

　かく言うレイラも、中々いい防具を与えて貰ったようだ。

　彼女の家もそこそこ裕福な商家なので、到底新人冒険者では揃そろえられない装備に見える。

　マリアに関しては、言わずもがなである。

　あのマチスさんが、俺達に与えたものよりもランクが低い装備を自分の娘に与えるはずがない。

　ただし分厚い革鎧とかではなく、丈夫で質のいいローブのようだが。




　四人と二匹で目的地である地下水道に入った。

　討伐対象のジャイアントウーズがいるのは、ここからかなり奥に入ったところになる。

　カンドの町は辺境の町にしては珍しく、下水と浄水が通っている。

　生活排水がこの地下水道へ流れ込み、放されたウーズ達によってゴミが取り除かれたあとに、特殊な貯水池に戻される。

　そして、湧き水と綺麗になったその池の水を混合して、町の水くみ場に送られているのだそうだ。

（全て昨日マチスさんに教わった話なんだけどね）

　学のない自分では、話が半分しか理解出来ないが、この地下水道が重要な施設だというのだけは辛うじて理解出来た。

　なのでとても重要な仕事なのだという。

「さて、そろそろジャイアントウーズがいる場所に着くはずだけど……」

　渡された地図を頼りにここまで進んできた。

　丁寧に描かれた地図はかなり正確で、ここまで迷うこともなかった。

　次の角を曲がれば、指定されたポイントなんだけど……。

「うわー……、あれが今回の討伐対象ね……」

　レイラが嫌そうな声で、そう呟つぶやいた。

　そこには、通路いっぱいに詰まって身動きが取れなくなったジャイアントウーズが待ち構えていたのであった。

　ああ、やっぱりね。




　――

　やっぱり、想像していた通りだったよ。

　指定されたポイントに辿り着くと、通路を塞ぐようにというか、詰まってしまったウーズがいた。

　辺りには餌となったのであろう、ネズミや野犬などの骨らしきものが散らばっていて、中には、小さな子供くらいの人型の骨もあって、一瞬血の気が引いたけど、よく目を凝らして見ると頭蓋骨に角のようなものがあったので、たぶんあれはゴブリンね。

　ふう、人じゃなくてよかったぁ。

　さて気を取り直して、戦闘準備をしよう。

　ウーズ系の魔物と戦うのは初めてだけど、魔物図鑑で討伐の仕方は覚えてきた。

　弱点は炎か、槍のように深く刺すことが出来る武器。

　でも、あいにく四人の中に炎の魔法を使える人はいないし、槍を使う人もいない。

　炎に弱いからって、こんな狭いところで火事を起こすわけにもいかないので、今回は違う方法で倒さないといけないよね。

　ちなみにジャイアントウーズの脅威度は、Ｄランク。

　なんとあのワーエイプと同格なんだよ。

　今でも、あの時のことを思い出すと震えが来るけど、怖がっている場合じゃない。

　このクエストが成功するかしないかで、マリアと一緒に冒険が出来るかが決まってくるんだから。

　それに、今回は一人じゃない。

　頼りになる仲間と、お父さんがいるんだから。

　自分を奮い立たせて、前に出ようとしたその時だった。

「クレス、まずは俺に任せてくれないか？」

　なんと、お父さんが試したいことがあると言ってきた。

　え、お父さん大丈夫？

　いくら最近魔物の狩りが出来るようになったからって、一人で相手するのは無茶だと思うよ!?

　でも、お父さんの顔を見ると無茶をする時の顔はしていなかった。

　長年、娘をやっているから顔を見たら分かるのよね。

　こういう時のお父さんは、自信があるから言っている時だ、とね。

「分かったよ、お父さん。でも、絶対に無茶なことはしないでね？」

「娘にそんなこと言われたら立つ瀬がないけど、まぁ、実際クレスの方が強いもんなぁ。でも、ちょっと任せてみろ」

　そう言うと、お父さんは一人でジャイアントウーズに近づいていくのでした。




　――

　さーて、娘にいいところを見せないとな！

　って思って一人で前に出たわけじゃない。

　自分の実力なんて分かり切っているし、恰好をつけて死ぬような真似をするほど馬鹿じゃないつもりだ。

　じゃあ、なぜ一人でやろうとしているかというと……。

『ウードよ、我に任せるのだ。我のチカラを使ってあの魔物を弱体化させてやろう』

　と手に持つ、ヘルメスの本体である智慧の杖から声が聞こえてきたからだ。

　あの日、このヘルメスと契約してから色んな魔物と戦ってきた。

　いや、正確にいうと戦わされていた。

　何でも、本来のチカラを取り戻すためには俺から供給される魔力では足りないらしく、魔物が持つ魔力を奪う必要があるのだとか。

　そのため、ヘルメスのチカラで魔物を探しては倒して魔力を吸収するというのを繰り返してきた。

　まぁ、おかげで冒険者ランクが最低のＧからＥまで上がったわけだから、今では感謝もしている。

　ヘルメスが今の状態で使えるチカラは主に三つだ。

　一つ目は『治癒』。

　キールの怪我も一瞬で直したあのチカラは、魔力を多く使えば使うほど治癒力が高まるらしい。

　流石に死者の蘇そ生せいは出来ないらしいが、瀕死の人をピンピンに復活させることくらいは可能だと言っていた。

　もちろん、実際にそんなことをしたら俺が瀕死になるくらい魔力が奪われるわけだけど。

　二つ目は、『神の眼』と言われる探索スキル。

　魔力を持っている者であれば、半径五㎞くらいなら感知が出来る。

　さらに近づけば、相手の魔力の量や生命力が分かる。

　ちなみに、ある程度であれば辺りの地形も見渡せるらしくかなり便利だ。

　三つ目は、『吸魔』という相手の魔力を奪うスキル。

　これは杖で直接触れることで、相手の魔力を強制的に奪うスキルだ。

　人であれ、魔物であれ、魔力がなくなると気を失い、最悪死に至ることもあるのだとか。

　なので、ある程度弱らせてからヘルメスの智慧の杖で触れるだけで、全ての魔力を吸い取って魔物を倒すのが可能なのだ。

　今回は、既に身動きが出来ない相手なので、弱らせないでも魔力を奪えるだろうということだ。




（あの体に突き刺していいのか？　酸で溶けたりしないのか？）

『心配するでない。あの程度の酸で溶けるはずがなかろう。いいから気にせずにやるのだ』

（はいはい、分かったよ。じゃあ、いくぞ～！）

　俺とヘルメスは、杖に直接触れている時だけ心で会話が出来る。

　なので、声に出さないでも意思の疎通が可能なのだった。

「今から、この杖をあのウーズに投げて突き刺す。そのあと、ウーズが弱くなる筈だからそうなったら皆で攻撃するんだ！」

「ええ!?　その杖、そんな効果があるの？　ウードさん、すごいものを拾ったんだね……」

「お父様に言ったら、金貨百枚くらいは積んで買い取ろうとするかもしれないわ」

　金貨百枚!?

　いやいや、ダメだ。

　これは単なる杖じゃなく、ヘルメスの本体だ。

　売り払ったら、祟たたられるどころじゃ済まない。

　どのみち、俺から離れることは出来ないみたいだから、無理なんだろうけどな。

『何かよからぬことを考えておらぬか、お主』

　いえいえ、滅相もございませんよ!?

　そんな、売ったらもう冒険者ではなくても、クレスとあちこち旅行に行けるよな～とか思ってませんよ？

『…………』

　考えていることが筒抜けになるので、どうやら本気で呆れられたようだ。

　ええと、少し自重します。

　さて、戦闘中なのを忘れかけてたけど、このでっかいウーズを倒さないとだな。

　倒すのは俺ではないんだけど。

「じゃあ、いくぞ！　一、二、三！」

　力いっぱい智慧の杖をジャイアントウーズに投げつける。

　杖の尖とがった部分がズブッと突き刺さる。

　これは膜を突き破ったというより、そのまま中に飲み込まれていったというのが正しいな。

　しばらくすると、杖を飲み込んだジャイアントウーズに変化が訪れる。

　あちこちが波打ち、蠢うごめきだした。

　声をあげているわけではないが、苦しんでいるのが分かる。

　しばらくすると、ジャイアントウーズがへたっとなり、徐々に萎むかのように小さくなっていく。

　それでも通常のウーズより遥かに大きいが、おおよそ半分くらいになった。

「本当に弱ってる!?　すごいねウードさん！」

「すごいですわっ！　これなら倒せるかも!?」

　見るからに弱ったジャイアントウーズを見て、歓喜の声をあげるレイラとマリア。

「今がチャンスだね！　皆畳みかけよう、お父さんは下がって！」

　クレスが皆に声をかけて、攻撃態勢に入った。

　精神を集中し、魔法を繰り出す。

「はぁっ！　『電撃』！」

　クレスの魔法『電撃』を受けて火で焼かれたようにあちこちから煙が上がる。

　卒業試験の時に使えるようになったらしいけど、すごい威力だな。

　それに続いて、マリアが氷魔法で追撃した。

「凍てつく氷の飛礫つぶて、『氷の矢』！」

　蠢くジャイアントウーズに、マリアが放つ氷魔法が次々と突き刺さる。

　突き刺さった跡は、凍りついているようだ。

　マリアは治癒魔法もかなりのものだけど、この氷魔法の威力もすごいな。

　そして、トドメとばかりに極限まで集中していたレイラが前に出る。

「くらえええええっ！『高速剣』!!」

　目にも止まらない速さで繰り出される無数の剣。

　レイラの『高速剣』が、弱ったジャイアントウーズの膜を何度も切り刻んでいく。

　俺の目には、何本もの剣が同時に突き出されているようにしか見えない。

　すごいな、あれが剣技の才能がある人物しか発現出来ないという『高速剣』か。

　クレスを天才だと思っていたが、この歳でこんな技を使えるだなんて、レイラも負けないくらいの天才だな。

　怒涛の攻撃により、反撃する力も残っていないジャイアントウーズ。

　最後まで油断は出来ないが、あと少しで倒せそうだ。

　クレスとレイラが一際強い烈気を放ち、渾身の力を込めて同時に剣を突き刺した。

　そしてついに、ジャイアントウーズを守る分厚い膜を、完全に突き破ることに成功する。

「はあああああっ！」

「やあああああああっ!!」

　そのまま二人とも剣を奥まで差し込み、中心に浮かんでいる核を狙った。

　ズブ……ズブズブっと鈍い音を立てつつ、体の中に埋まっていく二人の剣。

　そして、ついにその剣先が核を二人が同時に貫いた。

　そういや、ギルドの職員が言っていたな。

　ウーズ系の魔物を倒す時には、核を狙えと。

　でも、核を破壊すると破裂するので、酸を持っているウーズを倒す時には注意が必要だと。

　え、ということは……。

　あのデカいのから大量の酸が出てくる!?

「いけないっ！　二人とも離れろっ！」

「え、お父さんっ!?」

「ちょっ、ウードさん!!」

　言うが早いか、自分の体が勝手に動いていた。

　既に剣を差し込んだ場所から、酸が飛び散っている。

　残された時間はほぼないに等しい。

　荷物袋から持ってきていた布を取り出し、二人を庇いつつ抱き寄せる。

　そしてマリアの方へ飛び込み、三人がすっぽりと収まるように布を被せた。

　次の瞬間。

　ドバァアアアアアアアアンッ!!

　と、ジャイアントウーズの体が弾け飛んだ。

　中から酸の液がウード達目がけて噴出し、頭上から降り注いでくる。

　布で庇い切れないかもしれないと咄とっ嗟さに思った俺は、自らは噴き出す酸を遮る壁になるように背を向けて三人を庇った。

　ジュウウウッっと嫌な音を立てて、焼けるウードの背中。




『馬鹿者！　お主、何をしているんだ！』

　慌ててヘルメスが治癒を始めるも、酸で爛ただれ焼ける方が早いようだ。

「うぐうううっっ!!」

　が、我慢だ俺！

　数秒して全ての酸が流れ出たあとに、カランとものが落ちた音がするのが聞こえた。

　どうやら、何とか耐えきったようだ。

　うん、もう大丈夫だな……。

　俺はそこで力が抜けて、その場にずるりと倒れ落ちた。

　その音を合図に、自分達に被された布を剥ぎ取り中から三人が出てくる。

「お父さん、大丈夫!?　って酷いことになってるじゃないっ!!」

「うわわっ、ウードさん!?　私達を守るためとはいえ、なんて無茶しているんだよ！」

「きゃあ、酷い怪我になっているじゃないですか！　いくら何でも、あれを直接被るだなんて！」

　三人が三人とも、無茶をした俺を叱りつける。

　その目には、俺を心配する涙を浮かべているが、本人は痛みで意識を失って見えてはいない。

「マリア、お願い！」

「クレス、もうやっているわ！」

　慌ててマリアが治癒魔法をかける。

　既にヘルメスが治療をかけているので、徐々に傷が塞がっているようだ。

　そこにマリアの治癒魔法が加わることで、加速的に治っていった。




　――

「いてててて、ははは。ごめんな、咄嗟に体が動いてしまったよ」

「もう、笑いごとじゃないんだから！」

「本当ですよ、ウードさん!?」

「お人好しってレベルの話じゃないよ？」

　クレスに頬っぺたをぎゅーっとされて、叱られる。

　もはやどっちが子供か分からない。

　マリアもレイラも怒りつつも呆れ顔だ。

　ヘルメスとマリアのおかげで、酸で焼け爛ただれた背中には傷跡が殆どない。

　しかし、治療を施しているマリアは納得がいかない顔だ。

「すごい綺麗に治ってる……。私の魔法だけじゃ、ここまで綺麗に治療出来ないわ。このヘルメスって、本当に魔物なの？」

『ふむ、いい勘をしている娘だな。だが、その話はいずれな……』

　ヘルメスも、治療に集中するため話をあと回しにした。

　そして、数分後には俺の怪我は完全に治るのだった。




　ヘルメスとマリアのおかげでわずかな傷跡もなく、全快することが出来た。

『全く、無茶をしおってからに』

　いやいや、ヘルメスさん。

　もとはと言えば、ヘルメスが任せろって言ったから前に出たのに。

　仕留められなかったからじゃないか。

『我は、一撃で倒せるとは一言も言ってないぞ？　しかし、この娘達は皆優秀な子達だな。一流の域に到達するのもそう遠くはあるまい』

　勝手に思考を読まれた挙句に微妙に話を逸らされた気がするが、終わったことをいつまでも言っても仕方ないか。

　そうだ！　折角苦労して倒したんだし、何かいいものでも落ちてないだろうか。

　クレス達は、周りに他の魔物がいないかを警戒しつつも、ジャイアントウーズの残骸を調べている。

　何でも、あのプヨプヨした半透明な膜も何かの素材になるらしく、酸を洗い流して回収している。

　なるほど、何でも使えるんだな。

　そういえば、破裂したあとに何かが落ちた音がした気がするな。

　何か落ちているかな。

　そう思って地面を照らしながら探すと、きらりと光るものを見つける。

「何だこれ？」

「お父さん、何か見つけたの？」

　俺が何かの変な顔がついた像を拾い上げる。

　何かのお守りか、置物か？

「変な像を見つけたぞ」

「うわー、何それ。ちょっと気色悪いねウードさん」

　レイラが俺の方を見てそう言うので、まるで俺が言われたような気分になる。

　うん割れてしまっているし、こんなガラクタは捨てよう。

『ふむ、それは何かの魔導具のようだな。だが、既に魔力が宿っていないところをみると、既に価値はないだろう』

　ヘルメスもこう言っているのだし、もう使えないのであれば捨てといていいだろう。

　そう考えて、ぽいっと捨てた。

「わぁ。これはすごいですね」

　今度はマリアの声だ。

　手にはこぶし大の大きな魔石を持っている。

「核の中にあった魔石のようです。流石、ジャイアントウーズともなれば魔石の大きさも規格外ですわ」

「わぁ～、こんな大きな魔石を初めて見たよ！　キラキラして、綺麗だね」

「いいね～、これだけ大きければきっと高値で売れるんじゃない？」

　マリアが拾い上げた魔石を見て、クレスもレイラも目を輝かせていた。

　レイラは流石商家の娘だけあり、既にどのくらいの価値があるのかを頭の中で計算しているようだ。

　ちなみに、レイラは少し大雑把なところがあるが、決して頭の悪い子ではない。

　商家の娘に育っただけあり、それなりの教養は備わっている。

　他の二人が出来過ぎて目立たないだけだ。

　暫く辺りを調べるも、目立った戦利品はなかった。

　念のため、ジャイアントウーズによる被害を調べてみたが、素人目では目立った被害はないように見えた。

　取り込まれていた遺骸も殆どが動物の骨だったし、人間らしきものがなかった。

　人が襲われる前に討伐出来たのは幸いだろうな。

　細かい調査はあとでギルドが専門業者を雇って行うって言ってたし、俺達のクエストはこれで終了で問題ないだろう。

「討伐を証明する素材と魔石も回収したし、町へ帰ろう」

「はい！」

　三人の元気な返事を合図に、俺達は地下水道から町へ戻るのだった。




　――

　ウード達が地下水道を去ったあと、一組の男女がそこに現れた。

「やはりか。これは奴らの使う魔具だな。……まだこの町のどこかに潜んでいるかもしれない」

　そこに現れたのは、ウード達が三年前に会った銀髪の青年ヴァレスと、一緒にいたマーレ。

　二人はその魔導具を回収して、その場をあとにするのであった。




　――

　地下水道から出ると、エースがお座りして待っていた。

　俺達を発見すると、尻尾をふりふりして嬉しさ全開にしていた。

　最近はクレスが丁寧にブラッシングしているので前よりも毛艶がよくなり、ふわふわもふもふになっている。

　クレスもエースのそばまで駆け寄り、ぎゅうっと抱きしめる。

　うん、何とも微笑ましい姿だ。

　ひとしきりエースを撫でてから、おやつ代わりに干し肉をあげる。

　涎よだれを垂らしつつおねだりする姿は、狼というよりは犬に近いな。

『何とも嘆かわしい姿よな。狼と言えば、元は神獣の眷けん属ぞくであろうに』

「そう言ってやるなよ。俺はエースのおかげで狩りが出来るようなもんなんだよ。こういう時は甘えさせてあげないとな」

　クレスとエースの様子を眺めがら、ヘルメスと会話をしていると、マリアが不思議そうな顔で話しかけてきた。

「ウードさんって、たまにその蛇の魔獣にまるで話が通じているかのように話しかけていません？」

「ん？　そりゃあ、ヘルメスは言葉を話せるからな」

『…………』

　あれ、もしややっちまった？

　でも、これから一緒に冒険するんだしいいよね？

『……はぁ、好きにするがいいわ』

「えええええええっっ!?」

　マリアとレイラが驚きの声をあげた。

　あ、ちなみにクレスはこのことを知っているので、「あーあ、しょうがないなぁ」という顔で見ていた。




　――

「というわけで、こちら神獣のヘルメスさんです」

「何で、そんな大事なことを先に言わないんですか!!　今まで、結構失礼なことを言っていた気が……」

「ウードさんって、そういうところあるよね……」

「まぁまぁ、お父さんも悪気があったわけじゃないからね。許してあげて、ね？」

　マリアには怒られ、レイラには呆れられる始末。

　クレスが何とか宥なだめてくれるが、最初からこんな話をぺらぺらとするわけにはいかないので、仕方ないのだ。

「まぁ、正式にパーティーを結成出来たら話そうとは思ってたんだよ。なんせ、あの山の神様みたいなもんだしさ……。勝手に連れて来たってバレたら大事だろう？」

「それはそうですよ！　あの山の神様と言えば、この地を悪い神様から守っていたって有名な話があるくらいですよ!?　……そういえば、数年前に社の管理者が亡くなってから、社が老朽化してどうするかって町長が頭を悩ませていたみたいですが……」

　ぎくっ。

「まさか。その神様がここにいるってことは……」

　ぎくぎくっ。

「社、壊しちゃったんですか!?」

「いやっ、すまない！　あれは事故だったんだ。それに壊したんじゃなくて、壊れていたんだよ！」

　珍しくマリアが興奮して詰め寄ってくる。

　勢いに負けて、思わず謝ってしまう。

　しかし、数年放置されてたとはいえ、なぜ社がなくなっていたんだ？

『それは、我が説明してやろう』

　ヘルメスは、分身を通して言葉を伝えられる。

　言葉を発することも出来るが、基本はこうして頭の中に直接響くように語りかけてくるのだ。

　俺も本体である智慧の杖に触れている間は、言葉を発しなくてもヘルメスと会話が出来る。

　まぁ、ついつい癖で動いている分身の方を見て話しかけてしまうのだけど。

『あの社は、我を祀まつっていたのではなく、我をあそこに封じ込めるためにあったものでな……』

　ヘルメスからこの話は俺も初めて聞く。

　遥か昔に、あの山に傷を癒すためにやってきたヘルメスを従えていた神は、その身を休めるためにその地に結界を張り降り立ったのだという。

　やがて、その身が癒されるとヘルメスを置いて天に還ってしまった。

　残されたヘルメスは、まだ完全にその傷が癒えていなかったのでそのままその地で眠り続けていたのだが、ある時にヘルメス達を傷つけた者の手先がその土地の人間を利用して、ヘルメスを封印する建物を建てたのだという。

　それから外に出れなくなったヘルメスは、長い時をずっとその地の底で眠り続けていた。

　そんなある時、銀の星が二つ落ちた。

　一つは、その社の上に。

　もう一つは、山の向こうの森に。

　そうして、暫くしてから二人の人間が現れ、その地の底から出られたということだった。

「それって、俺とキールのことか？」

『そういうことだ。長い間封印されていたせいで、魔力が枯渇していたからな。本当にあの時は危なかった。改めて礼を言うぞ、ウード』

「わぁ、じゃあ結果的にウードさん達はヘルメス様を助けたことになるんですね」

『娘よ、既に我はウードと契約せし従魔だ。様などいらぬ』

「じゃあ、私もマリアと呼んでくださいね。ヘルメスさんっ」

　すっかりヘルメスを山の神だと信じ、打ち解けてしまうマリア。

　レイラは話が長かったせいか欠伸あくびをしているが、信じていないわけでもないようだ。

　ただ、怖れることもなく「じゃあ、よろしくねヘルメス！」と軽い感じで挨拶していた。

「そんなすごい神様だったんだね、ヘルメスって」

『正確には我は神でなく、神獣と言われるものだ。まぁ、人間からしたら大した差ではないのかもしれないがな』

「ふふっ、そんなすごい神獣がお父さんを守ってくれていたんだね。ありがとうね！」

　相変わらず、いい娘に育ったと思いながらもその銀色に輝く髪を眺め、先ほどの銀の星という言葉を思い出す俺だった。

「銀の星か……」

　もしかしたら、俺は天から落ちてきた星の子を授かったかもしれないなと、柄にもないことを思うのであった。




　地下水道のクエストを終えて、町へ戻ってきた俺達。

　まだ夕方に差しかかったばかりなので、ギルドは冒険者達で賑わっている。

「おう、ウードのおっさん。もう帰って来たのか？　流石に一日じゃ、見つけるのも大変か？」

「馬鹿おめー、あの養成学校の首席卒業様がいるんだぞ？　もう、倒して戻ってきたのかもしれねーじゃねーかっ、はっはっはっは！」

　今日分の稼ぎを終えたのか、先輩冒険者である者達が酒を飲みつつ俺達をからかう。

　ただ馬鹿にしているというよりは、先輩冒険者として冒険者稼業はそんな易しいもんじゃねーだろ？という、意味を含めて言っているみたいである。

　その証拠に、「俺らも新人の頃はよー」と昔話に華を咲かせている。

　しかし、当の俺はというと。

「ああ、そうだな」

　と軽い相槌を打つだけだった。

　俺は、『ええ、終わりましたよ』という意味で返したつもりだったが、反対の意味で捉えられたらしく『そうか、そうか。だが、そんなもんでめげるんじゃねーぞ！』とバンバン背中を叩かれた。

　うん、流石熟練の冒険者達だよ。

　叩かれた背中が結構痛い。

　いくら脅威度Ｄの討伐対象とはいえ町の地下だったし、一日でクエストを終わらせて帰ってくるのが普通だと思っていたが、そう思っていないと思われる周りの反応に少し戸惑いを覚える俺達。

（あれ、一日で終わったのってかなり早かったのか？）

『まぁ、討伐対象が脅威度Ｄのジャイアントウーズだからな。新人冒険者なら、初見で倒せるなんて思わないんだろう。それよりも、さっさと報告をしたらどうだ？』

（そういうもんなのか。まぁ、俺以外の三人が周りの期待以上の能力を発揮したってわけだな）

　周りにバレないように、ヘルメスとこそこそと話をしていると、クレスが不思議そうに顔を覗き込んできた？

「どうしたの、お父さん？　早く報告終わらせて帰ろうよ！　早く湯あみして、この汚れを落としたいの」

「あ、クレス！　どうせならうちに寄っていくといいわ。お風呂に一緒に入りましょうよ。うちなら一緒に入れるから」

「あ、ずるい！　わたしも混ぜてよ！」

　クレス達は下水も流れるあの地下水道でついた臭いを早く落としたいらしく、さっさと報告してきて欲しいみたいだ。

　そのあと、どうなるかは想像もしていなかったが……。

「お帰りなさい、ウードさん。首尾はいかがですか？　パーティーを組んで初めての本格的な依頼でしたし、大変だったでしょう。今日はどこまで潜れましたか？」

　冒険者ギルドには、クエストの受発注をしてくれる受付嬢が必ずいる。

　強者達を相手にするだけあり、ちょっとやそっとじゃ表情を崩したりはしない。

　そんな彼女の表情が、次の言葉で一変した。

「はい、いただいていた地図の通りに進んで対象を発見して、無事に討伐出来ましたよ。アドバイスもありがとうございました。いやー、助かりましたよ」

　にこやかな笑顔で、そう報告すると一瞬固まり。

「なるほど、討伐出来たんですね～。って、ええええっ!?　あ、いやいや、冗談ですよねウードさん？　もう、……一瞬信じちゃったじゃないですか。そういう冗談はダメですよ！　もう、ウードさんはそういう悪ふざけしないと思ってたのに」

　と可愛く怒る受付嬢に、再度本当のことを告げる。

「え？　いやいや、本当に討伐しましたよ。はい、これが素材と魔石です」

　そう言って、あの半透明の膜とこぶし大の大きな魔石が入った荷物袋を渡す。

　受付嬢は受け取るとすぐに中を確認し、それらをカウンターへ並べていった。

「……。あはは……、本当だー。本当にこれジャイアントウーズの素材と魔石ですね……。って、ええええええええええっ!?　脅威度Ｄですよ!?　それをたった一日？　しかも、皆さん全然怪我も装備の損傷もないじゃないですか！」

　普段そんな大きな声を出さない受付嬢の声を聞いて、なんだなんだと集まってくる冒険者達。

　皆娯楽に飢えているので、こういう時はすぐに集まってくるんだな。

　てか、俺の装備はほぼダメになったんだけどなぁ。

　クレス達のは、綺麗なままだからそう見えるのか？

「ヒュウ～ッ！　マジじゃねーか。あのデカ物を本当にやったのかよっ」

「おい、あの魔石の大きさ見ろよ。ジャイアントウーズの中でもかなりの大きさだぞ」

「たった一日で討伐!?　マジかよ。マジであの嬢ちゃん達はすげーんだな。噂以上じゃないか？」

　と、冒険者達が驚きの声をあげるのでカウンターがざわざわと騒がしくなってきた。

　そして、皆の視線は受付嬢に集まっていた。

　皆、『で、クエストは達成なのか？』と。

「あっ、はい！　ウードさん達のパーティー、『ジャイアントウーズ討伐依頼』を無事達成です!!」

　すると、周りの冒険者達から一斉に『おおおおおおおっ!!』と歓声があがった。

　そして、賞賛の嵐が巻き起こる。

「ウードさん、あんたんところの娘はすげーじゃねーか！　よかったな、これで誰もが認める冒険者だぞ！」

「ウードのおっさん、あんた頑張ったなー。また一つ、あんたの話がこの町に広がるぞ！　『冒険者を諦めなかった男ウード』ってな！」

「マジかよ、俺達ですらあんなの倒せないぜ!?　まさか、ウードのおっさん達に先を越されるとはなー！」

　と、クレス達を褒める人半分、冒険者として成果を上げた俺を称えてくれた人半分という感じだ。

　冒険者達に囲まれて、もみくちゃにされる（主に俺が）。

　しかし、この町の冒険者はいい奴ばっかりだな。

　冒険者になったばかりの頃は、『ウードのおっさん、いい歳して無理するなよ？』とよく忠告されたが、どうやら本当に心配して言ってくれてたようだ。

　言ってた冒険者本人が、いい笑顔で背中を叩いて称えてくれた。

　いや嬉しいけど、それ本当に痛いからねっ!?

　そんな冒険者達に俺は捕まってしまい、奢おごりだ飲めだの乾杯ラッシュに遭う。

　酔っ払いのおっさん達に付き合って貰うわけにもいかないので、クレス達はマリアの家に行って貰うことにした。

「すまんなマリア。クレス達を頼むな」

「いえいえ、私もクレス達に来て欲しかったので気にしないでください。ウードさんは、私達の分まで皆さんからの洗礼をきっちり受けて来てくださいね！」

　もう家には帰れそうにないので、俺は宿に泊まるとクレスにも伝えて、ギルドにいた冒険者達と酒場へ行くことになった。

「お父さん、……ほどほどにしてきてね？　明日も、し・ご・と、あるからね？」

「はは、ははは……、わ、分かったよ」

　若干、目が怖かったが、周りが奢ると言って聞かないので仕方ないのだよ。

　そう、これは不可抗力なんだ！

　と、自分を誤魔化しつつ誘ってくれた冒険者達と酒場へと流れていった。




　――

「ほんと、男の人ってお酒が好きなんだね。まぁ、今日くらいはいいけどね……」

「ふふふ、仕方ないわよ。あのウードさんだもの」

「そうそう、あのウードさんだもんな！」

　マリアとレイラが湯船に浸かりつつ、にやにやしながら含みのある言い方をする。

　髪を洗いながら、二人にそれってどういう意味って聞いた。

「前に言ったことがあるでしょう？　ウードさんは冒険者を諦めたけど、努力したおかげでちゃんとした生活を送れているんだって話。それを、皆が知っているって」

「うん、前に学校で教えてくれたよね」

「そうそう。だから、皆嬉しいんじゃないかな？　ウードさんが、本当は冒険者を諦めていなくて、努力し続けてきたから、あの歳でも一人前の冒険者になれたんだってね」

「ウードさんは、秀でたスキルを授からなかったですが、不思議な魅力がありますから。実は、皆ウードさんのことを慕っているんですよ？」

　レイラの話もそうだが、マリアの話はもっとびっくりだ。

　お父さんって、皆に慕われていたんだね。

　確かに、町でお父さんを嫌っている人を見たことはないし、意外と皆に声かけられるなとは思っていたけど。

「案外、あの蛇の神様もその不思議な魅力に引き寄せられたのかもね」

「あっ！　それはありそうね」

「ああー、確かにそうかもね。お父さん動物には異様に好かれるから、案外あるかも」

　女の子三人、お風呂に浸かりながらお父さんや自分達のこと、そして今後の目標や他愛のない内容まで話の花を咲かせていく。

　私達は卒業後、久々に三人で夜遅くまで盛り上がるのだった。




　――

　その頃、ウードは数人からひたすら酒を注がれたせいで酔い潰れていた。

　普段はあまりお酒を飲まないせいもあり、酔うのが早いようだ。

『全く、明日二日酔いになっても我は治療などせんからな？』

「え～、つれないこと言うなよ～。俺とお前の仲だろ～」

「がははははっ！　蛇にまで話しかけるのかよ、ウードさん。かなり酔ってんな！」

「おー、その蛇をテイムしてからウードさんのクエストこなす回数増えたよな？　なりは小さいけど、そいつはかなり優秀な奴なんだろう？」

「…………」

「ありゃ、もう潰れてるぜ。あっはっはっは」

『全く。これでは大事なことが伝えられないではないか……』

　ヘルメスはジャイアントウーズから大量の魔力を吸収したことで、新しいチカラに目覚めていた。

　ヘルメスは元々様々なスキルを持っていたが、長い年月を経て魔力を失いその大部分を失っている。

　こうやって、魔力を集めれば再び元のチカラを目覚めさせることが出来るのかもしれないと思うのだった。

『まぁ、この話はいずれするとしよう。今回は、チカラを取り戻せることが分かっただけでも大きな収穫であったな。しかし、神の贄サクリファスに銀の娘か。何とも、数奇な廻めぐり合わせよ』

　ヘルメスはそう呟きながら、酔い潰れたウードの頭を小さな羽でペシペシと叩くのだった。










パーティー結成




　マチスさんから受けた依頼を達成した翌日、クレスを迎えに行くのとクエストを無事に達成したことを報告しにマチス商会に来た。

　元々酒に弱いので潰れてしまったが、その分飲んだ量はそれほどじゃなかったので何とか二日酔いにならずに済んだみたいだ。

（卒業パーティーの時は、そこまで飲んでいなかったから平気だったんだな）

　宿屋までは一緒に飲んでいた冒険者に肩を貸して貰って帰ってきたらしいが、記憶が曖昧になっている。

　もう少し酒には気をつけないといけないなと反省した。

　というより、これがバレたらクレスに怒られそうだしな。

（ああ見えて、怒ると怖いからなクレスは）

『全く、浮かれ過ぎだぞウードよ』

（ははは、面目ない）

　いつも通りヘルメスと会話しながら待っていると、マチス商会の丁稚さんが迎えに来た。

「ウードさん、旦那様がお呼びです。こちらへどうぞ」

　案内されるまま、応接室に通された。

　しばらくすると、そこにクレスとレイラもやって来た。

「おはようお父さん！　昨日はちゃんと帰れた？」

「てっきり酔い潰れて、もっと遅く来ると思っていたわ」

　ぎくっ。

　クレスにおはようの挨拶をされて挨拶を返そうとしたら、すかさずレイラにキレのあるツッコミを入れられる。

　……相変わらず勘のいい子だな。

「おはようクレス、レイラ。ははは、そんなことはしないぞ？　ちゃんと宿屋に問題なく帰ったさ！」

『…………』

　嘯うそぶく俺に冷たい視線を送るヘルメス。

　頼む、今はそんな目で見ないでくれ。

　訝いぶかしむクレスの視線に、冷たい汗を流す俺だったが。

「おおー、ウードさん。よくいらした」

「ウードさん、おはようございます」

　マチスさんとマリアが応接室にやってきた。

　ふう、助かった。

「おはようございます、マチスさん。娘のクレスを泊めていただいてありがとうございました」

「いやいや、うちのマリアの友人なのです。いつでも泊まりにいらしてください」

　にこやかな笑顔で返答するマチスさん。

　何かとても機嫌がいいみたいだな。

「ありがとうございます。お風呂にも入らせていただいて、マリアとレイラとも沢山お話出来てとても楽しい時間を過ごせました！」

　クレスもマチスさんに改めてお礼を言う。

　レイラも『ありがとうございました』とクレスに合わせてお辞儀をしていた。

　うんうんと頷いてから、まずは座ってと手で合図するマチスさん。

「まずは、クエストの件ですが……。無事達成していただいたようですね。私からも感謝いたします」

　ん？　感謝？

　確かにクエストを持ってきたのはマチスさんだが、感謝されるとは思わなかった。

「実は、あのクエストですが……。依頼者は私なんですよ」

「えええっ!?　そうだったんですか？　でも、ギルドからは町からの依頼と聞いていましたが……」

「あの地下水道はですね、町の領主から我がマチス商会が管理を依頼されているのですよ。なので、あそこで何か事故でも起こると私の責任になってしまうのです」

　なるほど、どうりでマチスさんがクエスト書を持っていたわけだ。

　あれを偶然に選んだわけでもなかったんだな。

「もちろん、数人の息のかかった冒険者にも依頼をしていたんですが、中々空いている者がいなくて。そんな矢先に先日の話になったので、試験も兼ねて依頼したのです。おかげで大変助かりましたよ」

　流石この町を仕切っている大商人である。

　一つの依頼で二つのことを済ましてしまうあたり、頭のキレが凡人の俺とは違うみたいだ。

「ただ、ギルドからの報告を聞いて肝を冷やしました。まさか、そこまで育ったジャイアントウーズだったとは……。マリアに何かあったら、一生後悔するところでしたよ。改めて、ウードさん、そしてクレスさん、レイラさん、ありがとう。マリアもよく頑張ったね」

「ううん、私はまだまだだったわお父様。ウードさんが体を張ってくれなかったら、大怪我をしていたかもしれない。それに、クレスとレイラが一緒だったから倒せたのよ」

「なるほど、自分の力量を正確に確認することも出来たようだね。いい経験になっただろう？　これからは、守られているだけではダメなんだよ？　マリア、それがお前に出来るのかい？」

「ええ、もちろんよお父様。今回のお仕事でより自分の力で皆を助けたいと思ったわ。だからこそ、ここで諦めたり出来ない！」

　わがままは言うことがあっても、マチスさんに強い意志を持って主張するマリアはここ数年見たことがないかもしれない。

　それほど、彼女も真剣だということだろう。

「マチスさん、私からもお願いします。マリアは私達に必要なんです。治療が使えるからだとか、氷魔法が使えるからとかではなく、マリアだからこそ一緒に来て欲しいんです」

「うんうん。マリアがいないと、私達は結構突っ走るところがあるからね。マリアがいないと、きっとダメになるわ。お願いします、マチスさん！」

　クレスとレイラもマチスさんに改めて、パーティーにマリアを欲しいとお願いする。

　あのレイラが、真剣な顔で頭を下げている。

「ウードさんは、どう考えていますか？」

「もちろん、マリアさんは優秀な方です。どのパーティーでも欲しいという人材だと思います。でも、それ以上に三人を見ていて思いました。まるで姉妹なんじゃないかというくらい、息がぴったりなんですよ。何かあっても、俺が身を挺してでも守りますから、どうかお許しいただけませんか？」

　昨日の戦闘を見ていて思った。

　言葉で伝える前に、既に言われることが分かっているかのように動く三人。

　まるで熟練の冒険者達のように、意思疎通が取れていた。

　素人の俺が見ても、その連携は見事なものだったのだ。

　これ以上のチームワークは中々ないと思える。

「……分かりました、いいでしょう。そもそも、約束でしたからね。商人とは交わした約束は絶対に守るのが鉄則です。見たところ、四人とも大きな怪我をしていないようですし、合格としましょう。ただし、一つだけ条件があります」

「それは、何ですか？」

　クレスが、条件という言葉に食いつく。

「それはね、クレスさん。四人のパーティーのリーダーをウードさんがやるということだよ」

「え!?」

　レイラとマリアがこっちを見る。

　しかし、クレスだけがなぜかホッとした顔をしていた。

　すると一人の男が使用人の案内で部屋に入ってきた。

「よお、ウードさん久しぶりだな」

「君は……、ドリス」

「マチスさんから話は聞いたぜ。ウードさん達がこのクエストを失敗したら、俺達が受ける予定だったんだよ」

「なるほど、そうだったんだな」

　先ほど言っていた息のかかった冒険者の一人はあの時のドリスか。

　彼は俺よりも若いが、熟練の冒険者だ。

　このくらいのクエストなら、問題なくこなせるんだろう。

「お嬢ちゃん方、パーティーリーダーに必要なのは何か分かるかい？」

「えーと、冒険者としての強さとか？」

　ドリスの質問にレイラが答える。

「それも一つの基準だな。だがな、一番大事なのは心の強さだ。だから、パーティーリーダーは本人の強さが重要なんじゃない、むしろそれよりもパーティーを纏める力や、メンバーを守るための知識や度量がないとダメなんだよ。それを考えたら、ウードさんしかいないだろう？」

　そこで三人がなるほどと、頷いた。

「年長者だからというのもあるかもしれませんが、今考えれば一番に安全を考えていたのは間違いなくウードさんでした。そして、予期しない出来事が起こった時に、真っ先に体が動いたのもウードさんでしたし。ギルドでも詳しく話を聞いて、色々準備されていたのもウードさんでしたね」

　と、マリアが思い出したかのように呟く。

「そっかー。最初は、魔物の知識が豊富なクレスかマリアがいいかなと思っていたけど、今の話を聞いたら……。わたしはウードさんで異論はないわよ」

　レイラが真っ先に賛成の意思を告げる。

「私もそれで問題ありませんわ。ちょっと無茶する時もあるけど、ウードさんがいなかったら全員が無事ではなかったと思うの。だから、私も賛成ですわ」

　マリアも俺がリーダーになることを賛成する。

　そして、クレスはと目配せをした。

「私はもちろん賛成よ。だって、最初からそのつもりだったし、お父さんともそう話をしていたから」

　クレスはさも当然だというかのように返事をする。

　そうだ、そもそも変な虫がつかないようにするために俺がついて行くんだったな。

「では、決まりですね。ウードさんがパーティーリーダーとしてマリアが冒険者になることを認めましょう」

　クレス、レイラ、マリアが同時に「やったー！」と喜び飛び上がる。

　そしてマチスさんに、「ありがとうございます！」と感謝を伝えていた。

「ウードさん、これからは同業者なんだ。何かあったらいつでも頼ってくれよ！」

「それはありがたい、よろしく頼む」

　俺はドリスから熱い握手を求められて、ガシッと握り返す。

　こうして、マリアが冒険者になるのを許され、そのパーティーリーダーを俺がやることになるのだった。

「しばらくは冒険者として活動する拠点はカンドになるのでしょう？　でしたら、私が拠点となる家を提供しましょう。それと……」

　マチスさんは、マリアがパーティーに加わるということもあり、全面的に支援してくれると言ってくれた。

　いちいちサイハテ村に帰るのは時間がかかるだろうからと、余っている家を使わせてくれることになった。

　また、装備の補給もしてくれるそうだ。

　これは、注目を浴びている俺達がマチス商会の装備品を使っているとなれば、活躍をする度に宣伝になるからだと言っていた。

　流石、抜け目ない人だ。

　まぁ、半分以上は娘の安全のためであろうけど。

　ちなみに、家畜の世話はキールとサイハテ村の人々に任せることにした。

　キールは一人で何でも出来るようになっているし、村人達も前に家畜の世話を頼んだ時から、出かける度に仕事させろと言ってくるので丁度よかった。

　キールは、村の連中（特に奥様方）から気に入られているので、何かと世話を焼いてくれているみたいで心配はなさそうだ。

　もちろん、ずっと一人にしては寂しがるだろうから、定期的にクレスと一緒に帰るつもりだ。




　正式にマリアを迎えて、さっそく冒険者ギルドにパーティー結成の申請書を提出した。

　パーティーリーダーにはもちろんウードと記載して。

　俺的にはマチスさんとの約束もあるし、自分が一番歳をとっているだけだからと思っていたが、他の三人もその方が安心だと改めて言ってくれたのでそれでいこうとなった。

　やはり、ドリスの助言は大きかったようだ。

　そうそう、冒険者ギルドにパーティー結成を申請する際、必ずパーティー名が必要になると言われたんだが、いい案が浮かばず悩む羽目になったのだ。

　しかしあとでも変更出来るということで、仮で新しい星という古代語からとり『ラ・ステラ』とした。

　この命名案は、物語好きだというマリアだ。

『風魔法』のクレス。

『高速剣』のレイラ。

『治癒と氷魔法』のマリア。

　……そして、新人の『おっさんテイマー』の俺。




　こうして、新パーティーの『ラ・ステラ』は結成されたのであった。




　マチスさんに認められ、正式にパーティーを組んだ俺と、クレス、マリア、レイラ。

　拠点として家の提供を受け、俺の装備も新調して貰った。

　パーティーのリーダーには俺がなり、いよいよ冒険者として本格的な活動をすることになった。

　ジャイアントウーズ討伐を、俺達のパーティー『ラ・ステラ』が異例の速さで達成した件はすぐ町中に知れ渡り、クレス達の知名度と注目度が高くなっていた。

　そしてそのパーティーに俺がいるおかげで好奇の目が半分、驚きが半分といった感じで違う意味でも注目されている。

「それで、ウードさん。しばらくの活動目標はあるの？」

「そうだな。俺はクレスと他の町へ旅をするために冒険者になったんだけど、他の国の町の中に入るには依頼を受けてない場合はすんなり入れないんだ。だから、まずはＤランク冒険者を目指そうと思う」

　冒険者ギルドは、各国同士で取り決められていてルールが厳格に統一されている。

　その中に、ギルドタグは偽造出来ない魔法で印字されたものを利用するというのがある。

　そのため、このギルドタグというのは身分証明書代わりになるのだ。

　そして、Ｄランク以上の冒険者の情報は全ての国に通達する義務が課されている。

　他の国で犯罪を犯してしまうと、すぐに身元が割れるわけであるが、逆に恩恵として、どの国に行ってもＤランク以上の冒険者はタグを見せるだけで入国が可能なのだ。

　よって自由に国を行き来するには、Ｄランク冒険者になるのが一番いいのである。

　と、もちろんこれはマチスさんから教えて貰った知識である。

　ギルドにも確認したが、その通りだと答えてくれたので間違いない。

「なるほどね……。冒険者のランクには、そういう恩恵もあるんだね」

「ええ、そうですわ。商人なら、商人ギルドのタグに同じような恩恵がありますが、私達が今から商売を始めても、同じように国を行き来が出来るゴールドタグを貰うのには十数年はかかるでしょうね」

　ちなみに、商業ギルドのランクはプラチナ、ゴールド、シルバー、ブロンズの順になっていて、マチスさんはゴールドタグらしい。

　その上のプラチナとなると、王家御用達とかいう本当に上位の商人くらいしか持っていないとのこと。

　このランクも商人としての功績によって上がるのだが、簡単に言うとどれだけ稼いだかが基準になるという。

　一生をかけてもシルバーのままとかザラにいるらしいので、今から俺達が頑張っても無謀である。

「それでも早い方だろうさ。実際わたしの父は……。いや、そんなことは置いといてさ。じゃあ、まずはパーティー全員がＤランクを目指すということかな？」

「そうだな。クレスは幸い、既にＤランクになっているからあとは俺達だな。ジャイアントウーズを討伐したおかげで評価が上がっているみたいだけど、パーティーで討伐したからＤランクに上がるのには功績が少し足りないみたいだ」

「だからと言って、クレスみたいに一人でＤランクの魔物とか無茶な戦いはしたくはないよ？」

「レイラ。それ、やった本人を目の前にして言う!?」

「ウードさん、別に全員がＤランクになる必要はありませんよ？　私達はパーティーなのですから、パーティーとしての冒険者ランクをＤにすれば同じ恩恵が受けられるようになりますわ」

　なるほど、パーティーを正式に組むとそういうメリットも生まれるのか。

　ちなみに、『ラ・ステラ』のパーティーランクはＥランクだ。

　これは、ジャイアントウーズを討伐達成と、パーティーメンバーの平均ランクを勘案して決定されたらしい。

　新人ばかりのパーティーとしては、かなり異例だという。

　他の卒業生達は全員Ｅランク冒険者なのに実績が低いということで、パーティーランクはその下のＦランクだと言っていた。

「まずは地道に依頼をこなしていくしかない。まだ始めたばかりだし、焦って失敗したら元も子もない。大丈夫、この四人でやれば何とかなるさ」

　年長者らしく、余裕ぶってそう言うも。

「そんなことを言っている、ウードさんが一番無茶しているんだけどね～」

　と、悪戯っぽい顔をしたレイラにからかわれるのだった。

「もう、レイラったら！」

「あはははっ」

　こうして、俺達『ラ・ステラ』の活動は始まったのだ。




　――

　まずはパーティーとしてＤランクを目指しつつ、小さな依頼から、近隣の討伐依頼などを卒なくこなしていった。

　それこそ、どぶさらいからスライム討伐、ゴブリンの討伐、オーク討伐およびの肉の調達、薬草採取や護衛任務などなど。

　順調に評価が上がり、そろそろランクが上がりそうな時であった。

　ウード達のパーティー『ラ・ステラ』に討伐依頼が舞い込んできた。

「ゴブリン退治ですか？」

「はい、それも集落の可能性が高いです」

　内容は、最近見つかった大きな地下洞窟にゴブリンの集落があるのが分かったので、大きくなる前に討伐して欲しいというものだった。

　ゴブリンは、単体では脅威度Ｇランク以下の最下級魔物となるが、集団となると一気に危険度が上がる。

　まして、大きな集落ともなればＤランク相当となるのだ。

　さらに集落の中に上位種のホブゴブリンに進化したものや、ゴブリンロード、ゴブリンキングなど高位種などが現れた場合は脅威度がどんどん上がっていく。

　そうなる前に、早めに討伐するのが通例となるらしい。

　今のところ、ホブゴブリンは見かけないため上位種が生まれていないと思われるので、今のうちに討伐することになったのだという。

「まぁ、今更ゴブリンとかなら楽勝じゃない？」

「レイラ、そんなこと言って油断したらダメよ？　あいつらは狡猾で残忍な性格。下手をして捕まったりしたら無事では済まないわ」

　レイラがあんな雑魚は目を瞑つむっても倒せるくらいの勢いで言うが、マリアがそれを窘たしなめた。

　過去に自分も経験しているのもあり、条件が悪ければ熟練の冒険者でも後れを取るのを目の当たりにしている。

「そんなに警戒するほどなのかなー」

「レイラ。冒険者ギルドの人の話では、私達駆け出しの死亡率が一番高いのはゴブリン討伐らしいわ。既に小隊規模は討伐したことがあるけど、集落レベルは初めてでしょう？　だから決して油断すべきじゃないよ」

「はいはい、分かったよー。二人してそんなに怖い顔しないでよぅ……」

　流石のレイラも、クレスにまで窘められれば白旗を上げるしかないみたいだ。

　ここでもお姉さん気質を発揮しているクレスだった。

「まぁまぁ。俺も冒険者になったばかりで偉そうには言えないけど、慎重に行って損することはないさ。皆ならもっと強くなれるだろうし、まずは確実に準備はしておこう」

　この時は俺もそこまで心配はしていなかった。

　まさか、あんなことになるとは……。










クレス覚醒




　ギルドから依頼された依頼の内容は、ゴブリンの住処になっていると思われる大きな洞窟だった。

　数日前に、薬草採取で訪れていたＦランク冒険者が見つけたらしい。

　何匹ものゴブリンが行き来しているから、中には集落が出来上がっていると思われる。

　大規模な集落に発展すれば街道を襲ったりする恐れもあり、そうなる前に、討伐して欲しいという内容だった。

　最近精力的に活動していたのと、ジャイアントウーズを討伐した実績を買われて、俺達を指名しようとギルド内で名前が挙がったらしい。

　ちなみに、指名されたクエストを達成すると通常のクエストよりも評価が上がるらしく、これをクリアすればＤランク昇格間違いなしですよと、ギルドの受付嬢に言われた。

　こちらとしても願ったり叶ったりなので、すぐにクエストを受諾して出発した。

　カンドから馬車で一日半かけてやってきた俺達は、洞窟から少し離れたところに馬車を留めて、エースを見張り番にした。

　食事を軽く済ませてから、諸々の準備を済まし、さっそく洞窟の調査を開始した。

　洞窟の入口には、見張りのゴブリンが数匹入れ替わりつつ警戒している。

　これは、見張りを立てられるくらい規模が大きい集落になっているということだ。

　ここに来る前に、ギルド職員からゴブリンの集落について詳しい話を聞いてきた。

　十～二十匹くらいでは、見張りを立てる集落は殆どなく、見張りがいた時点でそれ以上の規模になっているということらしい。

　さらに、見張りが武装している場合は上位種がいる可能性があるので、最初は偵察のため入口付近である程度戦闘をしたら一旦引き返すように言われている。

　さらに、見張りがホブゴブリンだった場合は、中にいる最上位種はゴブリンロードもしくはゴブリンキングとなるので、その時点で高位ランク冒険者の討伐隊を出すレベルになる。

　その場合は、戦闘せずにすぐに引き返してギルドに報告するようにと言われている。

　今回は、武装しているゴブリンとはいえ木を削ったこん棒などの簡易なものだった。

　なので、状況とギルド職員の話をすり合わせると、上位種はいないが集落としては三十匹以上はいるということになる。

　この時点で脅威度はＥランクだ。

　つまり既に油断出来る状況ではなくなったわけだ。

「結構大きな集落になってそうだな」

「そうだねお父さん。でも、持っている武器や防具は粗雑なものだから、中規模ってところじゃないかな？」

　クレスも概ね俺と同じ考えのようだ。

　それにレイラとマリアも同じ意見だと頷き返す。

「まずは様子見で入口を制圧しよう。そこを起点にして、徐々に中に進んでいく」

「わたしは異議なし！」

「はい、問題ありませんわ」

「うん、じゃあ前衛は私とレイラ。マリアは真ん中で支援をよろしく。お父さんは殿しんがりをよろしくね」

　すっかり冒険者らしくなったクレスを見て、逞たくましく育ったなと涙腺が緩みそうになるが、まだ始まってすらいないのでグッと堪える。

　歳を取ると涙もろくなるって誰かが言ってたが、本当のようだな。

　まずは、こっちに注意を向かせるために石ころをぽいっと投げる。

　コロン。

　ギャギャッ!?

　落ちた石ころを見て、警戒しつつ近づいて来る見張りのゴブリン。

　その頭を目がけて、俺が弓矢を撃ち放つ。

　シュゥ！　ドスッ。

　うん、うまく頭に命中。

　一撃で仕留められたようだ。

　我ながらいい腕だ。

　もう一匹いたゴブリンが警戒する声をあげようとするが、悲鳴をあげる間もなく素早く近づいたレイラに一撃で首を落とされる。

「よし、おっけーだよ」

　しかし、その物音に気づいた他のゴブリン達が洞窟の中から五匹ほど出てきた。

　どれも同じように粗末な装備しかしていない。

　若干痩せているようにも見えるな。

「ちぇっ。もう気づいたの？　ええい、やー！」

　レイラが毒づきながらも二体のゴブリンを瞬時に仕留めた。

　ゴブリン如きというだけあり、レイラの力量の前ではゴブリン程度ではなす術がない。

　隣でクレスも危なげなく残りの二体を仕留めた。

　しかし、残りの一体を討ち損じてしまい、一目散に中に逃げ込んでいってしまった。

　ギャッギャギャギャギャー！

「あっ、まてっ！　ううっ、逃げられたね」

「くーっ、逃げ足だけは早いんだから」

　打ち漏らしてしまい、悔やむクレスと毒づくレイラ。

　マリアはというと、魔物とはいえ血を流し絶命した魔物に顔を青くしていた。

　動物系の魔物なら平気なのだが、どうも人の形に近い魔物の死体は苦手のようだ。

　そろそろ慣れて欲しいところではあるんだけど、こればかりは本人次第なので待つしかない。

　なるべく視界から早く消えるように、それぞれの死体から魔石を抜いて処理する。

　ゴブリン肉は食べても不味いらしいので、肉食のペットの餌か、他の肉食獣をおびき寄せる撒き餌にしかならない。

　ひとまず入口前は安全になったので、馬車を近くまで持ってきて、エースも呼び寄せた。

　ゴブリン単体なら、エースの方が強いので問題ないだろう。

　ゴブリンから比較的柔らかいところを切り取ってエースに与えて、それ以外は穴を掘って埋めてしまう。

　外から魔獣が入り込んでも厄介だからね。

　さて、中に突入する準備は出来上がった。

　逃げたゴブリンが今頃仲間を呼びに行っているだろうが、どうせ駆除しないといけないのだ。

　前から来る分には好都合だ。

　もし捌き切れない数になったらこの入口まで戻ってきて、態勢を整える手筈にした。

　そうならないように、なるべくスムーズに討伐していかないとだな。

　クレスとレイラの二人ならそのくらい楽にやってくれそうだが。




　――

　中に入ってすぐに、ゴブリンはわらわらと出てきた。

　それからひっきりなしに襲っては来るが、どれも装備が貧弱なので相手の攻撃を受ける前に倒してしまっている。

　打ち合いすらないのだから、剣筋が綺麗な二人の場合なら刃こぼれすら起きていない。

　それどころか、剣に一滴も血がついていないのだ。

　いや、どんだけすごいの君達!?

　クレスもすごいと思っていたが、レイラの剣技も改めて見るとかなりすごいんだな。

　今までそれほど大量の敵を相手にするところを見たことがなかったので、ここまでの腕だとは気づかなかった。

　しかし、いくら巣の中に侵入されたとはいえ、このゴブリン達の必死さは何だろう？

　どのゴブリンも逃げ出すどころか、必死の表情でこちらに襲いかかってくる。

　まるで何かに怯えた獣のように……。

　森で狩りをしていると、たまにこういう獣に遭遇する。

　普段はそこまで好戦的じゃないのに、遭遇した瞬間から殺気立っている獣だ。

　もちろん、狩りをするために行っているのでしっかり仕留めるのだけど、そのあとにその理由が判明する。

　大抵は、飢えた熊や魔獣がやって来た方向から現れるからだ。

　嫌な汗が流れる。

　――まさか、こいつらは……。

「クレス、レイラ！　もしかしたら、こいつら……」

　そう言いかけた時だった。

　突然奥から、聞いたことのない雄叫びが響き渡った。

　グオオオオオオオオオオオオ!!

　前にいたゴブリンを吹き飛ばし、その後ろから大きな体と屈強そうな体を持つ魔物の集団が現れた。

　その丈は俺の一・五倍はあり、凶悪そうに口からは牙が覗いている。

　手にはゴブリンが持っていた倍ほどもあるこん棒が握られており、目はギラギラと獰どう猛もうにぎらつかせていた。

　吹き飛ばされて壁に激突したゴブリンは、頭から血を流しそのまま絶命したようだ。

　大柄の魔物の一体が、その頭にかぶりついて喰らっていた。

「うえええ。ゴブリン丸かじりかよ～」

「そんなことより、この魔物達はっ！　皆、オーガだよ！」

　オーガ。その脅威度は単体でランクＥ、集団で現れたらランクＤ以上となる。

　集団といっても、それほど大勢で現れることは少ない。

　今回も、現れたのはオーガが六体ほどだが、それでも脅威度がＤランクとなる。

　オーガは動きは愚ぐ鈍どんだが、その怪力とタフさが特徴の魔物である。

　群れからはぐれた一体のみでも、冒険者のいない村などが襲われたらひとたまりもない。

　肉があるものを何でも喰らう悪食で、人や家畜を喰らうので発見されたらすぐに討伐対象となる。

　ちなみにこちらもあまり加食向きじゃない（ようは、不味い）。

　しかも、素材となる部位も少なくせいぜい大き目の魔石を持っているくらい。

　だから、腕の立つ冒険者しか好んで相手にはしないのだ。

　しかし、この状況は拙まずいな。

『ウードよ、一旦、町に戻って救援を求めた方がいいのではないか？　今のお主らでは、勝てなくもないが無事では済まんぞ』

　確かに、いくら何でも複数のオーガを、しかもこんな狭い洞窟で相手にするのはかなり分が悪いだろう。

　すぐに撤退を指示しようとした、その時だった。

　ガガガガ……。

　ゴゴゴゴゴ……ゴウン。

　重い地鳴りのような音を立てて、なんと後ろの道が塞がってしまった。

　そして、さっきまで壁だったところがぽっかり穴が開いて、そこから一体のオーガが現れた。

　ウガアアアアアッ!!

　力任せに振られたこん棒は、マリア目がけて振り下ろされる。

　突然の出来事に、目を見開いて動くことが出来ないマリア。

「マリアッ!!」

「させるかああああっ！」

　咄嗟にレイラがオーガとの間に割って入るが、マリアごと吹き飛ばされてしまった。

　しかし流石と言うべきか、あの一瞬でオーガの腹部に横一文字の大きな傷を作っていた。

　ドバっとそこから血が流れる。

　ガアアアアアッ!!

　怒り狂うオーガ。

　乱暴にこん棒を振り回しながらも、さらに襲いかかってくる。

　マリアは今の一撃で壁に激突してしまい、意識を失ったようだ。

　そのマリアを庇うように、フラフラとしながらも立ち上がるレイラ。

「う……く……、やらせないよっ!!　『高速剣』！」

　レイラが無数に見える剣閃を煌かせ、オーガを切り刻んでいく。

　オーガはそれに構わずレイラに突進していった。

　その結果。

「がああああっ!!」

　グゴオオオオっ!!

　レイラは強烈な一撃を喰らってしまい、再び吹き飛ばされた。

　だが、オーガも無数の傷を負い全身から血を噴出している。

　そして……。

　バターンとオーガは仰向けに倒れて、絶命したのだった。

「ぐ……、あ……」

「レイラ！　今治療するからな！」

　あまりの突然の出来事に我を忘れかけていたが、すぐにレイラとマリアに駆け寄りヘルメスの『治癒』の力を使う。

　しかしオーガの一撃が効いてしまったらしく、レイラもそのまま意識を失ってしまい動けなくなるのであった。

　マリアも、気を失ったまま目を覚ます様子はない。

　少し離れたところでも、剣と硬い木がぶつかる音が聞こえた。

　クレスがオーガ達と戦っているようだ。

「クレスっ！」

「お父っさんっ！　こっちは、何とか、抑えるから！　……二人をお願いっ！」

　思わず駆け寄りそうになるが、その前に必死に戦うクレスから止められる。

　二人を先に治療して欲しい、と。

　既にヘルメスによる『治癒』で殆ど傷は塞がっている。

　しかし、打ちどころが悪かったのか、二人ともすぐには目を覚ましそうになかった。

　このままでは、撤退するのは難しい。

　しかも、退路は先ほど塞がれてしまっている。

　流石にあの岩で出来た壁を動かす自信はなかった。

　そうなると、迂う回かい路ろを探すしかないが、道は突然オーガが現れた時に出来た道か、今クレスが戦っているオーガ達の後ろにある道か、どちらかしかない。

　当然、オーガ達の後ろの道に続くのはゴブリンの集落と思われていた場所に繋がっている。

　しかし、新たに出来た道はどこに繋がっているかも分からない。

　二人も戦闘不能の状態では、ゆっくり探索も出来ないが、さらに敵がいると思われる方に進むのも自殺行為に近い。

　どちらにしろ、このオーガ達をどうにかしないと今の状態では撤退すら不可能だろう。

「『加速』！　いくぞぉぉ！　はあああああああっっ!!」

　風魔法の『加速』を使い、高速移動を繰り返しオーガを翻弄するクレス。

　オーガの力任せで大雑把な攻撃をくぐり抜け、一撃一撃を確実に入れていく。

　しかも、その殆どが急所を狙っての攻撃だ。

　右目を斬りつけて視界を奪い、次の手で死角から首筋を狙って切り裂く。

　さらにその隣のオーガを蹴りつけて、踏み台にして後ろのオーガの胸を一突き。

　それでさらに二体目が倒れた。

　素早く剣を引き抜くと、今度は低い位置で回転しながら一閃し、オーガの足を斬りつけた。

　バランスを失ったオーガに対し、わき腹から一突きしその鼓動を止めた。

　一分にも満たない時間で三体を見事倒したクレス。

　しかし、残った三体が黙って見ているわけがない。

　怒り狂うわけでもなく、今度は連携するかのように二体同時にこん棒を振り下ろしたかと思うと、時間を空けてさらにもう一体が襲いかかってくる。

　どうやら、一撃でもまともに当てればクレスに勝てると思っているようだ。

　その考えは合ってはいるが、そもそもクレスに当てられずにイライラしているように見えた。

『ほう、流石クレスだな。『加速』を使った状態では、愚鈍なオーガでは当てることすら出来ぬか』

「だけど、それも魔力が残っている内だけだ。ヘルメス、何とかならないのか？」

『我が戦闘に加わっても、邪魔になるだけで大した戦力にならんよ。お主にあのオーガの皮膚を貫通するだけの力量がなければ、そもそも突き刺すことも出来ぬしな』

　杖を奥深くまで刺すことが出来ないと、魔力を吸い取るのも難しいみたいだ。

　そうなると、俺が弓矢で攻撃するくらいしかないが、それこそクレスに当たるかもしれないので、下手なことは出来ない。

『向こうから突っ込んでくれでもすれば、刺さるかもしれんがな？』

「そんな馬鹿なこと……。いや、それだ！」

　オーガはそのタフさからか、自身が傷つくのを恐れないで攻撃をしてきている。

　先ほどの連携も、防衛するというより、より攻撃を当てやすくするためのように見えた。

　その証拠に今もクレスの攻撃を躱すことをせず、力いっぱいこん棒を振り下ろしている。

　そう、手加減した攻撃をする様子が見られないのだ。

「いくら皮膚が硬くても、自分自身の力に耐えられるほどじゃないだろう？」

『そんなこと、失敗したら大怪我じゃ済まんぞ？』

「大丈夫、こう見えて結構目はいいんだぞ？　それに、このままでは皆あいつらの餌になってしまう」

　さっきのゴブリンだったものの残骸の方に目をやる。

　負ければ自分達の末路も、アレになるということだ。

　それだけは絶対にさせない！

　クレスは大量に汗を流しつつ、既に限界に近い状態でなおも交戦している。

　オーガ達はイライラを募らせているものの、まだまだ体力を残しているように見えた。

　チャンスは一度きり。

　失敗すれば流石のオーガにも警戒されてしまい二度と同じ手は使えない。

　しかも、先に俺達を狙うようになってしまい、そのまま全滅もありえる。

「ヘルメス、やつらの動きを教えてくれ」

『本当にやるのか？　……仕方ない、気取られるなよ？』

　スチャッと杖の尖った先の方を槍のように前に構えて、ヘルメスの声に耳を傾ける。

　クレスは三体相手に攻めきれず、次第に手数が減ってきている。

　グオオオオオオオッ！

　グガアアアッ！

　二体のオーガが雄叫びと共に、左右同時にクレスに攻撃を仕掛けた。

　そして、その後ろからもう一体のオーガが目をギラつかせながらクレスの隙を狙い、今まさに渾身の一撃を繰り出そうとしていた時だった。

『今だ！　真ん中の奴を狙って突っ込めっ！』

「うらあああっ！　クレス避けろおおっ!!」

「お父さんっ!?」

　杖の尖った先を前に構えたまま、力いっぱい握りしめて一番後ろのオーガに突撃した。

　クレスは咄嗟に俺を避けつつ、右側のオーガに体当たりしつつ魔法を繰り出した。

「『電撃』!!」

　グガガガガガッガッ!!

　そして、俺が突っ込んだオーガは構わずにそのこん棒を振り下ろした。

『今だ、杖の先を上に向けるのだ！』

「おらああああっ！」

　言われたまま、そのまま杖の先を上に向ける。

　すると、丁度そこにオーガの腕がものすごい勢いで振り下ろされた。

　その勢いで、智慧の杖の先がオーガの腕に深々と突き刺さる。

　俺は勢いに負けて、杖を離してしまい地べたに打ちつけられた。

　ガアアッ!!

　オーガは痛みに顔を一瞬顰めるも、そのくらいの傷を気にしないというように杖が刺さったまま、今度は俺を狙ってこん棒を振り下ろそうとした。

　その時。

『そのままやらせると思っとるのかデカブツめっ！『吸魔』!!』

　カッっと杖が光り、オーガの持つ魔力を急速に吸収していった。

　オーガから力が抜けるまで、ほんの数秒だった。

　グラリとオーガがよろける。

「クレスっ！」

「分かってる！」

『電撃』で行動不能にしたオーガを蹴り飛ばして、すかさずもう一体のオーガの頸を狙う。

　一対一なら今のクレスならオーガの勝負は見えたようなものだ。

　ズシャッ……ドスン。

『加速』をかけたままのクレスの動きについて行けず、もう一体のオーガの首はあっけなくその胴から滑り落ちた。

　そして討ち取ったオーガを踏み台にして軽く『飛翔』し、その勢いのまま魔力を失ってフラついているオーガの首も一閃して刎ねた。

　そして最後に『電撃』で行動不能に陥っていたオーガの胸に深々と剣を突き刺して、その息の根を止めることに成功するのだった。

　はぁ……はぁ……。

　クレスの上がった息遣いが辺りに木霊こだまする。

　やった……のか!?

「うおおおっ、クレス流石は俺の娘ぇ～っ!!」

「お父さんの馬鹿っ!!」

　感激のあまり、クレスに抱きつこうとするがその前にお叱りを受けてしまう。

　あれっ、おかしいな。

　こういう時は感動のシーンになると思ったんだが。

「どうしてあんな無茶したの!?　いくら押されていたからって、下手したらお父さん死んでいたかもしれないんだよっ!?」

「いや、でもだな。あのままだとクレスが……」

「お父さんが死んだら、私は……私はどうしたらいいのっ!?　嫌だよ、そんなの」

「す、すまん……」

　少し涙目になったクレスに申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　確かに、イチかバチかの賭けに近かったからな。

　だがクレスのあの動きは、俺が何をしようとしているか咄嗟に分かったように見えた。

　我が娘ながら、流石としか言いようがないな。

「だが、それでも俺を信じてくれたんだな」

「最初は、本当にそのまま体当たりするかと思ったけど、腕を目がけて杖で刺そうとしたのが見えたから……。だから、一瞬なら動きが止まると思ったの。でも、まさかそのまま動けなくなるまでとは思ってなかったわ……。あれは、ジャイアントウーズを討伐した時のチカラ？」

「ああ、ヘルメスの『吸魔』だよ。俺の力だけじゃ刺さらないとは思ったからな。相手の力を利用すればいけると思ったんだ」

　その話を聞いてクレスは、感心するというよりも呆れた顔をしながら「お父さんって、たま～にそういう無茶をするよね」と言われてしまった。

「でも、ありがとうお父さん、ヘルメス。おかげで何とか切り抜けられたね」

「ああ、早くレイラとマリアを連れてここを脱出しよう。こんなところにオーガがいるなんて異常事態だ」

「そうだね……。この辺に出るだなんて聞いたことないものね」

　なぜか嫌な予感が止まらない。

　オーガ達を倒した俺達は、脱出するためレイラとマリアのところに戻ろうとした。

　――その時だった。

　ズシンッ……ズシンッ……ズシン……。

　オーガ達がやって来た方から、大きな足音が近づいて来る。

　急いで、倒れているオーガから智慧の杖を引き抜いて後ろに下がる。

　クレスもまだ肩で息をしながら、その音が来る方を見ていた。

　そして暗くてよく見えない暗闇の中から、徐々にその姿を現していく。

　現れたのは、さっきのオーガ達よりも一回り大きい。

『ガハハハハハッ！　面白い小娘がいたものだな。手下どもが人間をどう料理したのか見に来た筈がまさか全部やられちまってるとはなッ。キサマら、生きて帰れると思うなよッ!!』

　なんと、そいつは人語を話す巨大なオーガだった。




　突如現れた巨大なオーガ。

　その雄叫びだけで、天井が震えている。

　この洞窟は、天井は高めに掘られているようで、さっきのオーガでもこん棒を振り上げるだけの余裕があった。

　しかし、このオーガは頭が天井につきそうなくらいデカい。

　しかも、その手には大きな剣が握られており、さっきまでのオーガとは明らかに違っていた。

「な、なんじゃありゃ……」

「お、お父さん。何あれ……」

　その図体だけでも驚愕なのだが、人語を話しさらに何か黒いもやみたいなのを纏っている。

　流石のクレスも、その風貌に気圧されているようだ。

『な、何だとっ、あやつはオーガロードだ！　しかもあの異様な雰囲気は……もしや!?　いかん、お主らでは勝てぬ。早く逃げるのだ！』

　徐々にゆっくりと近づいてくる巨大なオーガ、いやオーガロードか。

　しかも、悪夢はそれだけでは終わらない。

　後ろには、手には粗悪ながらも剣を武装し、頭には錆びた兜を装備したオーガ達が三体現れた。

　グオオオオオオオッ！

　オーガロードの前に出て、こちらを威嚇してきた。

　その目は獰猛かつ、俺達を獲物としか見ていない獣の目だ。

「逃げるったって、どこにだよっ！」

『今『神の目』で、脱出経路を探索している！　あのマリアを襲ってきたオーガが来た方は……。くっ、ダメか、行き止まりだと!?　あのオーガはどうやって出てきたのだ!?』

　逃げろと言ったヘルメスから、逃げ道はないと知らされて絶望的な気分になる。

　しかし、ここで諦めるわけにもいかない。

　クレスはもちろん、レイラもマリアもこんなところで死なせるわけにはいかない。

　何としても、ここを切り抜けてこの子達を無事に帰さないといけない。

　まずは、あの武装しているオーガ達をどうにかしないとだ。

「クレス、俺が囮おとりになる。だから、あのオーガ達を一体ずつ倒すんだ」

「で、でもお父さん。あんなの、勝てるわけないよ……！」

　オーガロードのその異様な雰囲気に呑のまれてしまい、怖おじ気けづくクレス。

　まだ十五歳の少女なのに、正気を保っているだけでも褒めるに値する。

　しかし俺では傷つけることすら出来ないので、自分でも情けないがクレスに頼るしかないのだ。

　せめてレイラが意識を取り戻してくれれば、勝機がありそうなんだが。

　じりじりと詰め寄ってくるオーガ達。

　その後ろで、下げ卑びた顔でニヤつくオーガロード。

『さあ、やれお前達！』

　そう言うと、オーガ達が襲いかかってきた。

「くそ！　やらせるか!!」

　傷をつけられなくても、牽けん制せいくらいなら！

　そう思い、智慧の杖で何とか剣を受ける。

　ギイイイイイインッ

　幸い、こん棒よりも重量が軽いせいか何とか受け流せた。

　振り下ろす速度は中々のものだが、そもそも大雑把な攻撃のため、完全に躱せなくても何とか受け流せている。

　長くは持たないだろう。

　だがこの隙を突いて、クレスが倒してくれれば……。

「え、お父さんっ!?　……私は馬鹿なの!?　こんなところでお父さんを、友達を失うわけにはいかないのに、呆けている場合かっ!!」

　バチーンと自分の両頬を叩き気合を入れると共に、恐怖を打ち消すクレス。

　すぐさま、剣を構え直しオーガに飛びかかった。

「せええええいっ！」

　俺に向けて剣を降ろすオーガ目がけて、目にも止まらない速さでその背中を斬りつけるクレス。

　一撃で倒すまでは至らなかったが、深手を負わせることに成功した。

　グアアアアアアッ!!

　怒り狂い、剣を振り回すオーガ。

　仲間のオーガも、その様子を見て目に怒りの色を灯す。

　だが冷静さを失った相手の攻撃などクレスにとって児戯に等しいだろう。

　難なく躱し、さらに追撃を仕掛ける。

　しかし、その時。

『やはり、この銀の娘が邪魔なようだな。小こ癪しゃくな。これでも食らって大人しくしろっ『グラウンドスピア』！』

　なんと、オーガロードが土魔法で作った数本の槍を放った。

　は？　オーガって魔法使えんの？

　って、言ってる場合じゃない！

「クレス!!」

　あ、やってしまった……。

　すまん、クレス……。

　俺は咄嗟に前に出て、クレスを襲う魔法から守るため、身を挺してしまったのだった。

　これは……、流石に無理かも。

　ドスドスドスッ……ドサッ。

「お父さんっ!?」

　そして、俺は床に血だまりを作りそのまま倒れるのだった。




　――

　お父さんは、私を庇い全身から血を流し倒れた。

　お父さんが流した血で、辺りにどんどん血だまりが出来ていた。

　相手は武装したオーガ達。

　その奥には、彼等の王であるオーガロードが下卑た顔でニヤついていた。

　彼等の目には、もはや獲物を捕らえたという余裕すらうかがえる。

　このままでは、お父さんが死んじゃう。

「ああっ……、お父さん！　お父さんが死んじゃうっ！　いや、いやぁぁぁっ!!」

『落ち着け娘。ウードは我が何とかする！　だが、このままでは、全員奴等にやられてしまうぞっ！』

　取り乱す私を小さなヘルメスが宥める。

　お父さんの治療は、ヘルメスがやってくれているみたい。

　よく見ると少しずつ傷が塞がっている。

　でもヘルメスの言う通りだ。

　一命を取り留めたとしても、あのオーガ達をどうしにかしないと状況は変わらない。

　何とか、何とかしないと！

　マリアもレイラはまだ動けない。

　先ほどのオーガ達の強襲を受けて、意識が朦朧としているようで起き上がれない。

　今動けるのは私だけだ。

　このままでは、皆死んじゃう。

　大事な友達のマリア、レイラ……　そして大好きなお父さんがっ!!

「そんなの、そんなの嫌だあああああああああああああああっ!!」

　私は吼ほえた。

　今まで活を入れる為に叫ぶのはあっても、ここまで感情を露わに絶叫したことなど生まれて初めてかもしれない。

　でも、叫ばずにはいられなかった。

　大好きな人達の命がここで尽きるかもしれない。

　そんなこと、私には許せる話でなかった。

「うああああああああああああああああああああ!!」

　その時、私の中の何かが弾ける音がした。

　自分の中で魔力がマグマのように滾たぎぎり、激流のように激しくうねるイメージが呼び起こされる。

　余剰となった魔力が体から溢れ出し、私を銀色の光が包み込んだ。

　その時だった。

『クレス……。クレス……。大丈夫よ、私が貴女を助けてあげる……』

　突然、辺りの景色が止まる。

　まるで時間が止まったかのようだ。

　そして突然現れた、優しい顔をした大人の女性がそっとクレスを抱きしめた。

「あなたは誰……？」

　私がそう問いかけるも、その問いには答えてくれなかった。

　その代わり、優しい笑みを浮かべて応えた。

『愛しき娘、私の可愛い子。このチカラは私からの最期のプレゼント。受け取って、これは私達一族の最期の希望……。私達は、ずっと貴女を見守っているから……』

「え……、おかあ……さんなの？　待ってっ、私は――」

　初めて見た筈なのに、私はすぐに理解した。

　美しい長い銀髪、同じ金色の瞳。

　どことなく自分の顔に似ているその人が何なのかを。

　そして時間は再び動き出す。

『グッグッグ、その倒れているニンゲンの男。歳を食ってるのに、なぜかうまそうな匂いがするな。お前達、ソレは俺に残しておけ。先に、アノ娘を狙うのダ！』

　お父さんの血の匂いを嗅いで、涎を垂らすオーガ達。

　しかし、オーガロードに止められてしまい、名残惜しそうにするもこちらに向き直した。

　そしてオーガ達は、オーガロードの指示の通り一斉にこちらに向かってくる。

　再びオーガ達の下卑た笑い声も聞こえてきた。

　しかし、もうそんなことは気にならない。

　先ほどまでの激情が嘘のように静まり、代わりに温かい感情と少しの哀しみが心を満たした。

　いつの間にか流れる涙。

　そして、体の奥から今まで感じたことがないチカラが湧いてくる。

『お主は、やはり……』

　ヘルメスは小さな体でオーガ達を近づけまいと、キシャーッと威嚇していたようだ。

『治癒』により治療しつつも、お父さんを守ろうとしてくれるなんてとってもいい子。

　でも私の様子が突然変わったせいで、へルメスも驚いたみたいだね。

　そばから見たら、絶叫していたと思えば柔らかな笑みを浮かべていたので、ちょっと怖いかもしれない。

　でも、まるで私がこうなるのを予想していたかの反応。

　もしかしたら、私のことを知っているのかもしれないよ。

「うん、ヘルメス。もう大丈夫だよ。きっと、何とかなるわ」

　何も教わらなくても、使い方は分かる。

　きっと、これは生まれた時から持っていたチカラ。

　あの人が、……お母さんがくれたチカラなんだと思うわっ！

　クレスから溢れ出す魔力が輝きを増した。

　元々銀色をした髪がより輝きを増し、本物の銀のように光を反射し、ふわりと浮き上がる。

　ヘルメスは、その様子をじっと眺めていた。

　自分の予想が合っているのであれば、きっと……。

『ンン？　なんダその光は？　ガハハッ、今更オマエ如きが抵抗しても無駄ダッ！　お前等あの娘を叩き潰すのだ！』

「私は、私達はお前になんか負けない！　……退魔の光よ、悪意を打ち滅ぼせ！　『銀のシルバーサ制裁ンクティオッ』!!」

　クレスから放たれた、何条もの銀の光がオーガ達を貫いていった。

　その光は触れた瞬間から、オーガ達の肉体を塵へと変えていく。

　ウガガガガガガアアアアッ！

　咄嗟にオーガロードの壁になるオーガ達。

　しかし、全てを塵ちりに還す光の前になす術はなかった。

　オーガ達もろともオーガロードの体を貫いた。

　壁になったオーガ達は、跡形もなく消え去っている。

　後ろにいたオーガロードも、既に虫の息だ。

　しかし、クレスも限界が近いようだ。

　既に足元がおぼつかない。
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「お父さんを、友達をお前なんかの餌にしてたまるかあああああっ!!」

　最後の力を振り絞り、剣に銀色の魔力を集めていく。

　それを縦一文字に振り下ろした。

　銀の剣閃が刃となり、オーガロードに襲いかかった。

『馬鹿な、こんなところで俺が、俺様がやられるなどォォォっ!!　俺は、あの方からこのチカラをいただいたのダゾ!?　その銀色の魔力は、マサカお前がアノ――』

　オーガロードは最後まで話すことなく、体を天てっ辺ぺんから真っ二つにされて絶命した。

　命が尽きたその体からは、黒いもやがふわ～っと抜けていったのが見えた。

「はぁ、はぁ……、やったっ!?　うあっ……」

　魔力を大量に使い果たしたクレスは、ついにその場に倒れてしまう。

　グラリと視界がゆがみ、前のめりに倒れ……なかった。

　がしっとクレスを受け止める太い腕。

　その温もりの正体を知っているクレスは安心し、そのまま意識を手放すのだった。

（お父さん……）




「クレスっ……。よく頑張ったな、あとは父さんに任せろ」

『馬鹿者が。まだ、お主も動いていい状態ではないぞっ!?』

「父親である俺が、そんな情けないこと言ってられるかよ！　ヘルメス、悪いが『治癒』を使いながらサポートしてくれ」




　まだ血が滲む体をおして、しっかりとクレスを抱えた。

　俺の額には玉粒の脂汗が浮かんでいる。

　傷はある程度塞がったが、受けた傷の激痛は続いている。

　今は究極のやせ我慢をしている状態だ。

　すかさず、町で購入しておいた滋養強壮薬を一気に飲み干し自分に活を入れる。

　うげぇ、すっごい不味い。

　しかし、少し意識がハッキリしたな。

　クレスをマリアとレイラが伏せている近くの地面に寝かせて、帰還準備を始めた。

　まずは素早く、オーガロードとオーガからの戦利品を回収する。

　流石に亡骸をそのまま回収するのは難しいので、素材となるものだけバックパックに詰め込んだ。

　ここにエースがいればある程度荷物を括りつけられるが、今は入口で馬車の警護をしてくれているのでここにはいない。

　考えても仕方ないので、魔石と素材を持てるだけ荷物袋に詰め込んだ。

　それからレイラとマリアに体力回復薬を飲ませた。

　即効性のあるものではないが、ここを出るまでに復帰してくれるだろう。

「ウードさん、ごめん……」

「……」

　レイラは意識を取り戻したようだが、やはりまだ体が動かないようだ。

　マリアに至っては意識を完全に失ったままだ。

　このままここに留まっては危険なので、急いで戻ることにした。

　ちなみに、来た時に使ったルートは塞がれているのでかなり迂回する羽目になった。

　オーガロードが来た方の道に進むしかなかったので、先に進んだのだが、しばらくすると広間に出た。

　中心にはよく分からない魔法陣が描いてあったり、何かの仕掛けのレバーらしきものがあった。

　ヘルメスに『神の目』で探索して貰いながら何個かのレバーを下げたら、来た時の道が開いたようだ。

『今、道が元に戻ったぞ。これで帰還出来そうだぞ』

「助かったよヘルメス。お前がいなかったら、何度も行ったり来たりをしないといけなかった」

『確かにな。しかし、こんな高度な仕掛けをオーガ如きが創れるとは思えん。早くギルドに戻って報告をした方がいいぞ』

「そうだな。ゴブリンは殆どいなくなったみたいだけど、まだ残党もいるだろうし。もしかしたらオーガも残ってるかもしれない。早く戻ろうか」

　こうして帰り道が確保出来たので、すぐさま入口まで戻る。

　ちなみに今俺は、少女とはいえ三人を担ぎ、さらに背負い袋を抱えている状態でダッシュしているのだ。

　しかも、まだ傷の痛みを抱えたままでだ。

　正直辛い。

「なあ、ヘルメス！　一人くらい浮かせるとか出来ないか!?」

『我に、そんな能力はない』

　と冷たく返された。

　流石に鍛えていると自負する俺でも、かなりキツイのだけどな。

　まぁ、継続して治療してくれているわけなので、文句も言えないのだが……。

　そんなわけでヘルメスが安全ルートを全力で選んでくれつつ、俺が皆を抱えてその通りの道をダッシュしているわけだが、ほぼ気合と根性だけで何とか脱出に成功した。

　入口まで戻ると、心配そうにエースが駆けつけてくれた。

　よーし、いいこいいこ。

　日に当たっていたせいか、ふわふわな上にお日様の匂いがしてより心地いい。

　十分に癒されてから、荷物をエースに括りつけて馬車まで運んで貰った。

　俺はクレス達をそのまま抱えて馬車の荷台に寝かせ、御者席へ座る。

　ゴブリンの残党などがいないのを確認してから、街道へ入り馬車を町へ出発させた。

「しかし、ゴブリン討伐依頼の筈が何でこんなことに……」

　皆満まん身しん創そう痍いだ。

　正直俺は死にかけたし、マリアもまだ意識を取り戻していない。

　レイラは目を覚ましたけど、全身打ち身状態で思うように体を動かせないみたいだ。

　クレスは魔力が尽きて眠っている。

　帰り道は、エースとヘルメスだけが頼りとなる。

　まぁ、あのオーガにまた遭遇しない限りは大丈夫だろうけどね。

　途中からしか見てなかったが、クレスが銀色の何かでオーガを倒せていなかったら、全員死んでいただろうなぁ。

　むしろ、あの状態に陥って誰も死んでいないのが不思議なくらいだ。

『どうやら情報が間違っていたのだろうな。もしくは……』

　ヘルメスは途中まで言いかけて辞めてしまった。

　何かを疑問に思ったようだったが、まだ確証を得ていない、そんな感じの反応だった。

　とにかく、全員が生きて帰ってこれたことに安堵しつつ、俺達は町へと帰っていくのであった。




　それからゆっくりと丸一日かけてカンドの町へ戻ってきた。

　途中でマリアも目を覚ましたし、これでひと安心だ。

　元々、打たれ弱いマリアはあの一撃でかなりの重傷を負ったが、幸いヘルメスの『治癒』の力のおかげで殆ど完治している。

　たった半日で骨折やら、打撲やらが綺麗さっぱり治っているのを知るとマリアも驚愕していた。

　レイラは、マリアの治療がひと通り終わってから治療したが、既に目を覚ましていたので御者をしている。

『ウードさんは、ここまで頑張ったんだから少し休んでて』と優しい笑顔で代わってくれたのだ。

「ウードさん、あれから私達はどうなったのですか？」

「ああ、そうだな。実はあのあと――」

　マリアが気を失ってからの一連の出来事を詳しく説明した。

　特に、オーガロードやクレスのことをだ。

「そ、そんなことが!?　オーガだけでもかなりの脅威なのに、オーガロードだなんて……。にわかには信じ難いですが……。そんなことより、よくそんな大物が現れて私達生きていますね……」

　マリアの感想はごもっともだ。

　俺もあの時、一回は死を覚悟したのだから。

　それにしても、あのクレスが発現した銀色のチカラは凄まじかった。

　あれがなければ全員間違いなく死んでいただろう。

　しかし、あれは一体何だったんだ？

　意識が朦朧としていたから、朧おぼろげにしか覚えていないが、一瞬でオーガ達を倒したように見えた。

　だがクレスはあのあと気を失ったままだし、ヘルメスは何かを知っていそうだったが、口を固く閉ざしたままなので分からずじまいだ。

　肝心なことは教えてくれないんだよなぁ……。

「ウードさん！　そろそろカンドの町だよ！　ほらっ、見えてきた！」

　元気を取り戻したレイラが、町の門を見つけて明るい声で教えてくれる。

　あの時、咄嗟にレイラがマリアを庇いつつ、オーガを倒していなければあの時点でマリアはこの世から去っていたかもしれない。

　一撃で戦闘不能になったのを悔やんでいるようだが、咄嗟にあんなことが出来るレイラは剣士としての才能はかなりものだと思うのだ。

　だから、マリアの命を助けたことを誇って貰いたい。

「ああ、ありがとう。町に着いたらすぐにギルドに報告に行く。すまないが、ゆっくり休むのはそのあとだ」

「うん、分かっているよウードさん。わたしもしばらく気を失ってたからあんまり覚えてないけど、オーガの群れがあそこに棲みついてたら、……結構ヤバイもんね」

「ウードさんの話を聞く限りでは、この件は上級冒険者が受けるような内容になると思います。どれだけ残党がいるか分かりませんが、急ぐに越したことはないと思いますわ」

　レイラも俺から話を聞いた時は、目を丸くして驚いていた。

　クレスも気絶していたし、いつもならそんな冗談をと言って流しそうなものだが、急いで回収した素材と魔石を見て本当のことだと確信したらしい。

　意識があるのが俺だけなのを確認すると、珍しく照れた様子で『そっか、最後はウードさんがわたしらを担いで脱出してくれたんだね。そういう意味では、命を助けてくれた恩人だね。ウードさん、ありがとう！』と面と向かって感謝された。

　素直に感謝出来るこの子も、根っこはとてもいい子なんだと思った。

　道中は、エースが絶えず警戒してくれているおかげでゴブリン一匹すら近づいて来ることはなかった。

　珍しく殺気立った様子を見せていたので、エースも何か緊急事態が起こっていると肌で感じている様子だ。

　やはり、親に似てとても賢い子なんだな。

　いつもありがとうなと言ってもふもふと撫でてやると、すごい勢いで尻尾をブンブンしていた。

　うん、滅茶苦茶可愛い。




　しばらくして町の入口に到着する。

　町の入口にいる門番にギルドの冒険者タグを見せようとしたが、俺の顔を見るなり『ようっ！　ウードさん。今回も無事で何よりだよ！』と言ってすぐ開けてくれた。

　こういう時、皆に顔が知れていると話が早く済んで助かる。

　そのままギルドのある街の西側へ向かい、馬車も停留所に置かせて貰う。

　マリアにクレスを任せて残って貰い、エースを護衛として置いていく。

　ギイィっとギルドの扉を開けて、レイラと二人で中に入った。

　俺とレイラだけという不思議な組み合わせに、中にいた冒険者達が不思議そうな顔で一瞬こちらを見るも、すぐに興味をなくし自分達の話に夢中になる。

　冒険者の受付嬢のところに行き、すぐに話しかけた。

「あ、ウードさん！　今回も随分お早いお帰りですね。まさか、もう終わったんですか～！　ま、でも今回はゴブリン相手だし不思議でもないですけど！」

「いや、残念ながらクエストは失敗だ。中には入ったけど、制圧出来なかった」

「へ……。じゃあ、思ったよりも規模が大きかったので調査報告とかですかっ!?」

　ガタンと椅子を倒す勢いで立ち上がる受付嬢。

　流石にまずいことが起きていると感じたみたいだ。

　ゴブリンとはいえ、規模が大きくなれば近隣の村への被害も無視出来ないものになる。

　まして、ジャイアントウーズを倒した俺達が急いで帰ってきたとなればかなりの規模だと想定しているだろう。

　しかし、現実はそれを遥かに超える事態になっていた。

「ああ、実はな――」

　俺は、洞窟の中で遭遇した災難について事細かに説明をした。

「お、お、おっ!?」

「いや、落ち着きなさい」

「オーガの大群っ!?」

　またしても、受付嬢は大きな声をあげてしまう。

　辺りにいた冒険者達が一斉にこちらを注目する。

「しかも、オーガロードが出現したですって!?　いや、もうそれだけで脅威度Ｂランク以上じゃないですか!!　よく、無事で……」

『オーガロードだと！　随分ヤバイのが出たみたいだな……』

『また、ウードのとこか！　運よく逃げ切れるあたり、流石だな』

『オーガだけでも、かなりなもんだぞ。さっき複数出たとか言ってたから、結構やばそうだ。おい、お前行って来いよ！』

『馬鹿か、俺なんか何人いてもあの硬い皮膚に傷も負わせられねーよ』

　といった具合に、皆好き勝手言っている。

　しかし、受付嬢の次の一言で状況はさらに一変する。

「え、本当に倒したんですか？　本当の本当に!?」

「ああ、本当にやばかった。逃げ道も塞がれたから、死を覚悟したよ。でも、娘のクレスが何とか倒して生き延びたんだ。これがそのオーガロードの素材と魔石だ」

　そう言って、受付嬢に袋を差し出した。

　受け取るとすぐさま中身を確認する。

　すると。

「ほ、本当にオーガロードの角と牙、それにこの大きな魔石は間違いないですねっ。あははっ、私は夢を見ているのかしら……」

「お、おい。嬢ちゃん今なんて言った。ウードのおっさん達がオーガロードを倒したって聞こえたんだが??」

「まっさかー！　流石にないだろ？　まだＥランクのパーティーだぞ!?　脅威度Ｂのオーガロードとか、倒せるわけないだろっ!?」

　話を盗み聞きしていた冒険者達が信じられないといった顔で、受付嬢に詰め寄るのだった。

　全く、本来ならそういう情報を他の冒険者に教えるのはマナー違反なのに、勢いに負けて教えてしまうこの受付嬢は困ったものだ。

　さらにクレスが倒したオーガロードの素材を、『ほら、これですよ』と見せてしまう。

　そして、それを見た冒険者の中で上級ランクにあたる冒険者が驚きの声をあげた。

「うおおおおおっ！　マジかよ！　本物じゃねーか！　一体どんな手を使ったんだ??　これだけで金貨二十枚にはなるぜ？　ウードのおっさん。やりやがったなー！」

　と、なぜか俺の背中をバンバン叩きながら喜んでいる。

　いや、痛いからっ！って、また君かよ。

　その後、わいわいと歓喜や驚愕で湧く冒険者達であったが、俺の本題がまだ終わっていない。

　もうちょっと静かにして欲しいのだが。

「あー、こほん。すみません、勝手に言ってしまって。ついつい、興奮してしまって……」

　たまに思うんだが、この子の暴走はわざとなのではないか？

　でなければ、かなりの天然か。

「それでですが……、今回の場合はですね、クエストは失敗になりません」

「え、本当？　本当にそうなの!?」

　ここで、受付嬢の言葉にレイラが食いつく。

　俺と同じく、クエスト自体は失敗になると思っていたようだ。

「はい。このクエスト書に書いている通り、集落を殲滅出来れば完全達成。想定より、脅威度が高かった場合には、より詳しい情報を持ち帰っていただければ偵察任務としてクエスト達成扱いになります」

「ほうほう」

「へ～、そうだったんだね」

「で、ここからが本題になりますが。今回、想定の難易度はＤでした。それが実際は単体で脅威度がＢランクのオーガロードが現れ、無事に帰還した時点で偵察任務としてクエストを達成しています。さらに、それを討伐したと認定されれば臨時クエスト達成扱いになり、その討伐対象の脅威度に釣り合った報酬が発生いたします」

「と、ということは!?」

「え、それどういう意味!?」

「つまりウードさんのパーティー『ラ・ステラ』は、偵察クエスト達成に加えて緊急討伐クエスト『難易度Ａ』を見事クリアしたということになります！　あはっ、おめでとうございます!!」

　おおおおおおおおおおおおおお!!

　とギルド内が歓声で湧いた。

　辺りが野太い声により、地響きのように揺れている。

　冒険者は、声も規格外だな。

「やったね！　ウードさん、これすっごいことだよ！」

「ああ、何かすごすぎてわけが分からないぞ」

　ギルド内に併設されている酒場では、勝手に『ウード達にカンパーイ』とか始まった。

　人のことを酒の肴さかなにして、呑みたい奴らがとっても多い。

　しかし、浮かれてばかりはいられない。

　今回は、緊急時なのだから。

「それは分かったけど、そんなのがいたんだ。かなりマズイことなんだろう？　すぐに調査を向かわせないと、近隣で被害が出るかもじゃないか？」

「ロードが倒されたとなれば、ひとまずは大丈夫かと思いますが、偵察隊は出すことになるでしょうね」

　そして、説明を続けようとした受付嬢の後ろから、一人の男が現れた。

　なんか見たことある顔だ。

「ここから先は、ギルドマスターの俺が話そう。まず、今回の任務ご苦労であった。……他の二人はどうした？」

　ああ、クレスの卒業式にギルドタグを授与した人だな。

　ギルド内では滅多に見ないから、一瞬分からなかった。

「クレスとマリアなら疲労困憊のため、馬車で待機していますよ」

「……そうか。相手が相手だけに、まさかと思って心配したぞ。無事ならよかったよ。さて話を戻すが、これからＡ級ランク以上のパーティーを派遣することになるだろう。しかし、うちの町には最高でもＢランクパーティーしかいないので、他の町のギルドから派遣してもらう。それまでは、外から監視をする手筈だ」

「そうなんですね。……それまで何もないといいけどな」

　思わず独り言のように呟いてしまう。しかしギルドマスターはそれを拾って話を続けた。

「ああ、そうだな。だが、ここにいない以上他を頼るしかない。ましてＡ級以上になれば、引く手数多だからな。中々空いている奴はいないんだ。だから、それまで外に被害が出ないように見張っておくしか出来ないのさ」

　適任の人がいなければ、派遣出来ないのは仕方ないか。

　下手に低いランクの人を潜らせて失敗すれば、そのままその冒険者達が被害者に早変わりしてしまう。そうならないように、無理はさせないようだな。

「あとのことはこっちに任せてくれていい。……しかし、よく無事に帰って来てくれた。おかげで大きな被害が出る前に抑えることが出来たよ。ギルドを代表して感謝する！」

「いえいえ、お役に立てたならよかったですよ。ちなみに、今回の討伐でランク上げを狙っていたんですが、どうでしょうか？」

「はっはっは、もちろん、文句なしの合格だ！　正式なランク昇格認定は後日にするが、確実だと思ってくれていい。あと、追加報酬も期待しておけよ？」

　ギルドマスターが直々にランクアップを約束してくれた。

　さらに、追加報酬はさっき難易度Ａランク相当だと言っていたから相当期待出来そうだ。

　それらを聞いていた、周りの冒険者達が湧き立った。

「おおおおっマジかよ！」

「ギルマスがランクアップを認めたぞ！　というか、もうＤランクかよ!?」

「まさか、あのウードさんにあっさり並ばれるなんて、思ってもみなかったよ……」

「Ａランク報酬だろ？　金貨がたんまり貰えそうだな～。くそう、羨ましいぜ！」

　皆口々に驚きと羨望の声をあげた。

　こうして、俺達はギルドマスターに昇格を約束されて、冒険者ギルドを立ち去るのだった。










新しきチカラと幸せの日常




　ギルドをあとにし、皆でマチスさんが用意してくれた家に戻った。

　クレスはまだ目を覚まさないが、ヘルメス曰く魔力が枯渇している以外に問題はないということだったので着替えさせてからベッドに寝かせた。

『心配しなくても明日には目を覚ますだろうよ』

「そうか、お前がそう言うなら問題ないんだろうな」

　マリアとレイラは、マチスさんの本邸に風呂に入りに行った。

　ゴブリン達の洞窟だったので、体についた臭いを落としたいのだろう。

　マリアは行く前に『せめて汚れだけでも……』と言って、クレスに生活魔法『洗浄』で汚れを落としてくれた。

　流石女子同士は、気の使うところが違うな。

　二人は、そのままマチス邸の方に泊まると言っていた。

　見送ったあと、寝ているクレスを見ながら少し考え込む。

『どうした、浮かない顔をして？』

「ああ、ちょっとな。少し夜風に当たろうか」

　そう言って、ヘルメスを連れて外に出た。

　外は既に涼しくなっており、少し冷たい夜風が疲れた体に心地いい。

　しばらく夜空を眺めながら、今日の出来事を考える。

　決して油断をしていたわけではなかった筈だ。

　よく観察し、慎重に中に入った。

　想定通りのゴブリンしかいなかったが、それでも決して気を緩めなかった。

　――だが、あのオーガが急に現れたことで事態が急変してしまったのだ。

　誰があんなところでオーガに出くわすと思うだろうか？

　しかも、さらに上位のオーガロードがいるなど……。

　アレは、もはや天災に近いと言ってもいいだろう。

　だが、この先も同じようなことが起きないと言えるだろうか？

　その時、俺はクレスを守ってやれるのか？

　まさか、その度にクレスに頼りあの子の傷つく姿を眺めているだけなのか？

　そんなことを、俺は……！

「ヘルメス。俺が凡人であるのは一生変わらないだろう。だが、今回のように恐ろしい敵に遭遇してしまった時に、クレスの足手纏いになるだけじゃ意味がないんだ」

『……なるほど。お主の考えは分かるが、凡人が大きな力を手に入れるのには想像もつかない大きな代償を伴うのだぞ？』

　ヘルメスは、俺の目をじっと見てその覚悟をお前は持っているのかと問いただしてくる。

『分かりやすく言えば、きっとお主の寿命を削ることになる。それでもやるか？』

　俺はその目を逸らすことなく見つめ返し、頷く。

　そして、道を示してくれるヘルメスに感謝しながらも、苦笑いして答えた。

「それ、聞く必要あるのか？　寿命が尽きる前に、死んでしまったら終わりだ。それを回避出来るなら、クレスを守れるなら俺はやるぞ！」

『そうか……、ならばもう問うまい。では、お主には我の新しく解放されたスキルについて教えてやろう』

　ヘルメスはそう言うと、ちょこんと俺の頭に乗り両の翼を広げる。

『神の贄はその身を捧げ、我はその魂を貸し与える。『神降し』！』

　ヘルメスがそう唱えると、ヘルメスが光の粒となって消え、その光が俺の体に吸い込まれていった。

　そして、俺の意識が外に飛び出した。

　俺は不思議な体験をする。

　自分が空に浮かび、自分の頭を上から見下ろしている。

　そして、俺の意思とは関係なく自身の体が動き出した。

（うわっ、何が起こっているんだ!?）

「ふむ、成功したようだな。ウードよ、聞こえているか？　これが、我が新たに使えるようになった『神降し』の効果だ」

（まさか、俺の体を動かしているのはヘルメスなのか？）

「そうだ。お主の代わりに、お主の体と魔力を使い神獣である我らのチカラを使うスキルなのだよ」

（ということは、俺の体なのに魔法とかスキルが使えるのか？　でも、それだと今まで通りでは？）

「いいや、全く違うぞウードよ。この状態になれば、お主の体の魔力を直接使うことが可能だ。我なら、その治癒の力や探知スキル、そして魔力を吸収するスキルが普段よりも強化されるのだよ」

（それはすごいな。じゃあ、戦闘中は常にそうしていればいいんじゃないか？）

「お主は、自分以外に自分の体を使われて何も思わないのだな。普通は、『お、俺の体が!?』とか言って焦るところなのだが……。まあ、よい。『神降し』を解除すればその理由が分かるだろう……。『解除』」

　すると、ぎゅぎゅぎゅっと自分の体に吸い込まれていく感覚に襲われる。

　気づくと、元に戻っていた。

「お、戻ってこれたな……。うおおっ!?」

『ほう、この短時間でも影響があるか』

　俺は急激な疲労感に襲われて、その場に倒れかかった。

　立っていることが辛いほど、急に体に力が入らなくなった。

　その場にしゃがみ込み、額から嫌な汗が流れる。

「これは、一体……？」

『これが『神降し』の副作用。魔力の急激な消費だ。言っただろう、代償が必要になると』

　ここで俺は、ヘルメスから『神降し』について教わる。

　その効果は、神獣など契約を結んだ高位の魔獣の魂を体に憑ひょう依いさせて、一時的に魔獣と同等以上のチカラを得るスキルだという。

　ただし、行動の主導権は魔獣になる。

　なので、正式に契約した信頼出来る魔獣以外には使わない方がいいということだった。

　また、憑依の際に体に大きく負担をかけるため、暫くまともに動けなくなるらしい。

「それなら、魔獣が戦った方が強いんじゃないのか？」

『お主、自分の特性を忘れておらんのか？　神の贄サクリファスたるお主の魔力を直接使えるのだ。どの魔獣でも、通常の何倍も強化される状態になるのだぞ。まぁ、お主の魔力がなくなるまでの間ではあるがな』

「魔力を使い果たされたら、体はボロボロで魔力切れで昏こん睡すいって、ほぼ瀕死になるんじゃないか!?」

『そうだ。だから、これは奥の手なのだ。凡人たるお主が、本当のピンチになった時だけ使う。今のところは我しかおらんが、そのうち他の者にも出会うであろうよ。クレスと一緒に旅をするのであればな……』

　最後に意味深なことを告げるヘルメス。

　しかしこれで、いざという時に奥の手を手に入れたんだ。

「しかし、神獣のチカラを得る代わりに、俺の魔力がごっそり使われるのか……」

　元々、魔法を使う才能どころか魔力が殆どないと言われていた俺だ。

　そもそもの魔力量がないはずだ。

　それを証明するかのように、今も魔力切れ状態だ。

『その通りだよ。だから、いざという時しか使うことが出来ないだろう。だが……』

「だが……？」

『我らのチカラを使えば、お主の器としての能力がわずかだが上がるようだぞ。だから、一日一回は『神降し』を使って精進せよ』

「ええっ!?」

　あの脱力感を、毎日味わわないといけないのかっ!?

　しかし、ヘルメスにはやると言ってしまったからな。

　それにいざという時に、クレス達を助ける前に倒れるとかじゃ全く意味がないのだから。

　万が一に備えるには、今から自分を鍛えるしかないだろうな。

「よし、分かった。これから訓練もよろしくなヘルメス！」

『うむ、これからビシバシやっていくぞ。覚悟せい』

　器用に、両側についている翼で腕を組むような仕草をするヘルメスだった。




　――

　目を覚ますと、すっかり朝になっていた。

　魔力を使い果たし、お父さんに担がれたところまでは覚えていたけど、そのあとの記憶がない。

　きっと、そのままこのベッドに運んでくれたんだろう。

　ふと自分の服装が寝間着に変わっていることに驚きつつ、お父さんが着替えさせてくれたのかなと考えながらベッドから降りた。

　見渡すと、ここは見慣れないけど自分の家。

　マチスさんが提供してくれた、町での住まい。

　長年勤めていたマチス商会の従業員の方が使っていた家らしく、年老いて故郷に帰ってしまったので丁度空いていたのだという。

　とても綺麗な家で、漆しっ喰くいの壁で出来た家に住むのは初めてで、未だに慣れない。

　サイハテの家が嫌なわけじゃないけど、やっぱり綺麗な家というのは悪くないよね。

　台所に足を向けると、いい匂いがしてくる。

　お父さん、相変わらず起きるのが早いんだなぁ。

　私も癖がついたので、早起きには自信があるんだけど、魔力切れしたあとはどうにもならないみたい。

「おお、起きたか。おはよう、クレス」

「うん、おはようお父さん」

　なんか、こういう会話は久々に感じてしまう。

　ついこの間まで寮生活をしていたし、卒業してからもすぐに冒険者として活動を始めたので宿屋に泊まる機会も多く、家で過ごす時間が殆どなかった。

　その間、キールに家の仕事などを任せっきりになっているので、少し申し訳ない気分になる。

　元気にしているかな、キール。

　村長や村の人達が色々と面倒を見てくれているから大丈夫なはずだけど、それでもちょっと心配になるわ。

　まだ最後に会ってから数日しか経ってないけど、ちょっと寂しく感じる。

「マリアとレイラは本邸で朝ご飯をいただいてくるみたいだから、二人で食べようか」

「うん、お父さんの作った朝食食べるの久々だね」

「ああ、そうだったか？　まぁ、相変わらず大したものは作れないけどな」

　そう言いながら、焼いたパンをバスケットに入れてテーブルに置き、皿の上には焼いたベーコンと目玉焼きがジュージューいっている。

　味付けはシンプルに塩とコショウのようだ。

　でも、朝はそれが一番美味しい。

「いただきまーす！」

「ああ、召し上がれ」

「でも、卵なんてどうしたの？　安くないでしょう」

「ああ、さっき朝市に行ってきたんだ。採れたての卵だったし、栄養満点だからな。クレスも疲れているだろうと思って買ってきたんだ」

　サイハテにいる時は、ニワトリを飼っていたので一～二日に一回くらいは卵を食べれたけど、町では買うしかない。

　最初、その値段を聞いてびっくりしたのを覚えている。

　でも、折角買ってきてくれたものだし、温かいうちに食べちゃおう。

　う～ん、美味しい！

　うちのニワトリより、少し味が濃い気がする。

　きっと、美味しい餌を食べさせているんだろうなぁ。

　半熟の黄身がとろーりと口に広がって、幸せでいっぱいになる。

　さらに、そこに塩味の聞いたベーコンを放り込む。

　そこで焼き立てのパンを頬張ったら……。

　美味しい～～！

「はは、相変わらず美味しそうに食べるなぁ。見てるこっちが幸せになるよ。さて俺も食べてしまおう」

「あはは、だって美味しいんだもん」

　二人笑顔のまま、もきゅもきゅ朝ご飯を食べてから、マチスさんの邸宅に向かった。

　そこでマリアとレイラと合流する。

　昨日貰えなかったというギルドからの褒賞金とランクアップ承認を受けるために、最低限の装備をつけて全員で冒険者ギルドへ向かうのでした。










冒険者ランク昇格




　ギルドに到着すると、奥からギルドマスターが出て来た。

　昨日、クレスは気を失っていたため会っていないから卒業式以来初めて会うみたいだ。

「クレス、よくやったな。昨日、君のお父さんから話は聞いたよ。君がオーガロードを倒したのだと」

「お久しぶりです、ギルドマスター！　……ええと、実は無我夢中だったので、殆ど覚えていないんです。でも、何とか倒せたみたいで本当によかったです」

　ギルドマスターからの称賛に、苦笑いしてそう答えるクレス。

　謙遜しているというより、本当に朧げにしか覚えていないみたいだ。

「そうか。その華奢な体でどうやって倒したのか興味があったのだが……。いや、その話は今度ゆっくり聞こう。まずは、全員奥の部屋に来てくれ」

　ギルドマスターは、そう言うと俺達全員を奥にある応接室へ呼び寄せた。

　ここに入るのは、初めてだ。

「ここはな、ギルド職員以外は大きな功績を達成したものや、特別な依頼を受ける高ランク冒険者しか入れない。今回のお前達は前者だな。それで……」

　俺達は、ふかふかのソファーに座りつつギルドマスターの話を待った。

　ギルドマスターの隣には、秘書官だという美人の女性が座っていた。

　色んな書類をギルドマスターに見せつつ、説明をしている。

「……そうか、なるほどな。分かった、ありがとう。じゃあ、話を続けるぞ」

　そう言うと、俺達の方に向き直して話を再開する。

「まずは、今回のクエストの報酬だ。『ラ・ステラ』として受けているから、これはパーティーへの報酬だ。まずは『ゴブリンの集落の偵察任務』、次に『オーガの群れの討伐』、最後に『オーガロード討伐』となる。これにさらに提出した素材の買取金額を合わせると……」

「合わせると？」

　俺はギルドマスターの勿体ぶった言い方に反応して、思わず聞き返してしまう。

　その答えを、クレスもマリアもレイラも固唾を飲んで待つ。

「これが報酬金だ。ざっと金貨五十枚ってところだな」

「き、金貨が五十枚!?」

「えっ、本当ですか!?」

「わぁ、すごい金額ですね」

「え、ほんとギルマス!?」

　俺が、クレスが、マリアが、レイラが目が飛び出そうなほど驚いてギルドマスターに聞き返してしまう。

　金貨五十枚というと、馬を売って生活をしている俺の年収の十倍以上だ。

　渡された袋の中身をさっそく確認した。

　こういうのは、その場で確認するのが商人の原則だ。

　……今は冒険者だけど。

　さっそく商家の娘でもあるレイラに金貨を数えて貰った。

「……うん、間違いなくあるわ。久々にこんな数の金貨を見たかも」

「しかし、いくらオーガロードとはいえ、すごい金額だな」

　俺からすれば、とんでもない金額だ。

　こんな金額を一回の報酬で貰えるなら、冒険者になりたいと言う人が増えていくのも分かる。

　ただ、常に命を賭ける仕事でもあるので、ある程度高くないと割に合わないというのもあるのだが。

「脅威度Ｂランクの討伐依頼の達成なら、そのくらいが当たり前になる。普通はかなりの準備が必要だし、その分費用がかさむ。しかも、下手をすれば一か月くらいかかる場合もザラにあるんだからな」

「それでも、ここまで貰えるとは思ってなかったですよ」

「今回のは、特に討伐したことが大きい。お前達が討伐していなかった場合、近隣の村や町への被害はそんな金額じゃ収まらないだろう。それに人的被害も想像したくないほど出ていた可能性がある。寧ろ、安いくらいだろうな」

　なるほどな。

　あのオーガロードが外に出て、近隣の村や町を壊滅させた場合の被害総額は計り知れないものになるだろう。

　しかもそこには街道もあって、商人達が通る道にもなっている。

　もし封鎖されてしまった場合、ものの行き来が途絶えてしまうだろう。

　それを考えたら金貨五十枚なんて、大したお金じゃないということなんだろうな。

　いや、俺達からしたらすごい大金には変わりないけどな。

「そういうことなら、ありがたく受け取らせて貰いますよ」

「ああ、そうしてくれ。さて、本題はコッチだな」

　ギルドマスターはそう言うと、四つのギルドタグをテーブルに並べた。

　銀色に光るそれらは、パーティー用のギルドタグと個人用のギルドタグが一緒になっている。

　そして、一つだけ色が違うものがついているタグが置かれていた。

　それを手に取り、クレスの方に差し出した。

「まずはクレス。これまでの功績と今回のオーガロードの撃破を評して、正式に『Ｃランク冒険者』として、認定する！」

「ええっ!?」

「おおーーー！」

　クレスが突然のランクアップに驚き戸惑う声をあげると同時に、俺達は驚嘆する声をあげた。

「流石、俺の娘だ！　クレス、やったな！」

「すごーい、クレスやるじゃない！」

「クレスはいつも先に行ってしまうんですね。でも、私も本当に嬉しいわ」

　三人が三様の称賛を送る。

　クレスもそれに照れながらも、『うん、皆ありがとう』と言葉を返すのだった。

　そして、ギルドマスターからギルドタグを受け取る。

「三人もランクアップが承認されて、Ｄランク冒険者になった。つまりウードさん、あんたも今日からＤランク冒険者に認定されたんだ。これは困難な状況で、三人を無事に連れ帰ってきたことを評価してのランクアップだ。これからも上を目指して頑張れ……、なんて言わないからな？　どんな時も無事に全員を連れて帰って来てくれ。頼んだぞ？」

「本当ですか!?　ありがとうございます！　言われなくても、絶対に生きて帰ってくるよ。もちろん、全員一緒にね」

「ああ、期待しているぜ、『遅咲きのルーキー』さんよ」

　どうやら巷ちまたでは、俺に変な仇あだ名ながついたらしい。
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　その名も、『遅咲きのルーキー』。

　意味はそのまんま、おっさんが新人の冒険者になったということだ。

　また変に有名になってしまったようだ。

　新しいギルドタグを受け取り、冒険者ギルドをあとにした。

　出てくる前になぜかランクアップを知った他の冒険者達にかなり手荒い祝福を受けたが（あとで聞いたら、やっぱり受付嬢が口を滑らせたらしい）、とても明るい気持ちになったのだった。




　――

「ウードさん、聞きましたよ！　全員のランクアップ、そしてパーティーのランクアップおめでとうございます!!」

　さっそく、マチスさんにランクアップの報告をしに来たのだけど、相変わらず耳が早い。

　報告する前に既に知っていて、先に祝福の言葉をいただいた。

「ありがとうございます。これもマチスさんの支援のおかげですよ」

「何を謙遜しているんですか！　うちのマリアが優秀なのは当然ですが、皆さんの頑張りがあってこそですよ。これからも、是非支援させていただきますからね？」

　マリアが正式にパーティーに加わったのもあり、マチスさんは『ラ・ステラ』の資金や装備についてバックアップしてくれると冒険者ギルドに宣言したようだ。

　これは、他のパーティーに勧誘させるのを防ぐ意味と、裏に自分がいるので余計なちょっかいを出すなよという牽制の意味があると説明してくれた。

「これからも装備などの用意は、こちらに任せていただきますからね？　今は、腕のいい職人を見つけてさらにいい装備を用意出来るように準備しています。その代わり、いい素材などが手に入ったらある程度は我が商会にも卸してくださいね？」

　マチスさんが是非にと言うので、頷くしかなかった。

　のちに、俺達を商会の商品の宣伝のために使ったりする狙いもあった。

　さらに、例のお見合い相手の商会よりも立場が上になり、縁談は破談にしたと聞かされるのだが、今の俺は知る由もなかった。










旅立ち




　俺達『ラ・ステラ』はついに、最初の目標だったＤランクパーティーとなった。

　銀色に光るタグを見つめながら、一人思い耽ふける。

　クレスという可愛い娘を天から授からなかったら、ここまでこれなかっただろうなぁ。

　それどころか、冒険者にすらなれていなかっただろう。

　昔は外の世界への憧れだけで冒険者になりたいと思っていたが、今は違う。

　クレスに色んなものを見て欲しい。

　そして、いつか故郷と思わしき『フォーレン』という国に連れて行ってあげたい。

　そんな思いの方が強かった。

　ひょんなことからヘルメスに出会い、自分にはないチカラを扱えるようになった。

　キールという、出来のいい息子も出来た。

　そして、昔の夢であった冒険者にもなれた。

　あの時に俺の夢を応援してくれていた幼馴染であり愛する妻であった彼女が、もうこの世にいないのはとても悲しいけど。

　しかし自分もＤランクに昇格出来るとか、話がうまくいきすぎていて怖いくらいだな。

　正直、自分のランク上げはある程度諦めていたんだよな。

　なぜなら俺には剣の才能も、魔法の才能もない。

　努力で身につけた弓矢を扱う能力と、動物や魔獣と仲良くなりやすい能力くらいしかない。肉体労働もしているので、一般人としては鍛えられている方だと思っているが、それも力が強いというだけでしかないんだ。

　いざ魔物との戦闘になれば、一番弱いのは確実に俺なのだ。

　しかし結果的に、『ラ・ステラ』のリーダーとしてパーティーメンバーを生還させたことで、それが評価されてランクアップ出来たのは嬉しい誤算だった。

　もしかしたら一人で生きていた俺に、亡き妻がプレゼントしてくれたのかもしれないな。

　村に帰ったら、綺麗な花を持って墓に報告しにいこうか。

　何にせよ、予想の何倍も早く目標を達成したので自然と笑みが零れる。

　資金も思ったよりも調達出来たし、マチスさんからの支援も貰えることになった。

　商人が後ろ盾になっている冒険者パーティーは、周りからも期待されている証となるらしい。

　マチスさん曰く、『これからあなた達は一流冒険者となっていくでしょう。今からそういう冒険者に投資を出来るかどうかも、商人の腕の見せどころなんですよ』とだけ教えてくれた。

　何でも、将来的に商会にとって大きな得になるんだとか。

　最初は二人だけの旅の予定だったが、こうやって『ラ・ステラ』というパーティーを結成出来たおかげでマリアとレイラも旅について来てくれる。

　きっと、俺と二人だけでも文句はなかっただろうが、年頃の娘なわけで仲のいい仲間と一緒の方がより楽しいに決まっている。

　二人がクレスのパーティーに入ってくれて、俺も嬉しいよ。

　それに、パーティーは大体四～六人で組むのが普通なので、余計な奴（主に男）が入り込んで来る口実がなくなったのも嬉しい限りだ。

　何はともあれ、これからクレスと新しい冒険に出られると思うと、年甲斐もなく興奮するなぁ。

　きっとどこに行っても、クレス達は目立つだろうから注目されるのは避けられないだろうけど、なるべくトラブルに巻き込まれないように注意を払わないと。

『ニヤニヤしたり、しかめっ面したり忙しい奴だな。さっきから何をしているのだ？』

「ん？　ああ、すまない。これからクレス達と旅に出られると思うと嬉しくてね。色々考えていた」

『……なるほど。だが、旅は楽しいだけではないぞ？　そんな緩んだ気持ちで行くと碌ろくな目に遭わんぞ？』

「はっはっは。大丈夫大丈夫」

　ヘルメスの諫かん言げんは軽く流して、これからのことに思いを馳はせる。

　これで個人でもより難易度が高くて報酬がいいクエストも受けられるようになる。

　そうすれば、より収入も安定するし少しは贅ぜい沢たく出来るようになるだろう。

　クレスにはもう少し美味しいものを食べたり、綺麗な服を着たりして欲しいんだ。

　キールにも仕送りを送らないといけないし（主に手伝ってくれている村人の給料分だけど）、頑張って稼がないとだな。

　それはさておいて、Ｄランクに昇格したおかげで自由に他の町に入れるようになった。

　これで町の門番の審査で、何日も待たされるとかもなくなったんだ。

　よし、色んな町を目指して出発しよう！

　そんな決意の元、俺とクレスの冒険者としての旅はここから始まるのだった。




　――

　レイラは一人冒険者ギルドへ来ていた。

　ウードから、数日後にはこの町から出発すると言われていたからだ。




「わたし、このままじゃダメだ。皆の役に立ってない」

　ウードさんが聞けば、何を馬鹿なことを言っているんだ。十分に役立っていると言ってくれるに違いない。

　今まではその言葉を鵜う呑のみにし、自分を甘やかしていた事実を知り、後悔している。

　あの才能がないと言われたウードさんは、そんなの関係ないとばかりに自らの体を盾にしてまで戦っている。

　それなのに、自分は剣の才能だけに頼り切り苦手なものから逃げて楽をしてしまっていたのだ。

　その結果が先日のオーガとの戦いだ。

　気持ちが先に動いてマリアを助けるために身を乗り出した。

　そのこと自体に後悔は全くない。

　でも、もう少し工夫をしていれば、もう少し違う手を思い浮かべていれば、クレスとウードさんだけ残して戦線を離脱するなんていう愚行をせずに済んだのだ。

　クレスやマリアのように頭がいいわけじゃない。

　でも、努力をすることは出来るはず。

　そう思って、色んな本を読んだりや先輩冒険者から話を聞いたりしていた。

「何だい、『高速剣』のレイラじゃないか。そんなすごいスキルを持っているのに、冒険に役立つスキルを覚えたいだって？」

「うん、そうなんだ。わたしの『高速剣』だけじゃ敵が遠くにいる時に届かなくて……」

　そう、あの時もう少しリーチがあるスキルがあれば、盾になるんじゃなくて攻撃で妨害出来たんだ。そうすれば相打ちにならずに済んだ筈だ。

「ふーん、私は『高速剣』を極めた方が強いと思うけどさぁ、考えは人それぞれだからね。アンタ確か魔法も使えたよね？」

「そんなこと、よく知っているね」

「もちろんさ、アンタ達三人は養成所卒業前から有名だったからね。パーティーに勧誘しようと考えた奴は多いのさ。まぁ、私もそのうちの一人なんだけどね」

「そ、そうだったんだ。ご期待に沿えなくてごめんなさい」

　クレスとマリアが期待されているのは分かっていたけど、自分もそうだったと聞いて少し照れちゃうな。

　もちろん、『高速剣』を発現出来たおかげだと分かっているけど。

「いや、もういいんだ。それよりも、魔法はどのくらい使えるんだい？」

「実は、使える魔法は『炎』だけで、それも殆ど使えないんだ」

「魔力はあるみたいだし、技量が足りないって感じだね」

「やっぱり、そうなの？　うーん、頭で考えるのが苦手なのよね」

「あんたみたいな天才肌は、皆感覚で覚えちまうからね。出来ないことはとんと苦手ってのが多いみたいだねぇ。そうだ、それなら魔導士の町へ行ったらどうだい？」

「魔導士の町？」

「ああ、そこには魔導士がわんさかいて、色んな研究もしているみたいだよ。そこに行けばアンタに教えられる人がいるんじゃないかい？」

「なるほど……。うん、そうしてみる！　どうもありがとう、おねーさん！」

　養成学校の時には一向に上達しなかった魔法だけど、こんなわたしでも覚えられる魔法があるかもしれない。

「わたしの目的地は決まった。あとは皆にどう話すかだけね」

　期待と希望を胸に抱きながら、冒険者ギルドを飛び出した。

　私は晴れやかな気分というよりは、一つの決意をした剣士の顔であった。




　こうして、ウードとクレス達の冒険は始まる。

　そして、彼等の冒険に合わせるかのように、影で何かが動き出すのであった。





つづく


















特別書き下ろし番外編










初めてのクエスト




　あれは、クレスが冒険者養成学校に入り、ヘルメスと出会ってすぐの頃だ。

　クレスの学校での成績を聞く限り、卒業したらすぐに活躍出来るほどメキメキと実力を上げている。

　卒業するまでぼうーっとしていたら、俺は足手まといにしかならないだろうな。

『それなら、我と共にギルドの討伐クエストを受けて、娘に実力を示せばよい』

「なっ!?　俺の考えていることが分かるのか？」

『我とお主は一心同体。全ての思考が分かるわけではないが、意識すればお主の考えが声として聞こえるのだ』

「そうなのか？　うーん、変なことを考えないようにしないと……」

『ふん、お主のような才能を持たぬ凡庸な人間が、そのようなことを気にしても仕方あるまい。それよりも、クエストの件やるのか？　やらぬのか？』

　そうは言われても、ヘルメスが言う通り俺には才能がない。

　使い慣れた弓も、動物相手なら当てられるがクエストに指定されるような魔獣や魔物にどこまで通じるのか……。

　初めての護衛の時に、ゴブリンに殺されかけたばかりだ。

　一人では、簡単にやられてしまう。

『やれやれ、その時の状況は分からぬが我がいるのだぞ？　ゴブリン程度に後れを取るわけがあるまい』

「また勝手に俺の考えを読んで……！　でも、お前ってそのナリで戦えるのか？」

『今の我に戦闘力は皆無だ。しかし、我にはいくつかのスキルがある』

「おー、流石は山の守り神様。スキル持っているのか！　それでどんなスキルなんだ？」

『当然だろう？　今の我が使えるのは三つ。一つ目は『治癒』。このスキルは、あらゆる傷を治せる。二つ目は『神の眼』と言われる探索スキル。魔力を持っている者であれば、半径五㎞くらいなら感知出来る。近づけば、相手の魔力量や生命力が分かる。近辺の地形もある程度分かる。三つ目は、『吸魔』。相手の魔力を強制的に奪い、我のものに出来る。魔力がなくなれば魔物とて気を失い、最悪死に至ることもあるのだ。』

「おお……、聞いているだけですごいスキルばかりだな」

『これでも、かつては神獣と言われ崇められていたのだ。これくらいは大したことがない』

　そうは言いながらも、誇らしげにどこにあるか分からない胸を張る。

　その仕草が何とも可愛らしく見えて、可笑しくなった。

『何を笑っているのだ！　それで、今言った三つのスキルを使えば、町の近辺に住む魔物を倒すなど造作もない筈だ』

「うーん、そうなのか？　いまいちピンと来ないんだよなぁ」

『ふむ、お主には言って聞かせるよりも、体験させた方が早そうだな。では、さっそくクエストを受けに行くぞ』

「はいはい、分かりましたよ」




　こうしてヘルメスに促されるままに、俺は冒険者ギルドにやってきた。

　まだ昼間だというのに、多くの冒険者が酒をあおりながら品のない笑い声をあげている。

　そんな奴らを素通りし、ギルドの受付嬢に話しかけた。

「あの、クエストを受けたいのだけど？」

「あっ、先日の方ですね？　娘さんは無事に入学されたとか。本当におめでとうございます」

「ああ、ありがとう。娘は卒業したらＥランクになるらしいので、それまでに俺もランク上げたいんだ。何かいいクエストはないか？」

「そうですねぇ。ウードさんの場合、戦闘に適したスキルがないと聞いてますので、採取とかがお勧めですね」

「なるほど、薬草とかのか？」

「ええ、そうですね。薬草が生えているようなところには必ずと言っていいほど魔物がいますので安全でないですが、それでも討伐よりは危険度は低いですよ」

「なるほど。じゃあ、そのクエストにするよ」

「はい、分かりました。採取だけでランクを上げるのはとっても大変ですが、不可能ではないですので頑張ってくださいね！」

「丁寧に教えてくれてありがとう。頑張らせて貰うよ」

　そう言って、立ち去ろうとすると『あっ、待ってください』と声がかかった。

「えっと、一応確認しますが……」

「はい、何でしょう？」

「その羽の生えた蛇って、ウードさんのペットですか？」

「……いや、ペットじゃない。えっと、相棒？　みたいな感じさ」

　横から強烈な視線を感じるので、濁しておいた。

　ペットなんて言ったら、噛みつかれかねない。

「まぁっ！　では、テイムが成功したんですね！　見たところ、フライスネークの亜種のようですしテイマーに登録変更したらどうですか？」

「いやいや、たまたまだから！　動物ならまだしも、魔獣の捕縛とか依頼されても俺には無理だと思うんだ」

「確かに、冒険者のテイマーさんにはそういう依頼が多いですからねー。残念です、支部から久々にテイマーが輩出されるかもと思ってたのに……」

「おいエリーナ、無茶を言うもんじゃないぞ？　ウードさんが魔力が低いのを知っているだろう？」

　近くにいたギルド職員が、後ろから声をかけてきた。

　確か、クレスの入学を勧めてくれたベテランの職員だ。

「と言いますと？」

「全く、何年ギルドで働いているんだ。いいか？　テイムというスキルは、相手の魔力が高いと通じないんだ。だから、ウードさんは今まで比較的大人しい動物しか手懐けられなかったんだ」

　そう、俺が持つ唯一のスキルであるテイムは、魔力を通じて相手を懐かせるものだという。

　だから、俺が今までテイムに成功したのは一番大型の動物で馬までである。

　熊や野生の牛のような、馬よりも大きな動物は一回も懐かなかった。

　それというのも、俺が持つ魔力が熊や牛よりも低いからだった。

「期待に添えなくてすまないな」

「いえいえ、テイマーは元々希少な存在ですからね。もし魔力があったとしても、本人が戦えない場合は護衛を雇うか、強いパーティに入るしかないですから。仕方ないですよ。稀に冒険者になってから魔力が上がる人もいますから、その時は強いパーティに入って新しい魔獣捕まえてくださいね！」

　ああ、そうするよと軽く返事をしてクエストの手続きを済ます。

　強いパーティか。

　彼女が想像するようなことにはならないだろう。

　なぜなら、俺はクレスと旅に出るつもりだからだ。

　キールを置いていくのは忍びないが、同世代の友達も出来たみたいだし、村の連中にも可愛がられている。それに家の仕事についても、給金を出せば働いてくれる（むしろ仕事させろ）と言う奴が多いので問題ないだろう。

　家事についても同じだな。村の奥様達が色々と世話を焼いてくれるので助かっている。

　何でも一緒にやりたがるので、何か心をくすぐるのだとか。

　純粋な子供の好奇心というのは、大人も巻き込むことで互いの絆きずなが深まっていく。

　また、案外教える大人の方に発見があったりして驚くものだ。

　子供は大人を成長させるとはよく言ったものだな。

　そういやクレスの時もそうだった。

　新しいことをする度に、目をキラキラ輝かせて聞いてくるもんだから、下手な誤魔化しが出来なくて大変だった。

　だけど、その甲斐があってクレスには真面目で正直者のお父さんと思って貰えているから頑張ってよかったよ。

　そんなクレスに弱いところなんて見せるわけにはいかない。

　いくら才能なしと言われて一度冒険者を諦めたからって、それを言い訳に足手まといになるのはごめんだ。

　いつまでも頼れるお父さんでいたいのだから。

　そんな思いもあり、さっそくクエストに挑戦しているわけだが……。

「どぉわああああああぁっ!?」

『馬鹿者！　真っ先に逃げる奴があるか！』

「ばっか、あんなデカい奴をどうやって倒せっていうんだよ！」

　俺は今、脱だっ兎とのごとく逃げている。

　そりゃあもう全力でだ。

　俺を追ってきているのは、ジャイアントブルという俺の背丈よりも体高がある野牛の姿をした巨大な魔獣だ。

　その目は真っ赤に染まり、口には動物の牛とは違い無数の鋭い歯と大きな牙があるのが見える。

　あれはどう見ても肉食だ。捕まったら俺は喰われるだろう。

『あんなのから逃げるとは情けないヤツめ。あれのランクはＥだぞ？』

「Ｅランクでも十分脅威だよっ！」

　武器を使わず、魔法や特殊なスキルも使わないジャイアントブルがＥランクなのは純粋にその体の大きさと凶暴さにある。

　なぜか人を見ると興奮して飛びかかるように襲ってくるので、発見されると討伐対象となるのだ。

　その肉は普通の牛よりもジューシーで、オーク肉の数倍の値段で取引されるほど高級である。

　そのため、このクエストは討伐報酬の他にその肉自体の買取が発生する。

　俺のような駆け出しの冒険者には魅力的な報酬が貰えるクエストである。

　それ故に人気のあるクエストらしいのだが、達成率は意外なことに低い。

　なぜなら、飛びつくようなランクの低い冒険者には手に余るほどに強いからだ。

「それにしたって、ここまで凶暴なのか!?」

『ふむ、どうやらお主の魔力にあてられて興奮しているようだぞ？』

「まじかっ!!　動物達なら大人しくなるのに、魔獣になると途端にこれかよっ！」

　木々をすり抜け走りながら逃げ回るが、ジャイアントブルは邪魔な木々をなぎ倒して俺達に迫り来る。

　普段は捕食者であるエースですら、体格が違いすぎて立ち向かうことすら出来ずに躱すので精一杯だ。

「この、ままじゃっ、逃げきれないぞっ！」

『だから逃げてどうする？　アレを倒しに来たんだろう？」

「あんなのどうやれっていうんだよ！」

　既に何発も矢を放ち、ジャイアントブルの頭には数本の矢が刺さっているが、止まるどころか余計に殺気立っている。

　どれだけタフなんだと嘆く言葉しか出ないが、何の解決にもなっていない。

『この先に行くと少し見通しのいいところに出る。そこで奴を迎え打つのだ。我がスキルの真価を見せてやろう』

「何っ!?　あんなのを倒せるほどすごいのか！　……よし分かった、覚悟を決めようか」

『うむ、そうでなくてはな！　よいか、視界が開けたら奴の足下を狙って矢を放て！』

「りょーかいだっ！」

　少し先に光が多く差し込む場所が見えた。

　なるほどあそこだな？

　最悪うまくいかなくても、死ななければ治癒の光で怪我を治してくれるらしいし、ここは踏ん張りどころだ。

「抜けたっ！」

『放てっ!!』

　ビュンビュンッ!!と可能な限り何度もジャイアントブルの脚を目がけて矢を放つ。

　その内の何本かが、その脚を射抜きジャイアントブルがバランスを崩して前のめりに転んだ。

『ウードよ、我の杖でヤツを突き刺すのだ！』

「ええっ!?　これ武器になるのか？」

『ええい、考えている暇はないぞ!?』

　見ればジャイアントブルはすぐに起き上がろうと、必死に脚に力を入れている。

　時間が経てばすぐに襲ってきそうな勢いだ。

「うおおおおぉっ!!」

　杖を上下反対に持ち、尖った先の部分をまるで槍のように突き刺した。

　思っていたよりも丈夫で鋭いようで、すんなりとその体の奥深くまで突き刺さり、悲鳴と共に鮮血が吹き出る。

　だがそれで致命傷になるほどではないようだ。

　そこでさらにヘルメスがスキルを発動して追討ちをかけた。

『その身に宿りし魔力を我に寄越すのだ！　――『吸魔』！』

　杖がカッと光った。

　その次の瞬間、目を疑う。

　先ほどまで闘志むき出しの目をしていたジャイアントブルがみるみるうちに弱っていく。

　呼吸が浅くなり、その目も弱々しくなり、さらには脚に力が入らなくなりそのまま崩れ落ちたのだ。

「エース！　今のうちにトドメだっ!!」

「ヴォウッ!!」

　太く短い咆ほう哮こうをあげると同時に口を大きく開き、ジャイアントブルの太い首に食らいつく。

　最後の足掻きとばかりに暴れるが、エースは決して離さなかった。

　そしてついにジャイアントブルは細く小さな悲鳴のような鳴き声をあげ、力尽きたのだった。

「うおおおおぉっ!!　やったぞ！　ヘルメス、エースよくやったな！」

『うむ、初めてにしては上出来だと褒めてやろう。お主にしてはだがな』

「おいおい、もうちょっと素直に褒めてくれていいんだぞ？っと、とりあえず血抜きとかしとかないとだな」

『近くに川があるようだ。そこで洗い流しながらの方がいいのではないか？』

「おっ、それはいいな。血の匂いに敏感な魔獣や猛獣がいるからな。洗いながらなら、気づかれにくいからな」

　それからは大変だった。

　俺とエース二人（？）がかりでジャイアントブルを引き摺りながら運び、血抜きして、内臓を取り出して捨て、運びやすいように切り分けていく。

　討伐証明用に指定されたのは、牙なのでしっかり二本切り取る。

「これでよしと。じゃあ帰ろうか」

　肉や皮など素材を狩り用の袋に入れる。

　中は動物の脂が染み込まされており、血が垂れないようになっている。

　落ちないように体に括りつけるように縛り、袋を背負う。

　う、かなり重いな。

　小さめの袋をエースの背中に取りつけた鞍くらに荷物を載せて固定する。

　普段なら余裕そうに駆け回るが、今回は自分の体より大きな荷物のためよろけるのを必死で耐えているみたいだ。

　ごめんな無理させて。でも必死なその姿はとっても可愛いぞ。

　よしよしと撫でてから、森を出るのだった。

　森を出ると、すぐに荷物を馬車の荷台に載せる。

　馬は襲われても逃げられるように放逐しているが……。

　ピィーーーーーーッと甲高く鳴る小さな笛を鳴らす。

　するとどこからともなく、馬が二頭走ってきた。

「よーしよし、ちゃんと待っててくれたな」

　こうやって笛を鳴らせば戻ってくるように仕込んである。

　万が一笛をなくしても口笛で呼べるが、聞こえない範囲にいると結局探さないといけないので、笛は首にぶら下げてある。

　水筒から水を取り出し、馬達とエースに与える。

　ついでに餌を与えてから、自分も軽い食事を取った。

　一息つくと、馬を馬車に固定しカンドの町へと出発するのだった。

「うはーっ、体が痛いな。流石にあの大きさだと、自分の骨がミシミシいってた気がしたぞ」

『骨は一度砕いた方が強くなるらしいぞ？』

「お前、こえーこと言うなよっ！　ったく、少しは労いの言葉をかけてもいいんじゃないのか？」

『うむ、よくやったぞエース。最後のトドメは見事だったぞ』

「ウォンっ！」

「いや、そっちにかよ……。いや、エースもかなり頑張ったけどもさ！」

　しかし、大きな獲物を狙うなら森の中でも使えるような荷台が必要だな。

　一輪つけた簡易的な荷台を作っておくか。

　帰ったら街の大工に相談してみよう。

　街に辿り着く頃にはすっかり辺りは暗くなっていた。

　今頃クレスは寮で晩御飯を食べているだろうな。

　俺も腹減ったなぁ。

　そんなことを考えながらカランカランと音が鳴る扉を開けて中に入る。

「お帰りなさいウードさん。今日はどうでしたか？　というか、すごい大きな荷物お持ちですね、大丈夫ですか？」

「ああ、エリーナ嬢か。クエスト達成したから確認してくれるか？」

「もうですか!?　はい、分かりました！　では、あちらの確認用のカウンターに置いてください！」

　指定された少し広めのカウンターに袋をドサッと置き、口を開いた。

「これは……、もしかしてクエストのジャイアントブルの肉ですか？」

「ああ、運ぶのが大変だったから解体してから持ってきたんだ。中身は牛と同じだったから、ちゃんと部位ごとに分けておいたぞ」

　ちなみに一番美味しい部位の半分くらいは、エースが担いでいた袋に入っている。

　あちらは家用なので、こちらには出さない。

「すごいですね、さすが普段狩りをされているだけありますね。少しお待ちください」

　そう言うと、近くのギルド職員に声をかける。

　するとすぐに、ガタイのいい男が奥から現れた。

「ほう、これをアンタがやったのか？　間違いなくジャイアントブルの肉だな。あれだけの巨体からここまで綺麗に処理出来る奴はそういねーんだ。皆下手くそでよぉ」

「ええと、あんたは？」

「ああ、すまねえ。俺は冒険者ギルド専属の解体屋だ。冒険者が持ってきた魔物や魔獣を解体して肉や皮や牙、骨とか素材を取り出す仕事をしているんだ。見たところ、頭と首にしか傷が残ってねーな、どうやったんだ？　しかも、肉もしっかり部位ごとで分かれていて混ざっちゃいねーし、完璧だな。……アンタ、冒険者辞めて解体屋やらねーか？」

　ギルド専属の解体屋なんているんだな。

　しかし、その道のプロにこんなこと言われるだなんて思わなかったな。

　かなり嬉しいが、解体屋になる気にはなれんな。

「嬉しいお誘いだけど、娘と冒険に出るために冒険者になったんだ。申し訳ないな」

「ああっ、アンタがウードさんか！　会えて光栄だぜ！　あんたは俺らスキルなしの期待の星なんだ、応援しているぞ！」

「あ、ああ。頑張るよ」

　一体どこでそんな話が出ているんだか。

　しかし、同じく冒険者を諦めた奴から応援されているのか。

　それなら、より一層頑張らないとだな。

『ふん、我がついているのだ、こんなものではないと示さねばな』

「あはは、お手柔らかにな」

　肉の処理の仕方や、素材の質がよかったおかげでかなり査定がよかった。

　また、しばらく討伐されていなかったのか肉の値段が上がっていたらしく、クエスト報酬と合わせて小金貨五枚も貰うことが出来た。

「この調子で頑張ってくださいね！　今回の評価もかなりいいので、すぐにランク上がりそうですね！　ウードさんには期待してますから！」

　やたらと評価してくれるエリーナ嬢だが、それだけ今回のクエストを達成したのが喜ばれたのだろう。

　しかし彼女から絶賛されたおかげで、ギルドロビーにいた他の冒険者達から『運がいいだけのおっさんが調子に乗りやがって』とか、『どうせ、どっかの冒険者雇ってたんだろ？』とかやっかみが飛んでくる。

「おいおい、いい歳したおっさんがそんなクエストを達成したくらいで、はしゃいでみっともねーと思わねーのかよぉ！」

　というか、ついには直接絡んできたし。

　うわ、酒くさいな。

　かなり酔っぱらっているなこの男。

「ちょっと、ギルド内での揉もめごとは厳禁ですよ！　大体あなただって、万年Ｇランクのお荷物冒険者じゃない！」

「エリーナ、事実でもそんなこと言ったらダメだぞ！」

　エリーナ嬢の暴言を止めているつもりかもしれないが、それは油に火を注いでいるだけだ。

　ほら、男の顔がさらに真っ赤になって噴火しそうになっているぞ。

「てめぇ～、女だからって手加減されると思うなよっ!!」

　ついには、テーブルにあった酒瓶を手に持ちエリーナに襲いかかろうとした。

「危ない！」

　やばい、咄嗟にかばうように体を割って入ったが相手は腐ってもＧランク冒険者。

　俺よりも格上だ。

　俺のようなおっさんでは、そのままやられてしまう！

『仕方ない奴だ。今回だけだぞ？』

　ヘルメスがそう呟くと、俺の体に魔力が注ぎ込まれるのを感じた。

　するとどうしたことだろうか。俺の体の奥底から力が湧き出るかのように漲みなぎってきた。

「うおりゃああ!!」

「がっ!?　うおおおおおおおお!?」

　咄嗟に全力で体当たりしたら、なんと相手が吹き飛ばされ宙を舞い別の冒険者のテーブルに突っ込んでいった。

「お前、死んだぞ？」

「てめぇ、俺の酒をどうしてくれるんだぁ!?」

「ああ、俺の肉ガアア!!」

「ま、待て。まってくれええええ！」

　哀れな男は、そのテーブルにいた三人組に外に連れ出されて行ってしまった。

　うん、悪いことはするもんじゃないね。

「えっと、お騒がせしました？」

「あ、ありがとうございますウードさんっ！」

　その様子を見ていた他の冒険者達から、わあああっっと拍手と歓声があがった。

「ウードのおっさんやるじゃねーか！」

「ヒュゥッ！　男だねぇ！」

「おい、今の見たか？　すげー飛んでいったぞ？」

　口々に褒めたたえるので、とてもむず痒がゆい。

　中には『あのウードさんがやったのか!?　俺らも負けてられんぞ！』と前向きな声も聞こえてきた。

　しかし、すぐに俺のことを酒のアテにして再び飲み始めるのであった。

「いやあ、偶然ですよ偶然」

「ウードさん、まさかあなた……。ちょっと失礼、これで魔力を測ってください」

　ベテランギルド職員はそう言うと魔力を測る魔導具を取り出す。

　言われるがままに、それに手を当ててみると……。

「ウードさん……。上がってますね」

「え、何が？」

「魔力ですよ！　ウードさんの魔力が前よりも格段に上がっています。よかったですね、これならもっと強い魔獣も捕まえられるようになるかもしれないですよ！」

　なんとこの歳で魔力が上がっただと？

　……なんてぬか喜びはしないぞ。

　これはヘルメスの仕業に違いないな。

『ふむ、バレてしまったか。しかし、お主の魔力が上がっているのは嘘ではないぞ。我が魔力を吸収し、お主に与えればお主の魔力も増えるからな』

　なるほど、そうだったのか。

　これならいつか魔法も…。

『お主に魔法の才はないから諦めよ」

　無理なのかよ！

　くそう。でも、俺は諦めないからな！

『何をぼうっとしている。次のクエストを選ぶぞ？』

「はいはい、次は何にしようか……」

　こうして俺の冒険者として新しい人生が始まった。

　もちろん、クレスと一緒に旅をするためにだがそれでも新しい生活の始まりに心が踊る気持ちだ。

『お、ウードよ。はぐれオークが出ているらしいぞ』

「牛肉の次は豚肉かよ」

『今の我らには丁度いい相手であろうよ、明日はこれで決まりだな』

「了解、じゃあ明日も張り切っていくぞー！」

「ウォンっ！」

　この数か月後、才能なしと言われた俺は新人冒険者としては異例の早さで次のランクへと上がる。

　これをキッカケに噂が噂を呼び、俺が連れているヘルメスが幸運の蛇と言われるようになるのはもう少し先の話である。
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　はじめまして、琥宮千孝と申します。

　この本を手に取ってくださり、誠にありがとうございます。

　この本はＷＥＢ版にて公開しているものを、加筆修正したものになります。

　そのため初めての方も、読んだことあるよという方も楽しんでいただけるように番外編については完全に書き下ろしとなっています。

　ＷＥＢ版では語られなかった、あれやこれやを追加しましたので、見比べて楽しんでいただければと思います。

　この本が出るまでに多くの方にご助力いただき、ここまで辿り着けました。

　ですので、ここで謝辞を送らせていただきます。

　まずは、書籍化のお声をかけていただいた編集のＴ氏。

　最初は、なんのドッキリかと疑っていました！　すみません。いつも真摯にご説明いただき、また色々なアドバイスをいただきましてありがとうございます。

　担当編集のⅠ氏にはいつも明るく温かい言葉をいただき、丁寧に対応いただきました。

　お二人のお陰でここまでこれました、本当に感謝しております。

　素晴らしい表紙や挿絵を描いていただいた片桐様。私のイメージ以上の絵を描いてくださり、キャラ達に命を吹き込んでくれました。その絵一枚一枚に感動させていただきました。これからもどうぞ宜しくお願いします。

　そして最後に、この本を買って下さった皆さま。

　当書籍『才能なしと言われたおっさんテイマーは、愛娘と共に無双する！　～拾った娘が有能すぎて冒険者にスカウトされたけど、心配なのでついて行きます～』をお手に取っていただき本当に、本当にありがとうございます！

　この父親ウードと娘クレスの物語を読んで、楽しんでいただけたならなら幸いです。

　次の巻も読んでいただけるように、頑張っていきますので是非応援をよろしくお願いします。










　追伸。

　なんと、漫画版『才能なしと言われたおっさんテイマーは、愛娘と共に無双する！　～拾った娘が有能すぎて冒険者にスカウトされたけど、心配なのでついて行きます～』が同日に発売しております。

　作者は、柊ひいら木ぎ楸ひさぎ　先生です。

　本書とはまた違う可愛いクレスとウードが見れます。

　ご興味ある方は、是非そちらの方も応援よろしくお願いします。





琥く宮みや千ち孝たか


















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。










才能なしと言われたおっさんテイマーは、愛娘と共に無双する！


～拾った娘が有能すぎて冒険者にスカウトされたけど、心配なのでついて行きます～
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